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1. 本報告の理解に向けて

“海事技術者像の調査・解析事業（以下、本解析事業）”は｢海事分野における高専・産業界連携によ

る人材育成システムの開発（通称：海事人材育成プロジェクト）｣のひとつの事業として平成 24 年度か

ら取り組んでいるものであり、本紙は平成 24〜28 年度の活動と成果について最終報告するものである。

本章では本解析事業の幾つかの成果を紹介し、本報告の理解の一助とするものである。

【平成 24 年度】先進諸国及船員の育成・就業実態調査

「先進諸国船員の育成・就業実態調査」を行ない、次記する幾つかの知見等が得られた。

 ヨーロッパ海運国（英国、ドイツ、ノルウェー、オランダ、デンマーク等）の海事教育機関におけ

る海運会社等と連携した実務的な船員育成システム、船員の就業実態とライフサイクル等の概略を

把握できた。

 ヨーロッパ海運国における船員の確保育成に関する歴史的・経済的背景、船員政策の変遷等の概略

も把握できた。

 STCW 条約の改正・強化による海技の標準化（コモディティ化）による船員の多国籍化、市場原理

に基づく船員確保は常態化しており、自国人船員と自国籍船の単純な確保を望むことも、実現する

ことも困難と考えられる。

 ヨーロッパ海運国においては外航船員のセカンド・キャリアとして陸上海事諸産業（海運、オフシ

ョアビジネス、内航、海事サービス、港湾物流、造船、浚渫・建設、等々）に転身（転職）するこ

とが多く、転職市場と再教育システムが船員施策（海事クラスター論）に基づき整備されている。

 先進諸国の船員においてはセカンド・キャリア（船員勤務後の陸上海事諸産業への転身）を意識し

たキャリアパスを確保することが求められているように思えるが、日本においては終身雇用を前提

したキャリアパスのみが存在し、海事分野の充実した転職市場は整備されておらず、セカンド・キ

ャリア育成の為の再教育システムも確立されていないのが実情である。

【平成 25 年度】アジア諸国船員の育成・就業実態調査

「アジア諸国船員の育成・就業実態調査」を行ない、次記する幾

つかの知見等が得られた。

また、平成 24、25 年度の調査をまとめ、右図に示す「先進諸国

及びアジア諸国船員の育成・就業実態調査報告」を印刷し、5 校の

商船学科・一般教養の全教員と 4 連携機関に配布した。

 アジア経済圏と日本経済の関連と動向、フィリピン・インドの船

員予備軍、船員教育機関の現状、日本船社の人材戦略等の概略を

把握できた。

 フィリピンにおける船舶職員の供給力は極めて大きく、質的にも

向上していること、インドにおける海事教育機関（大学）の学力

レベルの高さなどを把握できた。

 アジア経済の興隆に伴う物流拠点のアジア移転などから、日本船

社のアジア船員人材の育成強化が進んでいることも把握できた。

 フィリピン、インドを代表とするアジア諸国船員の船員労働市場

における量的な拡大、質的な向上は今後も続くことが予想される。

 これからの日本の船員/海事技術者の役割は何かを見出し、より

有能かつ有用な海事人材の育成を目指し、日本の海事教育機関の

高度化を進めことは不可避と考えられる。

【平成 26 年度】日本人海事技術者のライフサイクル調査

全船協並びに各校同窓会の協力を得て、次記する 13 項目[(1)～(13)]について、高専卒業者を対象とし

た“日本人海事技術者のライフサイクルに関するアンケート調査”を実施した。アンケート集計・解析

から次頁のグラフを得、次のとおりまとめるとともに、次頁右図に示す「日本人海事技術者のライフサ

先進諸国及びアジア諸国船員

の育成・就業実態調査報告書

（H24,25 年度事業）
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イクルに関するアンケート調査報告」を平成 27 年 3 月に印刷・配

布した。

1. 日本人海事技術者のライフサイクルの現状調査

(1)基本情報、(2)学歴、(3)勤務経歴、(4)研修経歴、(5)概略年収、

(6)現職満足度、(7)10 年後のキャリア

［解析結果のまとめ］商船高専卒業生が活躍している海事産業分

野は仕事としてのやりがいがあり、職務相応な対価(報酬、休暇)
も与えられている魅力的な職域であり、後輩にも勧められる職

域・職業と捉えている。ただし、後輩にも勧められる職域である

が、外国人に負けない能力向上が不可欠となっていることも事実

として指摘された。

2. 10/20 年後に活躍できる海事技術者に求められる知識・技能の調

査

(8)現職分野の将来性、(9)教育経歴の現職への寄与度、(10)商船高

専教育の現職への寄与度、(11)商船高専教育で強化すべき教育内

容、(12)商船高専卒業者の現職分野への適合性、(13)10/20 年後の

海事技術者像に関する自由記述

［解析結果のまとめ］ 現在の海事技術者は基礎を「商船学科」で学び、実践力を「職場」で身に付け

ている。高専・商船学科は海事技術者の職務に対する動機づけ（キャリア教育）や基礎知識（コミュ

ニケーション能力、英語力、一般基礎学力、専門的基礎知識）の定着を担い、「専門学」の高度化に対

応するとともに、特に、「英語力」と「リーダーシップ、コミュニケーション能力」の育成を強化する

ことが求められている。

【平成 27 年度】海事技術者像と具備すべき知識・技能に関する調査

平成 27 年度には“高専商船学科卒業者による現職の概要とキャリアパスに関する講演会”と“イギリ

ス・トルコ・オランダ海事教育機関訪問調査”を行ない、新たな知見を得た。

また、得られた知見に基づき“将来の海事技術者像と知識・技能”について検討し、達成目標である

海事技術者像と具備すべき知識・技能に関する調査検討を行った。

1. 高専商船学科卒業者による｢現職の概要とキャリアパスに関する講演会｣の開催

海事技術者像の調査・解析事業の目標である「高専・商船学科の目指す海事技術者像と具備すべき

知識・技能の提示」につなげることを目的として、「現職の概要とキャリアパスに関する講演会」を次

日本人海事技術者のライフサイクルに関するアンケート集計グラフの例 
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のとおり企画・実施した。

海上職（航海）、海上職（機関）、陸上職（航海）、陸上職（機関）と海洋事業職の 5 分野で活躍して

いる商船学科卒業生が講師となり、「現職の概要とキャリアパスに関する講演会」と題して、高専・商

船学科卒業生のキャリアパスの現状等を紹介した講演会であり、「高専・商船学科の目指す海事技術者

像と具備すべき知識・技能の提示」を目指す上で有益な多くの知見を得た。

2. イギリス・トルコ・オランダ海事教育機関訪問調査

“10/20 年後に活躍できる海事技術者像と具備すべき知識・技能の提示”の達成を目指し、イギリス・ト

ルコ・オランダの海事教育機関で実施されている海事教育の現況の調査を実施し、有益な知見を得た。

【平成 28 年度】新たな海事教育システムの在り方に関する調査報告

1. 海事技術者像と具備すべき知識、・技能に関する調査報告

下左図に示すように、4 年間の調査・解析、各種事業成果に基づき、高専・商船学科卒業生のキャリア

モデルについて総合的に検討し、海上職、陸上職と進学者のキャリアモデルを想定した。

キャリア変遷とともに必要となる能力、卒業時に身に付けておくべき能力等を調査し、本サブプロジ

ェクトの最終目標である｢10/20 年後に活躍できる海事技術者像と具備すべき知識・技能に関する調査報

告｣にまとめ、下右図に示す報告書を平成 28 年 7 月に印刷・配布した。

2. これからの海事人材に必要とされる資質に関するアンケート調査・解析

海技者として必要な資質については、一般陸上企業とは異なる点もありうるため、これらの能力につ

いて明確な定義とそれらの到達目標を学生に示すことが、新たな教育システムを構築していく上で必要

不可欠である。そこで、商船系高等専門学校から、過去に学生を採用している企業人事担当者あてに、

新人採用時に必要とされる知識と資質について調査を行った。調査の結果、これまでの調査結果との整

合性が明らかとなり、必要な教育内容の提示に資するものとなった。

諸国船員の育成・就
業実態調査

日本人海事技術者
ライフサイクル調査

現職の概要とキャリ
アパスの講演会

諸外国海事教育機
関訪問調査

船舶運航実務
乗船研修

海事教育セミナー

海上職

陸上職

進学者

船舶管理と港湾・物
流業務視察研修

キャリアモデルの総合的検討 概念図 

本報告は、5 年間の成果として得られた人材目標である｢10/20 年後に活躍できる海事技術者像と具備す

べき知識・技能｣を育成する”新たな海事教育システムの構築と実現”を目指して、新たな海事教育システ

ムの方向性について平成 28 年度までに実施した検討・調査・解析に基づいて報告するものである。

海事技術者像調査報告書
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2. 調査・解析事業の目的と概要

本調査・解析事業の目的と概要について以下に記す。

2-1 調査・解析の目的
海事人材育成プロジェクトにおける「3.2 確実な海事教育システムの提示」の目的は“高専・商船学科

が求められている人材を確実に育成し得る新たな海事教育システムの開発と提示”であり、商船学科教

員が新たな海事教育システムを開発するには“高専・商船学科教員が海事社会に求められている人材と

具備すべき知識・技能を調査した上で、現行の高専・商船学科カリキュラムを分析すること”が不可欠

と考えられる。また、新たな海事教育システムを具体的に提示することが必要である。

そこで、本調査・解析事業では高専・商船学科が求められている人材を確実に育成し得る海事教育シ

ステム、商船学科コアカリキュラム等の開発・提示する上で必要不可欠となる“現行カリキュラムの調

査・解析”、“海事教育セミナーの試み”、および、“これからの海事人材に必要とされる資質に関するア

ンケート調査”等を企画、実施したものである。

2-2 調査・解析の概要
上記目的の達成を目指し、平成 28 年度までに次記する調査・解析とセミナー開催による聴講者の意見

調査・解析を実施し、総まとめとして、新たな海事教育システムの方向性を示した。

(1) 現行カリキュラムの調査・解析

五校商船学科の現行カリキュラムの各科目を大きく３種類（基礎・専門・横断的な能力強化のため

の科目）に振り分ける調査・解析を行い、現行カリキュラムの特徴及び海事社会に求められる人材が

具備すべき知識・技能の強化につながる科目の要件を明らかにするために実施された。特に、後者を

明らかにするために、次の 4 つの視点 (1)基礎知識（英語力､一般基礎学力､専門的基礎知識）の育成

手法、(2) リーダーシップ、コミュニケーション能力の育成手法、(3) 海事技術者の職務に対する動

機づけ（キャリア教育）の具現化、(4) 人材育成上における産学連携の強化とその具体化に基づいて

解析された。

(2) 海事教育セミナーの試み

平成 27 年度に実施した本セミナーは、(1) 4 連携機関の講演を 5 高専・商船学科学生に GI-NET（遠

隔 講義システム）で配信した講演会と(2)富山高専・商船学科の 2，3 年生に直接話しかけた講演会

の 2 種類のセミナーから構成され、高専・商船学科における今後の産学協働教育の方法・内容等につ

いて検討するための試みでもあり、セミナー毎に学生にアンケートを行うとともに、全セミナー終了

後に検討会も行った。

平成 28 年度は、産学協働教育、キャリア教育の試みとして、富山高専商船学科の 1 年生および 3
年生の全員と 5 年生の希望者と保護者を対象としてキャリア教育講演会を実施した。平成 27 年度セ

ミナーが好評であったため、本事業終了後の継続事業としての位置づけや講演内容についてもあわせ

て検討するための試みであり、聴講した学生を対象としてアンケートを行った。

(3) 新たな海事教育システムの方向性の提示

「海事技術者像サブプロジェクト」では、平成 24年度から平成 28年度の間に海事技術者像に関連

する 8つの調査・解析事業を実施した。これらの事業の結果にから、海上職・陸上職・進学者の 3つ

のキャリアモデルを想定し、キャリアモデルごとの概要と身につけるべき能力および高専商船学科卒

業時に必要な能力について具体化した。しかしながら、現在の高専・商船学科におけるカリキュラム

では、コミュニケーション能力およびリーダーシップなどの能力を身につけるべく整備されていない

ことが明らかとなった。加えて、これらの能力の詳細についても海事産業で詳しく定義したものがな

い状況である。そこで、これらの能力の詳細を定めること、および新しい高専・商船学科の海上教育

システムを構築する必要性があることが急ぐべき課題であった。技術の高度化に対応した幅広い基礎

と専門知識に加えてグローバル化しダイバーシティ化した職場の同僚を理解し認め合える高度な人

間力を備えて、しっかりとコミュニケーションできる人材がこれからの海事人材に求められていると

いうことがわかった。
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3. 現行カリキュラムの調査・解析

平成 27 年度に実施された本解析事業の調査方法、結果及び考察を以下に記す。

3-1 現行カリキュラムの調査方法
平成 27 年度に実施した現行カリキュラム調査は 5 つの高専・商船学科（航海・機関学科）を対象に実

施した。アンケート調査の内容（仕様）等は以下の通りである。

3-1-1 調査項目

(1) 3 つの分析指標

 5 つの高専・商船学科カリキュラムを比べるために、調査項目を 3 つの分析指標に分けた。3 つの

分析指標とは、「技術者が分野共通で備えるべき基礎的能力（以下、基礎能力）」、「技術者が備える

べき分野別の専門的能力（以下、専門能力）」、そして「技術者が備えるべき分野横断的能力（以下、

横断能力）」である。なお、これらの分析指標は「独立行政法人国立高等専門学校モデルコアカリキ

ュラム（試案）平成 24 年 3 月 24 日」で用いられている学習成果評価指標であり、商船学科用に若

干の項目変更を加えて今回のアンケートの指標に使用した。

5 商船学科教員が商船学科の各科目がどの能力に該当するかをアンケート用紙へ記入し、分析デー

タとした。今回はこれらのデータを分析した結果を報告する。

なお、分析する際のルールとして、入力指針を設けることにより同等内容の科目（例えば、数学

や国語等）において各校の入力項目に大きく違いが無いようにした。

設定した入力指針は 7-1 原稿カリキュラム調査・解析資料の(1) カリキュラム分析シート入力指針

(CG-1～3)に示す。

(2) 分析指標 1「技術者が分野共通で備えるべき基礎的能力（基礎能力）」

技術者が分野共通で備えるべき基礎的能力は「数学」、「自然科学」、「人文・社会科学」、「工学基

礎」の 4 分野で構成される。

これらの分野はさらに次の項目に設けられている。

数学分野は「数学」の１項目に、自然科学分野は「物理」、「物理実験」、「化学」、「化学実験」、「ラ

イフサイエンス・アースサイエンス」の 5 項目に、人文・社会科学分野は「国語」、「英語」、「社会」

の 3 項目に、最後に、工学基礎分野は「工学リテラシ」、「技術者倫理」、「情報リテラシ」、「工学史」、

「グローバリゼーション・異文化多文化理解」の 5 項目に分けられている。

(3) 分析指標 2「技術者が備えるべき分野横断的能力（横断能力）」

技術者が備えるべき分野横断的能力は「汎用技能」、「態度・志向性（人間力）」、「資質」、「総合的

な学習経験と創造的思考力」の 4 分野で構成される。

これらの分野はさらに次の項目に設けられている。

汎用技能分野は「コミュニケーション」、「合意形成」、「情報収集・活用・発信力」、「課題発見」、

「論理的思考力」の 5 項目に、態度・志向性（人間力）分野は「主体性」、「自己管理力」、「責任感」、

「チームワーク力」、「リーダーシップ」、「倫理観（独創性の尊重、公共心）」の 6 項目に、資質分野

は「離家庭性・適応性・耐性」、「未来志向性・キャリアデザイン力」の 2 項目に、最後に、総合的

な学習経験と創造的思考力分野は「創成能力」、「エンジニアリングデザイン能力」の 2 項目に分け

られている。

(4) 分析指標 3「技術者が備えるべき分野別の専門的能力（専門能力）」

技術者が備えるべき分野別の専門的能力は「分野別専門工学（航海系）」、「分野別専門工学（機関

系）」、「分野別の工学実験・実習能力」、「専門的能力の実質化」の 4 分野で構成される。

これらの分野はさらに次の項目に設けられている。

分野別専門工学（航海系）分野は「航海に関する科目」、「運用に関する科目」、「法規に関する科

目」の 3 項目に、分野別専門工学（機関系）分野は「機関に関する科目」、「執務一般に関する科目」

の 2 項目に、分野別の工学実験・実習能力分野は「実習」、「校内練習船」の 2 項目に、最後に、専

門能力の実質化分野は「インターンシップ」、「PBL 教育」、「共同教育」の 3 項目に分けられている。
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3-1-2 アンケート用紙 

上述の分析指標 1, 2, 3の項目を入力できるアンケート用紙を作成し、調査に供した。送付・回収した
アンケートセットは 7-1 現行カリキュラム調査・解析資料の(2) カリキュラム分析シート(CS-1～18)に
示すものであり、下記構成となっている。 

① 入力指針（カリキュラム分析シート入力指針） 

② アンケート（カリキュラム分析シート） 

 

3-1-3 アンケート対象者 

 アンケート対象は 5高専商船学科であり、各校担当教員へ依頼し入力していただいた。 

 

3-1-4アンケートの発送・回収の時期 

 アンケートは平成 27年 10月中旬に発送し、平成 28年 1月下旬に回収した。 

 

3-2 現行カリキュラムの調査結果 

(1) 5高専商船学科の総単位数の状況 

５高専商船学科の総単位数の状況は以下のとおりであった。参考情報として、高等専門学校設置基
準によると全課程修了に必要な単位数は、「商船に関する学科にあっては練習船実習を除き百四十七
単位以上（そのうち、一般科目については七十五単位以上、専門科目については六十二単位以上とす
る。）とする。」である。なお、高専における 1単位に必要な授業時間数は 30単位時間（1単位時間
は標準 50分）であるが、大学と同じ考え方の単位（講義だと通常 15単位時間で 1単位）を 60単位
まで導入することができ、これを学修単位という。これは、1単位に必要な授業時間を 45単位時間
の内容もって構成することを標準に、講義及び演習の授業時間を 15～30単位時間、実験、実習及び
実技の授業時間を 30～45単位時間にすることができるもので、学校での授業時間数が 45単位時間
に満たない授業については自学・自習で補うことになる。 

・ 最小単位数 147単位に近いのは広島と弓削である。一方で大島・鳥羽・富山は総単位数 173〜184

単位であった。各校ともに一般科目が専門科目より多かった。 

・ 広島と弓削は選択単位が 0〜1単位でほぼ無かった。一方で大島・鳥羽・富山は 33〜110単位と多
いことが分かった。 

・ 学修単位は、鳥羽が 58単位と多く、広島は 0単位であり、学校によりばらつきがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5高専商船学科の総単位数の内訳 
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(2) 5 高専商船学科の 3 能力の総単位数の状況

ここで、3 能力の総単位数を説明する。例えば国語（2 単位）が基礎能力および横断能力に２単位

ずつ重複して入力されていれば、両能力にそれぞれ 2 単位を加えている。このように、すべての科目

の重複入力を認めた総単位数を 3 能力の単位数という。5 高専商船学科の 3 能力の総単位数の状況は

以下のとおりであった。

・ 鳥羽と富山が 3 能力の総単位数が 350 単位と多かった。これは１科目当たり 2 能力に重複されて

いることを示す。

・ 能力ごとに総単位数を見ると、基礎能力、横断能力、専門能力の順に総単位数が多かった（弓削

のみは横断能力よりも専門能力が多い）。

5 高専商船学科の 3 能力に関わる総単位数

(3) 基礎能力の総単位数の内訳

5 高専商船における基礎能力の総単位数の内訳は次のとおりである。

・ 基礎能力単位数が多い学校（鳥羽・富山・広島）は、基礎能力内の分野「工学基礎」と「人文・

社会科学」を主に増やしている。

・ さらに、基礎能力に関係している科目種類（一般科目・専門科目）で見ると、基礎能力単位数が

多い学校（鳥羽・富山・広島）は、専門科目の単位数が多い。したがって、これらの学校では専

門科目が基礎能力に使用されていることが分かった。

5 高専商船学科の基礎能力に関わる総単位数の内訳と科目種類

(4) 横断能力の総単位数の内訳

 5 高専商船における横断能力の総単位数の内訳は次のとおりである。

・ 5 校で共通していることは、横断能力内の分野「汎用技能」、次いで「人間力」の順で多くの単位

数を持っている。

・ 「資質」と「総合的な学習経験と創造的思考力」は、「汎用技能」と「人間力」に比べて単位数が

少なかった。

・ 「汎用技能」と「人間力」の単位数が多い理由は、入力アンケートを見ると、一般科目と専門科

目の両方の単位数が多く入っているためである。
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・ 「資質」と「総合的な学習経験と創造的思考力」の単位数が少ない理由は、入力アンケートを見
ると、専門科目でほとんど占められおり一般科目は芸術科目程度で非常に少ないためである。 

・ 横断能力に関係している科目種類（一般科目・専門科目）で見ると、横断能力単位数が多い学校
（鳥羽・富山・広島）は、専門科目の単位数が多い。したがって、これらの学校では専門科目が
横断能力に多く使用されていることが分かった。 

 

5高専商船学科の横断能力に関わる総単位数の内訳と科目種類 

 

(5) 専門能力の総単位数の内訳 

 5高専商船における専門能力の総単位数の内訳は次のとおりである。 

・ 専門能力の総単位数は、他能力に比べて学校間で大きな違いはなかった。 

・ 専門能力内の分野は、航海が「運用に関する科目」、「航海に関する科目」、「法規に関する科目」
の順に、機関が「機関に関する科目」、「執務一般に関する科目」の順に多かった。これは、三級
海技士養成施設単位数の配分比率にしたがった順である。 

・ 専門能力に関係している科目種類（一般科目・専門科目）で見ると 5校はほぼ専門科目によって
占められている。したがって、専門能力にはほぼ専門科目のみが使用されていることが分かった。 

 

5高専商船学科の専門能力に関わる総単位数の内訳 

 

5高専商船学科の専門能力の科目種類  
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3-3 考察
 前述の調査結果を踏まえ、次の 4 つの視点に基づき考察を実施した。

• 基礎知識（英語力､一般基礎学力､専門的基礎知識）の育成手法

• リーダーシップ、コミュニケーション能力の育成手法

• 海事技術者の職務に対する動機づけ（キャリア教育）の具現化

• 人材育成上における産学連携の強化とその具体化

(1) 基礎知識（英語力､一般基礎学力､専門的基礎知識）の育成手法

基礎知識（英語力､一般基礎学力､専門的基礎知識）を、3 つの分析指標（基礎能力・横断能力・専

門能力）のいずれかに当てはめると、基礎能力に該当すると考えられる。

基礎能力の解析結果から、基礎能力単位数が多い学校は、専門科目を使って基礎能力に対応して

いることから、表 1 と表 2 に基礎能力分野の「工学基礎」および「人文・社会科学」に対応した専

門科目を示した。

表 1 を見ると、鳥羽・富山・広島において、主に理数系の多くの専門科目が「工学基礎」に対応

しているということが分かった。また、表 2 を見ると、各校が英語系の専門科目を使用して「人文・

社会科学」に対応していることが分かった。

このことから、基礎知識の英語力および専門的基礎知識に関して、専門科目を用いて育成を試み

ていることから、基礎能力単位数が少ない学校もこの育成法を利用すべきであると考える。また残

りの基礎知識の一般基礎学力に関して、三級海技士に必要な知識・実務を念頭にした教授範囲を定

め、その範囲内の一般基礎学力を高めることが必要と考えられる。

 

表 1 基礎能力の分野「工学基礎」に対応した専門科目
学校名 工学基礎に対応した専門科目名 

大島 情報処理 

鳥羽 航海概論、機関概論、電気電子理論、基礎船舶工学、情報リテラシ 1・2、基礎力学、応用数学 1・2、商船

学演習、情報処理、船舶通信概論、小型船舶論、貿易物流論、船舶設計論、海運政策論、船舶通信論、海運

実務論、機関実務、船舶安全論、基礎統計学、表現技法、海事国際法、運送保険論、環境科学論、危機管理

論、計測制御工学 1・2、船舶補助機関学 1・2・3、電気機器 1・2、パワーエレクトロニクス、内燃機関学 1・

2・3、燃料・潤滑工学、蒸気原動機工学 1・2・3、熱力学、流体力学、機械製図 1・2、工業材料 1・2、機関

学実務、トライポロジー学、制御論、応用先端材料、極限熱輸送工学、設備機械、電力応用工学 

富山 舶用機関概論Ⅰ・Ⅱ、電気･電子工学Ⅰ・Ⅱ、電子回路、電気機器、船舶工学Ⅰ・Ⅱ、計測･自動制御工学Ⅰ・

Ⅱ、船舶工学特論、海法特論、船体管理特論、制御システム特論、電気電子工学特論、蒸気原動機特論、生

産システム工学、熱機関工学、地球環境流体力学、伝熱工学、材料学特論、航海概論Ⅰ・Ⅱ、運用概論Ⅰ・

Ⅱ、航海計測論Ⅰ・Ⅱ、船体管理論Ⅰ・Ⅱ、海上交通論Ⅰ・Ⅱ、船体運動論、海運論Ⅰ・Ⅱ、航法システム

論、航海力学Ⅰ・Ⅱ、情報処理Ⅰ・Ⅱ、力学Ⅰ・Ⅱ、内燃機関学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、工業熱力学Ⅰ・Ⅱ、材料

学Ⅰ・Ⅱ、蒸気原動機工学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、補助機械工学Ⅰ・Ⅱ、パワーエレクトロニクスⅠ・Ⅱ、工業材料学

Ⅰ・Ⅱ、設計製図Ⅰ・Ⅱ、流体工学Ⅰ・Ⅱ、航海概論Ⅰ・Ⅱ、機関学ゼミ 

広島 商船概論、電気基礎、情報処理、船用機関工学、工業力学、地文航法、航路論、天文航法、航海計器、無線

工学、操船論、船体管理論、雑賀論、物流管理論、内燃機関Ⅰ・Ⅱ、熱流体力学、電気電子工学、設計製図、

材料力学、流体機械Ⅰ・Ⅱ、蒸気工学Ⅰ・Ⅱ、推進システム工学、計測自動制御、機械力学Ⅰ・Ⅱ、造船工

学、電気機械、数値計算、機関管理 

弓削 基礎力学、材料力学、熱力学、情報処理１・２、電磁気学、電気工学１ 

 

表 2 基礎能力の分野「人文・社会科学」に対応した専門科目
学校名 人文・社会化学に対応した専門科目名 

大島 海事英語 

鳥羽 海事英語、貿易物流論、海運政策論、航海英語、運送保険論、機関英語 

富山 航海英語Ⅰ・Ⅱ、機関英語Ⅰ・Ⅱ、英語プレゼン 

広島 海事英語基礎、航海英語、機関英語 

弓削 専門英語Ⅰ・Ⅱ 

(2) リーダーシップ、コミュニケーション能力の育成手法

リーダーシップおよびコミュニケーション能力を、3 つの分析指標（基礎能力・横断能力・専門能

力）のいずれかに当てはめると横断能力に該当し、さらに詳細に分類するとコミュニケーション能

力は横断能力内の分野「汎用技能」に、リーダーシップは「人間力」に該当すると考えられる。

横断能力の解析結果から、「汎用技能」および「人間力」分野は一般科目および専門科目の両科目
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が使用されていることが分かっている。この両分野に対応している一般・専門科目のうち、横断能

力の強化を目的とした科目を表 3 と表 4 に示した。

表 3 および表 4 を見ると、4 つの方法による科目が浮かび上がった。1 つ目は基礎実習などの練習

船を活用した「練習船実習」、2 つ目は卒業研究や航海学ゼミ等の「演習授業」、3 つ目は海外研修や

インターンシップの「研修授業」、さらに 4 つ目はキャリアデザイン、表現技法などの「横断能力に

的を絞った講義授業」があることが分かった。これら 4 つの方法のうち、研修授業および横断能力

に的を絞った講義授業は発展途上にある科目であるため今後に期待できると考えられる。

表 3 横断能力の分野「汎用技能」の強化を目的とする科目
学校名 「汎用技能」の強化を目的とする科目名 

大島 卒業研究 

鳥羽 卒業研究、小型船舶実習、特別講義、海外研修、インターンシップ、航海実務、表現技法 

富山 卒業研究、インターンシップ、航海学ゼミⅠ・Ⅱ・Ⅲ、機関学ゼミ 

広島 卒業研究、基礎実習、機関演習 

弓削 卒業研究、商船学セミナー 

 

表 4 横断能力の分野「人間力」の強化を目的とする科目
学校名 「人間力」の強化を目的とする科目名 

大島 卒業研究 

鳥羽 卒業研究、キャリアデザイン１・２・３、小型船舶実習、特別講義、海外研修、インターンシップ、航海

実務 

富山 卒業研究、インターンシップ、航海学ゼミⅠ・Ⅱ・Ⅲ、機関学ゼミ 

広島 卒業研究、基礎実習、機関演習 

弓削 卒業研究 

(3) 海事技術者の職務に対する動機づけ（キャリア教育）の具現化

海事技術者の職務に対する動機づけ（キャリア教育）を、3 つの分析指標（基礎能力・横断能力・

専門能力）のいずれかに当てはめると横断能力内の分野「資質」に該当すると考えられる。

横断能力の解析結果から、「資質」分野は専門科目が使用されていることが分かっている。この分

野に対応している専門科目のうち、横断能力のみを目的とした科目を表 5 に示した。

表 5 を見ると、先に述べた 4 つの方法が浮かび上がった。これら 4 つの方法のうち、横断能力に

的を絞った講義授業、および研修授業がこれまでになく有効と考えられる。現役海技士による講演

を実施して学生の動機につなげるなどの工夫が求められる。

表 5 横断能力の分野「資質」の強化を目的とする科目
学校名 「資質」の強化を目的とする科目名 

大島 キャリアセミナー、練習船実習 

鳥羽 小型船舶実習、特別講義、海外研修、インターンシップ、練習船実習 

富山 インターンシップ、航海実務、機関実務、航海学ゼミⅠ・Ⅱ・Ⅲ、機関学ゼミ、練習船実習 

広島 基礎実習、機関演習、練習船実習 

弓削 練習船実習 

(4) 人材育成上における産学連携の強化とその具体化

先述した横断能力（人間力・資質）の養成のためのインターンシップなどの研修授業と横断能力

に的を絞った講義授業の実現化のためには、これまで以上の産学連携の強化に取り組む必要がある。

具体的には、企業へ学生を派遣（インターンシップ）、あるいは、現役海技士の学校側へ派遣協力を

より多く要請する必要がある。
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4. 海事教育セミナーの試み 

 
4-1平成 27 年度実施海事教育セミナー

4-1-1 海事教育セミナーの目的
本事業のサブプロジェクト：「3. 新たな海事技術者を確実に継続的に育成し得る高質な海事教育システ

ム」の事業項目として、4 連携機関の協力を得て、「海事教育セミナー」を企画・開催した。

新たな海事教育システムの 1 つである産学協働教育、特に、キャリア教育の試みとして、本プロジェ

クトの連携機関である一般社団法人日本船主協会様、一般社団法人全日本船舶職員協会様、全日本海員

組合様、国際船員労務協会様が商船学科・学生に直接語りかけるセミナーを初めて開講した。

4-1-2 海事教育セミナーの概要
本セミナーは、以下に示すように、(1) 4 連携機関の講演を 5 高専・商船学科学生に GI-NET（遠隔講

義システム）で配信した講演会 と (2)富山高専・商船学科の 2，3 年生に直接話しかける講演会 の 2 種類

のセミナーから構成され、5 高専・商船学科への配信の効果、ならびに学生の質疑などから、今後の産学

協働教育の方法・内容等について検討するための試みでもある。セミナー毎に学生にアンケートを行う

とともに、全セミナー終了後に検討会も行った。

｢海事教育セミナー｣ - 産学協働教育の試み-

(1) 5 校共通海事教育セミナー

10 月 21 日(水)に 5 校共通の海事教育セミナーが GI-NET(遠隔講義システム)を用いて以下の通り開講

された。

セミナー・テーマ： 「海事教育セミナー - 海事技術者の今、魅力と途 -」
海事技術者へのモチベーション向上を目指し、海事技術者の現状、その魅力、

海事技術者になるための途について、4 連携機関が講演した。

日時： 10 月 21 日(水) 16:00～17:15
講演メディア： GI-NET(遠隔講義ｼｽﾃﾑ)による 5 校講演(富山講演の 4 校配信)
聴講者： 5 連携校・商船学科学生（1～5 年） 約 464 名

講師： 日本船主協会 常務理事 田中俊弘 様

全日本船舶職員協会 会長 岩田 仁 様

全日本海員組合 執行部員 森田 幹 様

先任事務職員 土屋文平 様

国際船員労務協会 事務局次長 堀江貴義 様

講演次第： 4 連携機関各 15 分、講演終了後（Q/A、学生アンケート）

講演で配布された PPT 資料を 7-2 海事教育セミナー資料(S-1～13)に示す。

 

 

     
日本船主協会

田中俊弘 様 

全日本船舶職員協会

岩田 仁 様 

全日本海員組合

森田 幹 様 

全日本海員組合

土屋文平 様 

国際船員労務協会

堀江貴義 様 
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GI-NET 講演（鳥羽、広島、大島、弓削と富山の各会場） 富山会場

 

 

(2) 富山高専における海事教育セミナー

10 月 22 日(木)に富山高専商船学科 2,3 年生を対象とした海事教育セミナーが以下の通り開講された。

セミナー・テーマ： 「富山高専・海事教育セミナー - 海事技術者への学び -」
海事技術者になるために何をどのように学ぶべきか、学びの道筋等を、船主

協会様が具体的に紹介した。

日時： 10 月 22 日(木) 3･4 限 10:40～12:10
場所： 総合メディア教室

聴講者： 富山高専・商船学科学生（2，3 年） 80 名

講師： 日本船主協会 常務理事 田中俊弘 様

講演次第： 日本船主協会(60 分)、Q/A(20 分)、講演終了後（Q/A、学生アンケート）

講演で配布された PPT 資料を 7-2 海事教育セミナー資料(S-15～31)に示す。

 

 

    
日本船主協会

田中俊弘 様 
講演状況 質疑応答 （学生視点の熱心な質問） 
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4-1-3 海事教育セミナーの学生アンケート結果
2 種海事教育セミナーについて実施した学生アンケートとその解析結果を以下に示す。

(1) 5 校共通海事教育セミナー

○学生アンケート：

 10 月 21 日(水)に GI-NET(遠隔講義システム)を用いて開講された 5 校共通の海事教育セミナー

の学生アンケートを下左図に示す。

○学生アンケート解析結果：

 456 名の学生からアンケート回答を得、解析結果として整理・まとめたグラフを下右図に示す。

○まとめ：

 講演の理解と興味について、5 段階評価平均が 3.7 程度であり、学生が高い理解と興味を示した

ことが明らかとなった。特に、4 学年は 5 段階評価平均が 4 を超えており、真剣に聴講していた

姿勢が窺え、4 学年には機を得たセミナーとなったと考える。

 GI-NET(遠隔講義システム)を用いた海事セミナーについては視聴において難があることが指摘

され、今後の活用においては丁寧な調整等が必要であることが明らかとなった。
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(2) 富山高専における海事教育セミナー

○学生アンケート：

 10 月 22 日(木)に富山高専商船学科 2,3 年生を対象として開講された海事教育セミナーの学生ア

ンケートを下左図に示す。

○学生アンケート解析結果：

 74 名の学生からアンケート回答を得、解析結果として整理・まとめたグラフを下右図に示す。

○まとめ：

 全ての項目において 5 段階評価平均が 4.4 程度を示し、分り易く、興味深い講演となっていた。

特に、海事技術者を目指す上での参考となったか、海事技術者への興味や意欲を向上したかの

設問については 5 段階評価平均が 4.5 を超えており、現職の海事関係者による講演の教育効果

の高さを示したと捉えられた。

 学年比較において、3 年生は 2 年生よりも殆ど全ての項目の 5 段階評価平均が高く、1 月の航海

訓練所実習を経たことが講演の理解、海事技術者への興味・意欲等に繋がっているように思わ

れる。
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4-2平成 28 年度実施キャリア教育講演会（富山）

4-2-1 富山高専で実施したキャリア教育講演会
平成 27 年度に実施した海事教育セミナーについては、先に報告したとおり学生に対しても連携機関の

講演者にも好評であったため、平成 28 年度についても実施を計画していたが、予算、日程の都合もあり

実施することが出来なかった。しかしながら本事業終了後においても継続すべき効果的な事業であるこ

とは明らかであり、今後に向けて新しい取組みも盛り込む必要があることから、新たな海事教育システ

ムの 1 つである産学協働教育、特に、キャリア教育の試みとして、本プロジェクトの連携機関である一

般社団法人全日本船舶職員協会様のご協力の下、富山高等専門学校において講演会を実施した。

4-2-2 富山高専商船学科キャリア教育講演会の概要 
11 月 10 日、海事教育セミナーの一環として、富山高専の商船学科生を対象とした講演会が以下のとお

り開講された。

題目： 「海運業界のお仕事について <船のプロフェッショナルとして働く>」
日時： 平成 28 年 11 月 10 日（木）14：40 から 16：00 まで

会場： 富山高等専門学校射水キャンパス図書館情報センター１階 総合メディア教室

聴講者： 富山高等専門学校商船学科生 80 名および保護者 3 名

講師： 全日本船舶職員協会 及川 武司 様

キャプラン株式会社 佐々木 雅美 様

この講演会には、富山高専商船学科の 1 年生および 3
年生の全員と 5 年生の希望者が参加した。また保護者

にも参加を募り、3 名の方々のご参加を頂いた。なお、

2 年生は授業の都合のため、また 4 年生は長期乗船実習

中のため、今回の講演会には参加できなかった。

講演会では先ず、全日本船舶職員協会の及川様より、

この講演会の目的と船員を目指す商船学科生に寄せら

れる期待についてご説明頂いた。続いて、キャプラン

株式会社の佐々木様より、船員という職業の特徴や魅

力についてご講演頂いた。

講演の内容は、船員という職業が専門教育を受け専

門技術を付けた人だけが就ける職業であること、ゆえ

に船員は高収入で、長く活躍でき、また活躍の場を広

げやすい職業であることを、学生と保護者に対して分

かりやすく説明するものであった。また、船員として

就職した後のライフイベント（結婚や出産など）に際

してどのようにワークスタイルを変えていくことがで

きるか、船員の専門知識や専門技術がどれほど多様な

職種で必要とされているかについて、多くの具体的な

事例とともに詳しく紹介するものであった。講演に際

して配布された PPT 資料は 7-2 海事教育セミナー資料

(S-32～37)のとおりである。

講演の後には質疑応答のための時間が設けられた。

慣海性や適応性に関する質問や女性船員の働き方につ

いての質問など、学生や保護者からの活発な質問に対

し、及川様と佐々木様より丁寧なご回答を頂いた。ま

た、この講演会に関する任意のアンケート調査が聴講

した学生や保護者を対象として実施された。

 
及川様（左）と佐々木様（右） 

 
ご講演中の佐々木様 
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熱心に聴講する参加者 

 
質問する女子学生 

 
質問する男子学生 

 
質問に答える及川様 

4-2-3 富山高専商船学科キャリア教育講演会の結果
富山高専におけるキャリア教育講演会の際に、聴講した学生を対象として実施したアンケート調査の

内容と結果は以下のとおりである。

学生用のアンケートの内容 

 設問 回答方法 

Q1 あなたの所属学年を選択してください １～５年から選択 

Q2 あなたの所属コースを選択してください 航海・機関から選択 

Q3 講演の内容を理解できましたか？ よく理解できた 

だいたい理解できた 

どちらともいえない 

やや理解できなかった 

あまり理解できなかった 

 の 5つから選択 

Q4 興味を持って聞くことができましたか？ とても興味を持てた 

かなり興味を持てた 

どちらともいえない 

やや興味を持てなかった 

あまり興味を持てなかった 

 の 5つから選択 

Q5 講演の内容のうち、特に興味を持った項目を記入してください 自由に記入 

Q6 講演を聞いて、海事技術者になりたいという意欲は高まりましたか？ 

 

とても高まった 

かなり高まった 

どちらともいえない 

あまり高まらなかった 

まったく高まらなかった 

 の 5つから選択 

Q7 講演の内容のうち、特に海事技術者への意欲を高めた項目を記入してください 自由に記入 

Q8 今後の講演会で取り上げてほしい項目があれば、記入してください 自由に記入 
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学生用アンケートの結果

アンケートの結果から、参加者の大部分が講演の内容を理解したことを確認できる。また参加者の多

くが、講演の内容に興味を持ち、また講演によって海上技術者への就業意欲を高めたことを確認できる。
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今回の講演会は、船員という特殊な職種に対する学生たちの不安の解消の一助となったのではないかと

思われる。

参加者のうち 3 年生においては 1 年生に比べ、講演の内容に対する興味がやや低く、また就業意欲の

向上もやや少なかったようである。3 年生の中には既に自分の針路を絞り込み始めている学生もおり、そ

のような学生に対しては今回の講演会の内容は少し物足りなく感じさせるものであったのではないかと

推察される。なお、3 年生のごく一部にまったく興味を持てなかったと回答した学生も少数ながら存在す

るが、その学生は講演の内容もまったく理解できなかったと回答している。航海コースと機関コースの

間では回答の傾向に大きな差異は見られなかった。

自由記入式の設問への回答を見ると、講演の内容のうち、特に船員の収入に関する話題が参加者の興

味を強く惹きつけたようであった。また、陸上の職種の中にも船員の専門性を活かせる場が幅広く存在

することについて参加者は大きな関心を持ったようであった。今後のキャリア教育に期待する内容につ

いてのアンケート結果からは、内航船員のワークスタイルやキャリアデザインに関する情報のニーズの

大きいことが明らかとなった。

なお、講演会に参加した保護者を対象としたアンケートも、学生とは異なる設問（下掲）によって実

施された。回答数が少数であったためここでは結果の掲載を控えるが、極めて肯定的な反応を確認でき

ている。今回の講演会は、各学生のライフプランについて各家庭において話し合う機会になったのでは

ないかと思われる。

保護者用のアンケートの内容（抜粋） 

 設問 回答方法 

Q3 保護者として講演を聞いて良かったと感じましたか？ とても感じた 

かなり感じた 

どちらともいえない 

あまり感じなかった 

まったく感じなかった 

 の 5つから選択 

Q4 お子様に講演を聞かせて良かったと感じましたか？ とても感じた 

かなり感じた 

どちらともいえない 

あまり感じなかった 

まったく感じなかった 

 の 5つから選択 

Q5 特に聞くことができて良かったと感じられた項目を記入してください 自由に記入 

Q6 講演を聞いて、お子様を海事技術者にしたいという希望は強まりましたか？ とても強まった 

かなり強まった 

どちらともいえない 

あまり強まらなかった 

まったく強まらなかった 

 の 5つから選択 

Q7 講演の内容のうち、特に海事技術者への魅力を感じた項目を記入してください 自由に記入 

Q8 今後の講演会で取り上げてほしい項目があれば、記入してください 自由に記入 
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 5. 新たな海事教育システムの方向性

5-1 背景

本サブプロジェクトである「海事技術者像サブプロジェクト」では、4年間に海事技術者像に関連する

調査・解析事業を次の A-H の 8事業にわたって実施した。これらの事業の概要を図１に示す。 

 

A)先進諸国及びアジア諸国船員の育成・就業実態調査 

B)日本人海事技術者のライフサイクル調査 

C)高専・商船学科卒業生の現職概要とキャリアパスに関する講演会開催 

D)イギリス・トルコ・オランダ海事教育機関訪問調査 

E)船舶運航実務乗船研修 

F)船舶管理と港湾・物流業務に関する研修 

G)海事教育セミナーの開催 

H)海事技術者像プロジェクト・メンバーによる討議・検討 

 

 これらの事業の結果に基づき、“10/20 年後に活躍できる海事技術者像と具備すべき知識・技能”の提

示を目指し、「上記 8 事業から得られた知見を整理・統合して、10/20 年後に活躍する高専・商船学科卒

業者のキャリアモデルを想定し、キャリアに必要な能力と卒業時に要求される能力を具現化して提示す

ること」を試みた。その方法は、STEP1「8 事業の知見の整理とキャリアとしての統合」、STEP2「10/20

年後に活躍する高専・商船学科卒業者のキャリアモデル」、STEP3「キャリアパスに必要な能力及び高専・

商船学科卒業時に要求される能力」の 3ステップの手順を踏んだ。その結果、STEP1では 8 事業で得られ

た様々な知見を、1：海事技術者が活躍するフィールドの特性について、2：海事技術者が活躍するため

の必要な能力（知識・技能）について、3：高専・商船学科の海事技術者育成能力と方向性について、の

3つの知見に整理することができた。STEP2では 3つの知見をもとに海上職・陸上職・進学者の 3つのキ

ャリアモデルを想定することができた。STEP3では、これら 3つのキャリアモデルごとの概要と身につけ

るべき能力および高専商船学科卒業時に必要な能力について具体化することができた。これらの事業結

果の詳細は、海事人材プロジェクト「10/20年後に活躍できる海事技術者像と具備すべき知識・技能に関

する調査報告（平成 28年 7月）」にて報告した。 

 しかしながら、現在の高専・商船学科におけるカリキュラムでは、これらのキャリアモデルに含まれ

るコミュニケーション能力およびリーダーシップなどの能力を身につけるべく整備されていないことも

明らかとなった。加えて、これらの能力の詳細についても海事産業で詳しく定義したものがない状況で

ある。したがって、10/20年後に活躍できる海事技術者像を育成するためには、これらの能力の詳細を定

めること、および新しい高専・商船学科の海事教育システムを構築する必要性があることが急ぐべき課

題として浮かび上がった。そこで本稿では、本サブプロジェクトの集大成として新しく必要な能力の定

義および新しい海事教育システムについて提案する。 

 



－20－

- 20 -
 

図 1 本サブプロジェクト成果整理と新たな海事教育導入背景

5-2 本サブプロジェクトで分かったこと 
 ここでは本サブプロジェクトの 8事業においてまとめられた「8事業の知見の整理とキャリアとしての

統合」、「10/20年後に活躍する高専・商船学科卒業者のキャリアモデル」、「キャリアパスに必要な能力及

び高専・商船学科卒業時に要求される能力」についての詳細を述べることで新たな海事教育システムへ

の展開の理解の手助けとする。 

 

(1) 8事業の知見の整理とキャリアとしての統合 

  8 事業から得られた知見を①海事技術者が活躍するフィールドの特性、②海事技術者が活躍するため

に必要な能力（知識・技能）、③高専・商船学科の海事技術者育成能力と方向性、の 3項目に整理し、且

つ、特性を把握することができた。次にこれらの詳細を述べる。 

 

①海事技術者が活躍するフィールドの特性 

①-1海事産業分野全般で活躍 

・高専・商船学科卒業生が活躍するフィールドは広義の海事産業であり、船舶運航を直接的に担う船舶

職員のみならず、港湾・物流をはじめとする海事関連分野全般となっている。 

・今後、成長が世界的に見込まれる海洋事業などの新しい分野への進出も始まっている。 
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・海事産業に含まれる船級、造船、機関、検査、保険の業務分野においても専門性の高さ（人材流動性

の低い）と少子化に起因した人手不足が顕著となりはじめたことから、新卒者求人も増えているが、学

歴（学士号）等が条件となることもある。 

①-2海事産業の重要性 

・海事産業は成長しており、外航海運及び内航海運の担う世界海上輸送量は増大しており、将来に渡っ

て無くなることなく、世界にとっても、日本にとっても不可欠な重要な産業である。 

・政府の海洋基本計画では海事技術者、海洋技術者の確保・育成が提言されている。 

・海事産業で働く意義を高いと思い、後輩に勧める海事技術者が多い。 

①-3海事産業の安定性 

・海事産業は世界の荷動き、運賃市況、船腹の需要、為替変動等に強く依存し、好不況の波は受けるが、

製造業等の他産業のようにグローバル化や空洞化による産業そのものが消滅することはなく、安定した

産業と言える。 

①-4海事産業はグローバル産業 

・世界海上輸送を担う海事産業、特に、外航海運業は全産業におけるグローバル化のフロントランナー

であり、数十年前から活動する場も人もグローバルとなっている。 

・世界海上輸送における競争力強化のための吸収合併やアライアンス等の業界再編等は進展し、外航海

運の日本商船隊のほとんどは便宜置籍船であり、運航船員の多くは外国人（途上国：フィリピン、イン

ド）となっている。近年の為替の円安、途上国賃金上昇等から日本人船員への回帰も始まっているが、

日本人船員数の大幅な回復の兆しは無い。 

・海事産業で働くには外航船運航のみならず、外国駐在・勤務も含むグローバル化に対応したコミュニ

ケーション能力（英語力）、離家庭性対応を含む人間力（主体性、自己管理能力、責任感、チームワーク

力、リーダーシップ）が不可欠とされる。 

・近年の海事産業においても、他産業と同様に M＆A等による企業のグローバル化が進み、日本で就職し

ても本社籍が外国にある海事系企業（外資系企業）が増えている。 

①-5海事産業における技術の高度化：技術革新 

・海事産業、特に、海上輸送にも技術革新の波は及んでいる。コンテナ、LNG等の輸送技術や AIS、ECDIS

等の運航技術の高度化・高効率化、証明を伴う SQM システム、STCW 改定等の高度な安全・環境管理技術

の適用が進展している。 

・新しい資源対応の事業分野である海洋事業等への積極的な進出も進み、海事技術のみならず、高度な

海洋調査技術、プラント管理技術等の導入が始まっている。 

・船舶・港湾・物流設備を含む海上輸送チェーン全体が技術革新するのに数十年掛かってきたが、ICT等

による近年の技術革新は多岐に渡り、その速度は極めて速くなるとともに、従来技術のコモディティ化

が進んでいる。 

・技術革新に対応できる高度な専門能力は海技士資格などの新卒時の能力だけでは補えず、研修・学習

等による自発的、継続的な能力開発が不可欠となっている。 

①-6海事産業の就労形態と勤務条件 

・日本の海事産業における就労形態は所属会社での終身雇用を前提とした会社員であり、西欧諸国等で

は転職を前提にした職種契約による就労形態となっている。 
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・海事関連産業は他産業を支える基盤産業であり、多大な設備投資が必要なことや過去の産業振興対象

であったことから歴史を持つ老舗企業が多く、働く人々の労働条件等は良く整備されており、労働対価

も十分であり、他産業に比し生涯収入は高いと言われている。 

・海事産業の労働条件と労働対価を充分と思い、満足し、後輩に勧める海事技術者が多い。 

・近年、内航分野に就職した新卒船員の 1 年以内の退社が増えるなど、勤務条件等の未整備な海事系企

業も表出し始めている問題もある。 

 

②海事技術者が活躍するために必要な能力（知識・技能） 

前述の特性を持つ海事産業フィールドで活躍する海事技術者に必要な能力（知識・技能）を、次のよ

うに整理することができた。 

②-1グローバルに働ける高い能力 

海事産業はグローバル産業であり、活動する場も人もグローバルとなっており、海事産業で働くには

高いコミュニケーション能力と人間力（自己管理能力、責任感、チームワーク力、リーダーシップ）が

不可欠となっている。 

◆高いコミュニケーション能力 

・コミュニケーションに使われる言語はグローバルスタンダードとなっている英語であり、求められる

英語力は職務、職位/職階等のキャリアを重ねる毎に高くなっている。 

・グローバル化のフロントランナーである海事産業では教養・知識としての英語力ではなく、コミュニ

ケーションに使える高い英語力が不可欠であり、そのレベルは高い。 

・英語力として TOEIC スコアを例に挙げれば、船内で外国人船員とともに運航・管理する船舶職員には

最低 600以上が、外国勤務・駐在にはさらに高い 800程度が必要とされる。 

・3 級水先人や海事系大学院では受験するに際しても 550点程度もしくはそれ以上が求められている。 

・海運会社以外の海事産業においても海外企業との対応、外国出張・駐在は状態化しており、求められ

る英語力は同様である。 

・本社籍が外国にある海事系企業（外資系企業）等での勤務には当初から 800 以上が必要であり、キャ

リアアップにはさらなる向上が不可欠となっている。 

・多くの海事技術者は、こうしたコミュニケーション能力が不可欠であり、早急に強化すべき能力であ

ることを指摘している。 

◆高い人間力（自己管理力、責任感、チームワーク力、リーダーシップ） 

・自己管理能力、チームワーク力、リーダーシップ等の人間力はどの産業、どの企業に勤務するにも一

般的に必要であるとされている。特に海事産業においては、海外企業との対応、外国人との協働や管理、

外国出張・駐在等、日本国内の常識・商習慣が通用しない場での活動が常態化し、船舶運航では自己完

結性も求められている。このため、高い人間力が身についていることが強く望まれ、不可欠であると推

察される。 

・海事技術者の多くがこの人間力こそが不可欠であると語り、近年の新卒者の人間力が不足しているこ

とを指摘している。 

②-2技術革新に対応できる柔軟で高度な専門力 

・海事産業における技術革新や新しい技術への対応が海事技術者に求められ、実践されている。コンテ
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ナ船、LNG船等に代表される専用船化や輸送技術、AIS、ECDIS等の運航技術の高度化・高効率化が進み、

SQM システム、STCW改定等の高度な安全・環境管理技術の適用も進展し、ICT等による技術革新は極めて

速くなっている。 

・新しい資源対応の事業分野である海洋事業等への積極的な進出も進み、海事技術のみならず、高度な

海洋調査技術、プラント管理技術等の適用も始まっている。 

◆柔軟で高度な専門力 

・海事技術者が技術革新や新しい技術に対応してきた専門力は海事教育機関で学んだ専門の知識・技能

を基盤とし、研修を含む職歴の中で高い技能を培い、主体的に、継続的に知力を向上させてきたと報告

されている。 

・継続的な知識・技能の向上には専門分野の原理・メカニズムを理解した充分な基礎学力の重要性と必

要性も報告され、近年の新卒者の基礎学力不足が指摘されている。 

・新しい事業分野への進出を含め、次々と新しい技術が生まれ、適用されている海事産業において、多

岐に渡る技術革新に対応するには、海技士資格などの新卒時の能力だけでは補えず、確実な基礎学力に

裏打ちされた柔軟で高度な知力（専門力）と弛まぬ向上（心）が不可欠となっている。 

◆専門力の証明 

・イギリスを始めとする欧米等における船員の専門力（知識・技能）の育成と証明は新卒・既卒を問わ

ず、海事教育機関が担い、様々な職位・職務対応の研修と査定が実施されている。 

・海務部所属新卒者として一括採用される日本人船員は卒業/採用時の専門力のポテンシャルが査定され

ており、卒業/採用での 2 級、1 級の海技士資格筆記試験合格などが要求されることも多く、船員として

不可避な最低の専門力証明であるとも言われている。 

・日本の海事産業において、技術革新に対応する不可欠な基礎学力や柔軟で高度な知識（専門力）のポ

テンシャルを査定・証明する手段はないのが一般的であり、実情である。 

・海事産業である船級、造船、機関、検査、保険の業務分野における高専・商船学科新卒求人が増えて

おり、望む者も増加しているが、学士号等の学歴が専門力ポテンシャルの証明、即ち、採用条件となっ

ていることも多い。 

・イギリス以外の欧米、アジア諸国では海事教育機関での学士号取得が一般化し始めており、外航船員

としての専門力証明に海技士資格以外に、学士号が加わり始めているのも実情である。 

 

③高専・商船学科の海事技術者育成能力と方向性 

海事産業で活躍するキャリアの実情とキャリアを重ねるために必要な能力等はほぼ明らかとなったが、

海事産業に人材を供給する海事教育機関においてキャリアに必要な最終能力を教授することは不可能で

ある。キャリアの起点となる高専・商船学科の現状、そして何に着目し、どの程度まで教育すべきなの

か等、人材育成の能力と方向性について、8事業の知見に基づき整理することができた。以下に、これら

の知見を記述する。 

③-1船舶職員養成施設である高等専門学校 

・高専・商船学科は 3 級海技士を対象とした船舶職員養成施設（国土交通省認可）であり、15 歳の入学

者を受け取り、1 年間の海上履歴を付与し、20 歳の外航船舶職員を輩出することを主たる目的とした高

等教育機関（文部科学省）であるが、近年、学士号（商船学士）を付与する 2 年制専攻科も設置され、
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学士号を取得した 22 歳の航海士・機関士も輩出している。 

・ここ 10年において、内外航で定員（40 名）の 5割（20名）程度の就職となっている。 

・日本海運の歴史と現状から、高専・商船学科から船舶職員としての人材輩出数の急増は期待できず、

定員に対する輩出割合は現状と同じ 5 割程度が妥当であると推察され、卒業者の全員が船舶職員になる

ことや零となるようなドラスティックな変動はないと予測される。 

・海技士資格に加え、専攻科や大学編入学等を経て学士号を取得し、グローバルに働く能力と専門力を

高く向上させ、本社籍が外国にある海運会社（外資系企業）で船舶職員として働くことは日本海運と高

専・商船学科における人材需給の壁に突破口を開けることになり、ハードルの高いチャレンジではある

が、ひとつのフロンティアになると思える。 

③-2海事産業全般に人材輩出 

・高専・商船学科卒業者が活躍するフィールドは広義の海事産業であり、船舶運航を直接的に担う船舶

職員のみならず、船舶・港湾・物流の海上輸送チェーンを担う産業全般となっている。 

・石油ショック以降の船舶職員の求人が極端に少ない時期には、定員の 6 割以上を船会社以外の海運産

業に輩出し、苦境に耐えてきた。 

・ここ 10 年においては船会社以外の海運産業と一般陸上への就職数は定員の 2～3 割程度、専攻科・海

事系大学編入学の進入学者も同じ割合（2～3割）で推移している。 

・ここ数年においては船級、造船、機関、検査、保険等の海事業務分野、即ち、過去に就職例が無い海

事業務分野からの新卒求人があり、学士号を取得した専攻科修了者等が就職し始めている。 

・日本の海事産業と高専・商船学科の現状から、船舶職員以外の進路は 5割程度であり、その半分（2～

3 割程度）が一般陸上と海事産業への就職であり、残りの半分（2～3 割程度）が進学となることが近年

の実績からも妥当であると推察される。 

・進学者の専攻科・大学編入後の進路もその多くが船舶職員も含めた海事産業であることから、高専・

商船学科は卒業者のほとんどを海事産業全般に人材供給し、日本の海上輸送チェーンの維持と向上に寄

与していると言える。 

③-3強化すべき能力の項目とレベル 

高専・商船学科の卒業者のキャリア別輩出割合等は前述の通り船舶職員、海事産業の陸上分野と進学

者に、それぞれ 5割、2～3割と 2～3割程度と量的には推察されたが、これからの卒業者には質的な向上

が不可避であることが指摘され、特に、グローバルに働ける高い能力と技術革新に対応できる柔軟で高

度な専門力は不可欠であり、高専・商船学科における育成能力の強化が求められている。 

強化する能力項目を、グローバルに働ける能力としてのコミュニケーション能力と人間力、技術革新

に対応できる専門力としての基礎学力と専門力、さらに、これらを学ぶ意欲を支えるキャリアデザイン

力に着目して整理した。能力レベルを定量的に示すことは能力試験がある項目以外は困難であるのが実

情である。そこで国立高等専門学校・モデルコアカリキュラムの到達レベル(表 1)に従って表記すること

を試みた。定性的ではあるが、到達レベルの相対的な差異は把握できるものと考える。モデルコアカリ

キュラムでは、「3 適用レベル」が高専本科での到達レベルであり、「4 分析レベル」は専攻科での到達

レベルであると定義されている。また、「4 分析レベル」以上に進むためには、「3 適用レベル」の到達

度を個々に証明できなければならないとし、「5 評価レベル」、「6 創造レベル」は、管理者や技術士等の

上級資格を目指す到達レベルであるとされている。 
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表 1 モデルコアカリキュラム育成能力の到達レベル（参照：高等専門学校機構ホームページ） 

低 1 知識･記憶レベル 思い出すことができる 

 2 理解レベル 重要な概念や方法の意味を理解し、必要に応じて活用できる 

3 適用レベル 応用的な事例や問題の解決に知識・理論・情報を利用できる 

4 分析レベル 複雑な課題に対して、要素がどう関連しあっているか識別、焦点化、組織化できる。原因を考えられる 

5 評価レベル 基準や規範に基づいて判断できる 

高 6 創造レベル 全体を組織化するために要素を新たに組み立てる。要素を新たに再組織化できる 

 

◆コミュニケーション能力 

・グローバルな海事産業で働くにはコミュニケーション能力、特に、英語力は不可欠であり、現状より

向上させることが求められている。 

・高専・商船学科としての英語力の到達レベルは海事産業の実情などから TOEICスコアで 400～500と推

察される。進学者については進学先要求などから 500以上が必要とされている。 

◆人間力 

・「主体性、自己管理能力、責任感、チームワーク力、リーダーシップ等で表現される人間力」の重要性

が認識され、グローバルな海事産業で働くには高い人間力の必要性が強く指摘されている。 

・人間力は知識として教授できるものではなく、様々な活動を通して育成されるものであるとも言われ

ている。 

・人間力育成に対応する科目があるわけではなく、授業、実験、課外活動、集団生活（寮、実習）等の

様々な学生活動を通して身に付く横断的な能力である。 

・高専・商船学科では”一個人から集団の長に”、”教室から海外に”などの任務や場の拡大を伴う学

生活動の機会を提供することで人間力を育成すべきであると推察される。査定困難な能力であり、到達

すべきレベルは明示できないが、人間力の必要性は「2 理解レベル」に達することが不可欠と考える。 

◆基礎学力 

・数学、自然科学、人文・社会科学の一般基礎及び工学基礎は、専門学を学び、理解し、活用するため

に必要な基礎学力であり、キャリアを重ねる上でさらなる専門力を得る際の基盤ともなり、充分に身に

付けておくことが求められている。 

・高専・商船学科の基礎学力は「3 適用レベル」に到達しなければならず、進学者には進学後に不可欠

な「4 分析レベル」までが必要と推察される。 

◆専門力 

・海事産業で活躍するには技術革新に対応できる柔軟で高度な専門力が必要であり、こうしたキャリア

の基盤となる力は高専・商船学科で身に付け、職歴を重ねる中で高度化してきたことが報告されている。 

・「コンテナ船、LNG船等の専用船化や輸送技術、AIS、ECDIS等の運航技術、SQMシステム、STCW改定等」

の安全・環境管理技術など様々な専門に関わる技術革新や高度な技術が発展している。このための教育

機関として育成すべき専門力は、原理・メカニズムを理解・整理できる能力であり、予測できない技術

革新にも対応できる柔軟な力を確実に定着させることである。 

・高専・商船学科の専門力の分野構成は現状で充分と考えるが、到達レベルは「4 分析レベル」に向上

させることが必要であると推察する。船舶職員を目指す者の到達レベルには専門力の証明としての 2 級
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以上の海技士試験筆記合格が課せられると推察される。 

◆キャリアデザイン力 

・上記能力を育成するに当たり最も重要となるのが将来への希望に基づく意欲である。キャリア教育の

中で、働くとは何か、海事産業とは何か、そして海事産業で活躍することの意義とすばらしさ等を理解

させることが必要である。その上で、海事産業で活躍するキャリアを目指すために、必要な能力を身に

付ける学習意欲を培うとともに、自らのキャリアをデザインする能力を身に付ける必要がある。 

・人間力の 1 つともされているキャリアデザイン力は、卒業後にキャリアパスを歩む際の基盤となり、

自発的な学習・研修等の自己研鑽につながると推測され、キャリアを重ねるに不可欠な能力と考える。 

・高専・商船学科としてのキャリアデザイン力の到達レベルは「3 適用レベル」が必要と推察される。 

③-4入学者の質 

高専・商船学科において、前項で示した能力レベルに到達させることが、育成手法の改善と実践だけ

で可能となるか検討した。 

高専・商船学科入学者の偏差値は 48～53と報告されており、この学力レベルの入学者に対して専門分

野での到達レベルを分析レベルに、TOEIC スコアで 400～500 に育成することは厳しいと捉えざるを得な

い。海事産業で活躍するために必要な能力の育成を達成するには入学者の学力レベルを偏差値 55以上に

上げることが必要であると考える。 

高専・商船学科の入学者学力レベルを偏差値 55以上にするには偏差値の高い工業高専と同様に、進学

者育成も明確にするとともに、進学者数を増やすことが効果的であると考える。 

専攻科、海事系大学、技術科学大学のみならず一般大学へも進学し、進学後に海事産業で活躍するモ

デルを定着させることは、入学者の質を向上させ、海事産業で活躍するために必要な能力と技術革新に

対応できる専門力を身につけた人材の育成へとつながると考える。 

 

(2) 10/20年後に活躍する高専・商船学科卒業者のキャリアモデル 

 ここでは、前項の 8事業の知見の整理とキャリアとしての統合を受け、10/20年後に活躍する高専・商

船学科卒業者のキャリアモデルは次の 3種キャリア（職種）に大別・統合できると考えた。 

 

①海上職としてのキャリア 

海上職（航海）、海上職（機関）と海洋事業職がたどるキャリアパス全体を「海上職としてのキャリア」

とした。具体的には、船会社の海務部に船舶職員として勤め、陸上勤務も含めたキャリアを歩むことを

選択した高専・商船学科卒業者であり、卒業者に対する割合は 5 割程度が想定され、船舶職員養成施設

である高専・商船学科の輩出人材の主たるキャリアである。 

②陸上職としてのキャリア 

陸上職（航海）と陸上職（機関）がたどるキャリアパス全体を「陸上職としてのキャリア」とした。

具体的には、航海コース出身者は海運・物流系陸上企業に、機関コース出身者は海運・工業系陸上企業

に勤めることを想定している。すなわち、船舶職員以外のキャリアを重ねることを選択した高専・商船

学科卒業者であり、卒業者に対する割合は 2～3割程度が想定され、高専・商船学科で学んだ海と船の知

識・技能を船会社以外の広義の海事産業等で活かすキャリアである。 
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③進学者としてのキャリア 

専攻科進学者、大学編入学者がたどるキャリアパス全体を「進学者としてのキャリア」とした。進学

者としてのキャリアの卒業者に対する割合は 2～3割程度が想定され、専攻科修了後、大学卒業後に勤め、

活躍する場はやはり海事産業がほとんどになっている。 

主なキャリアは海上職と陸上職とになり、高専卒業後に海上職と陸上職に就いた者とほぼ同じルート

を歩むことになるが、海上職にあっては工務、営業、船舶管理、海外駐在等の海上勤務外の職務機会が

多くなり、陸上職にあっては開発、企画、管理等の職務機会が増えるなどの傾向がある。 

海上職と陸上職以外には船級、造船、機関、検査、保険などの新分野での勤務や、国・地方公共団体

の公務員（港湾局等）、高専・大学等の教員等などのキャリアを歩む者があり、高専・商船学科卒業者の

職域拡大を担っている。 

 

(3) キャリアパスに必要な能力及び高専・商船学科卒業時に要求される能力 

 前項で示した 3 種の代表的なキャリアモデルにおいて、それぞれのキャリアを重ねるために必要な能

力とその起点となる卒業時に要求される能力を検討した。 

 

①海上職キャリアモデル 

◆キャリアを重ねるために必要な能力 

海上職は、離家庭性型の勤務 

船員は、主に海上での船上勤務となるため、居住する家庭を長期間離れての勤務となる。 

船上勤務中は、団体生活及び共同作業 

船舶は、運航要員による共同作業で運航されている事から、船社から求められる資質としては、協調

性やコミュニケーション能力が挙げられる。この能力向上のためには、主に部活動や寮生活を経験する

ことが有用である。 

一・二級海技士合格と TOEIC スコアが条件 

入社前より一・二級海技士筆記試験やある程度の英語力の判断材料となる職位に適した TOEIC スコア

が求められる。また航海士は第三級海上無線通信士の免許が必須となる。 

◆卒業時に身に付けるべき能力 

英語力 

海上職は、常に外国人と仕事をするため、英語力（英会話、読み書き）は不可欠である。TOEICスコア

については、各船社で若干差はあるものの概ね卒業時に約 500点以上を求められることになる。さらに、

留学経験も近年求められるようになってきた。 

基礎学力・専門基礎知識 

一・二級海技士試験は、専門知識の応用問題で構成されており、一般基礎学力（国語・数学・物理・

英語）、専門基礎知識（航海・機関分野の専門知識）が必要とされる。これらの試験に充分に対応できる

能力が採用試験時（卒業時）に身に付けるべき能力となる。 

コミュニケーション能力 

船内の限られた空間の中で、仲間と円滑に仕事をしていくためにはコミュニケーションを上手く図ら

なくてはならない。学生時代においては積極的にみんなと対面し、会話する癖を身に付ける。また自ら
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多くの人が集まるようなコミュニティに飛び込み、その環境に慣れ親しむ力を身に付ける。最初はクラ

ス単位でのコミュニケーションから始め、学年単位、学校単位、国際単位と輪を広げていく。 

リーダーシップ 

海上職では入社時から外国人の上に立ち指導しなければならない。リーダーシップはコミュニケーシ

ョンと対をなすものであるが、リーダーシップとはコミュニティ内での周りの者の発言しやすい雰囲気

を形成し、自ら先頭に立ち、皆をぐいぐい引っ張っていく立場で責任を伴うものである。クラスにおい

ては委員長、学校単位では学生会役員、また学外における様々な世代・人種がいる場においてもリーダ

ーとなる機会に恵まれた場合は引き受けるべきである。 

人間力 

「人格」だけでなく協調性・実行性といった行動力も含んだ能力が、海上職では重要視される。船内

において協調性がなければ作業は効率よく進まず、また柔軟性がなければ仕事に行き詰まる。そして心

身ともにタフでなければ海上職ではやっていけない。そのため学生時代にはなるべく団体行動の中で相

手の気持ちを察し、利己的な気持ちを制御することを心掛けなくてはならない。また、そのためには当

然ながら心身を鍛えておかなければならない。 

資格 

 高専において資格を取得することは、いかに在学中に努力したかが判断できる材料となっている。し

たがって、様々な資格を取得することはそれだけ就職に有利である。海上職においては在学中に二級海

技士取得（筆記）は必須であり、一級海技士取得（筆記）があればより有利である。また、航海士にお

いては第三級海上無線通信士の資格が必須である。 

②陸上職キャリアモデル 

◆キャリアを重ねるために必要な能力 

不可欠な資質（自己啓発力、基礎学力） 

就職する業界によって必要な資格は様々である。したがって、自己啓発力を持ち、専門的に必要な資

格はその都度取得していけばよく、要請があればすぐに取得できるよう一般基礎学力、専門基礎知識は

「3 適用レベル」かそれ以上の素養を有している必要がある。お客が世界中にいることは生産現場が世

界中にあることから語学力が必須である。 

不可欠な資質（課題発見力、問題解決力、忍耐力） 

日頃から、そのときの社会情勢や経済・貿易について興味を持ち、知識、論理的思考力およびコミュ

ニケーション能力を高めておく必要がある。 

職務の中で、積極的に様々なプロジェクトに参加し遂行していく忍耐力、人間力は必要である。 

様々なシステムを構築していくことが要求されるため、所属する企業の業界に特化した内容を知れば

良いというものではなく、できるだけ広い知識をベースとして、業務に合わせた専門を深化させる必要

があるといえる。 

職業に伴う労働条件 

企業規模にもよるが、転勤、海外駐在の可能性は高い。その際には、自らのキャリアアップのチャン

スと捉え前向きに行動する資質も必要である。海上職ほど離家庭性は高くないといえる。 
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◆卒業時に身に付けるべき能力 

英語力 

TOEICスコアを例に取ると、概ね卒業時に約 500点以上を取得しておくことが望ましい。それに相当す

る実力を身に付けておくべきである。留学の機会があれば積極的に参加すると良い。 

基礎学力 

職務経験を重ねるに従って必要な能力は高度化する。ある程度の職階を目指し、企業、社会への貢献

を志すのであれば、卒業時に必要な能力は当然高いほうが良い。一般基礎学力（国語、数学、物理、化

学、英語）、専門基礎知識（船舶、港湾、流通、工学などの専門知識）は適用レベル以上が必要とされる。

歴史、芸術などの幅広い教養についても、グローバルに仕事をしていく上では必要となる。 

コミュニケーション能力、人間力 

学校の行事や様々なプロジェクトなど、あらゆる機会を捕まえて能動的、積極的に参加し、コミュニ

ケーション能力やリーダーシップを身に付けることが必要である。寮生活や、課外活動は卒業時まで継

続することは先人の意見からも必要であるといえる。 

③進学者キャリアモデル 

◆キャリアを重ねるために必要な能力（進学後に海上職へ就く） 

海上職は、離家庭性型の勤務、船上勤務中は、団体生活及び共同作業 

海上キャリアモデルと同じ。 

一級海技士合格と TOEICスコアが条件 

一級海技士筆記試験や TOEIC600以上採用条件となることも多い。 

◆キャリアを重ねるために必要な能力（進学後に陸上職へ就く） 

不可欠な資質（自己啓発力、基礎学力） 

就職する業界によって必要な資格は様々である。したがって、自己啓発力を持ち、専門的に必要な資

格はその都度取得していけばよく、要請があればすぐに取得できるよう一般基礎学力、専門基礎知識は

「3 適用レベル」かそれ以上の素養を有している必要がある。お客が世界中にいることは生産現場が世

界中にあることから語学力が必須である。 

不可欠な資質（課題発見力、問題解決力、忍耐力） 

積極的に様々なプロジェクトに参加し遂行していく耐力、人間力が必要である。 

職業に伴う労働条件 

転勤、海外駐在の可能性は高く、キャリアアップの機会と前向きに捉え、行動する資質も必要である。 

◆卒業時に身に付けるべき能力 

英語力 

TOEIC500点以上の取得、留学機会を活かした能力向上が望まれる。 

基礎学力 

海事産業では職務経験を重ねるに従って必要な能力は高度化する。専門性の高度化に対応できるよう

に、一般基礎の主要科目（数学、物理等）と主な専門は「4 分析レベル」が望まれる。海事職を目指す

者は専門力証明としての 2級以上の海技士試験筆記合格も求められている。 

人間力 

学校の行事や様々なプロジェクトなど、あらゆる機会を捕まえて能動的、積極的に参加し、コミュニ
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ケーション能力やリーダーシップなどの人間力を身に付けることが必要である。寮生活や課外活動は卒

業時まで継続することは先人の意見からも必要であるといえる。 

 

5-3 これからの海事技術者に求められる能力と企業アンケート結果 
「10/20 年後に活躍できる海事技術者像と具備すべき知識・技能に関する調査報告」より、英語力と

して要求されるレベルは最低でもTOEIC400点以上であり500点以上のスコアを取得していることが望ま

しいという報告がなされている。 

 一般基礎学力では、モデルコアカリキュラムにおける「3 適用レベル」以上が要求され、専門基礎知

識においては、「4 分析レベル」まで要求されている。 

 一方、平成26年度に発行された、「日本人海事技術者のライフサイクル調査」において、高専・商船

学科で不足しており、強化すべき教育内容として、最も強化すべき教育内容は「英語」であり、「リー

ダーシップ、コミュニケーション能力」も強く求められていることがわかった。学力や人間力（リーダ

ーシップ、コミュニケーション能力）の不足している若年海事技術者が増えており、時代のせいにせず、

不足を補い、さらに、向上させる対策が必要であることが指摘された。 

 現在の海事技術者は基礎を「高専・商船学科」で学び、実践力を「職場」で身に付けている。高専・

商船学科は、海事技術者の職務に対する動機づけ（キャリア教育）や基礎知識（コミュニケーション能

力、英語力、一般基礎学力、専門的基礎知識）の定着を担い、「専門学」の高度化に対応するとともに、

特に、「英語力」と「リーダーシップ、コミュニケーション能力」の育成を強化することが求められて

いる。従って、必要とされる新たな教育内容としては、以下の3点が挙げられている。 

 

①英語力強化 

・外航船員として、外国人船員とコミュニケーション可能な英会話力の育成。 

・英語を、コミュニケーションツールとして身につけられるように、英語漬けになるインターンシップ

の実施。 

・各種英文マニュアルの読解力育成。 

・まずは英語の授業時間を増やす。例えば専門教員１名は英語で授業をする。 
②海事技術者の資質育成（モデルコアカリキュラムにおける分野横断能力） 

・分野横断能力（リーダーシップ、コミュニケーション能力など）の育成手法、評価方法の開発 

・ブリッジリソースマネジメント（BRM）/エンジンルームリソースマネジメント（ERM）をはじめとする

実務教育を利用した分野横断能力の育成方法の検討 

・キャリアデザイン力、海事技術者としての資質の涵養。 

・免許講習を利用した即戦力となり得る技術の育成。 

・練習船を含めた実習形式による海事技術の習得。 

 

③基礎学力の定着と専門教育の高度化、実質化 

・商船学科モデルコアカリキュラム案活用による基礎学力及び専門学力の定義 

・実務教育を重視し、講義授業と実習科目の連携強化 

・実践できる専門力の深化、実践力（自ら考えたり、発想したりする力を含む）の育成 
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上記のように、必要とされる新たな教育内容は、英語、分野横断能力、基礎学力の定着と専門教育の

高度化、実践力化（実質化）である一方で、ECDIS（電子海図表示情報装置）や BRM/ERMといった高額な

機器の使用を前提とした免許講習教育がコスト問題として新たな課題に挙げられる。この解決策につい

ても、同時に考えていかなければならない。 

 
5-3-1 これからの海事技術者に必要とされる資質の調査

これまでの調査結果から、新しい時代に活躍できる海事人材として学生に身につけさせるべき能力が

明らかとなった。しかし、それら能力につていてどの程度の能力を身につけさせる必要があるのか明確

な定義はない。昨今、一般陸上企業においても話題となっている若年層に必要な資質に共通するものが

ほとんどであるが、各種調査報告等を精査しても、課題発見能力や人間力が必要と謳うのみで明確な定

義が存在しないのが実情である。海技者として必要な資質については、一般陸上企業とは異なる点もあ

りうるため、これらの能力について明確な定義とそれらの到達目標を学生に示すことが新たな教育シス

テムを構築していく上で必要不可欠であると考えられる。また、これまでの調査結果との整合性を確認

する必要もある。そこで、商船系高等専門学校から、過去に学生を採用している企業人事担当者宛にア

ンケート調査を実施した。調査内容は、新人採用時に必要とされる知識について、基礎学力の定義とそ

の必要なレベル、専門基礎知識の定義とその必要なレベルを高専機構が提示しているモデルコアカリキ

ュラムに照らし合わせて質問をした。加えて、新人採用時に必要とされる汎用技能については、コミュ

ニケーション能力（英語）コミュニケーション能力（日本語）、合意形成、情報収集･活用・発信力、課

題発見、論理的思考力から、新人採用時に必要とされる人間力については、責任感、主体性、自己管理

力、チームワーク力、リーダーシップ力（またはマネージメント力）、倫理観から、新人採用時に必要と

される資質については、未来志向性・キャリアデザイン力、慣海性、離家庭性、（忍）耐力から、それぞ

れ複数選択を可能として、重要視する資質とその求めるレベルを質問した。アンケート結果からは、そ

れぞれの能力について必要とされる項目とモデルコアカリキュラムで定義される到達レベルが示される

ことが期待される。送付したアンケートの総数は 124社であり、回答を 38社から得ることが出来た（回

答率 29.7％）。必要とされる能力、レベルといったように、明確に回答することが難しい内容を問うア

ンケートであることを鑑みれば、思いのほか多くの企業から回答を得られたと考えている。回答内容は

詳細であり、また、悩みながら回答いただいた様子が伺えるもので、有用な情報を得ることが出来た。

ご協力いただいた企業様に感謝申し上げるとともに、以下、調査結果を記す。 

①調査結果 

◆新人採用時に必要とされる知識について 

基礎学力の定義 に対する回答として、  

・一般的な学力があればよい 

・航海士・機関士として実務の礎となる学力 

・高等専門学校卒業程度の学力 

・文章力・読解力や計算力、運航上で必要とされる英語力や適切な報告能力 

・社会人としての一般常識を持っているか 

などのほか類似する回答もあり、総じて学校で学ぶ教科科目の一般的な知識を定義として捉えられてい

るようであった。 
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基礎学力としてどのようなレベルを要求するか についての回答として、 

・モデルコアカリキュラムレベル 3以上 

・TOEIC450点、500点以上の英語力 

・高卒以上のレベル 

・2 級海技士以上の筆記試験合格レベル 

などのほか類似する回答もあり、必要とされる基礎学力を回答結果から示されるモデルコアカリキュラ

ム到達レベルを平均で示すと、到達レベル 2.8 となり、本科卒業程度のレベルが必要であることがわか

った。なお、明確に到達レベルの記載のない回答に対しては、文章から類推されたレベルを集計し平均

とした（以下同様）。 

専門基礎知識の定義 に対する回答として、  

・3 級海技資格（国家試験）を所有していること 

・入社後に身につけてもらうので、入社前には特に求めていない 

・2 級海技士以上の筆記試験合格の可能性 

・知識の活用力 

・学校または学科の専門科目 

などのほか類似する回答もあり、総じて 2 級海技士筆記試験の合格可能性や、即戦力で活躍できる力を

定義として捉えられているようであった。一方で、定義はない、特に重要視していないという回答もあ

った。 

専門基礎知識としてどのようなレベルを要求するか についての回答として、 

・モデルコアカリキュラムレベル 3もしくは 4以上 

・TOEIC500点以上の英語力 

・分野における基礎的な知識・技能を習得しかつ、論理的に説明できるレベル 

・2 級海技士以上の筆記試験合格レベル 

などのほか類似する回答もあり、総じて 2 級海技士筆記試験の合格や、応用力という観点からの回答で

あった。一方で、上司の指導を素直に聞き、吸収し、働きながら向上させればよい。デジタル化（機械

化）が進む中で、アナログ知識も専門分野の知識として持っていてほしい。問題の原因と対策が考えら

れる。新しい技術に目を向けがちだが、求めるものは専門基礎知識がしっかりと出来ていること。など、

応用につながる専門基礎知識が必要であるとの回答もあった。必要とされる専門基礎知識の回答結果か

ら示されるモデルコアカリキュラム到達レベルを平均で示すと、到達レベル 3.2 となり、本科卒業程度

以上のレベルが必要であることがわかった。 

◆新人採用時に必要とされる汎用技能について重要視する項目とレベル 

 集計結果（図 2）より、日本語でのコミュニケーション能力を重要視する意見が多数であり、次いで課

題発見となった。英語でのコミュニケーション能力、情報収集・活用・発進力、理論的思考力が同数で

あった。日々の業務を確実に遂行していく上でも日本語でのコミュニケーションが最も重要視される汎

用技能であるということがわかった。外航船社においては、図 2 に示すように、コミュニケーション能

力（英語）がコミュニケーション能力（日本語）と同数となった。10/20年後に求められる能力として考

えていく場合には、英語力向上は避けては通れないことは自明である。コミュニケーション能力（日本

語）に求められるレベルは、 
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・年齢差、職位差のある空間内で自分の殻に閉じこもることがないこと 

・意志の疎通ができ、自分の意見をわかりやすく発信できる 

・他人の意見を傾聴し、理解し対応できるレベル 

・挨拶・目上の人に対する接し方など社会人としての最低限レベル 

などの回答であった。閉鎖空間における対応力や、日々の業務を円滑に遂行するための報告連絡相談の

実行。近年の学生の傾向である、スマホ、インターネット環境の充実からくる会話力、挨拶力の低下を

危惧しているコメントが多かった。 

課題発見 については、 

・解決するための方法を自ら考え、解決することができる 

・自身に求められている事象をとらえて、自ら判断し行動できる事 

・自主的に課題を見つけ、課題についての取り組みを上司などに聞いて解決させる 

・スキルアップに意欲ある事 

などの回答であった。自ら率先して自身のスキルアップに努められる素養が必要であるというコメント

が多かった。先にも述べたように、日本語、英語に関わらずコミュニケーション能力は重要な汎用技能

であり、育成の柱とする必要性が明らかとなった。先の基礎学力でも示されたとおり、英語力としては

TOEIC450～500程度、日本語力としても高いレベルが要求されている。必要な汎用技能の回答結果から示

されるモデルコアカリキュラム到達レベルを平均で示すと、到達レベル 3.2 となり、本科卒業程度以上

のレベルが必要であることがわかった。 

 

図 2 新人採用時に必要とされる汎用技能について重要視する項目 

 

◆新人採用時に必要とされる人間力について重要視する項目とレベル 

集計結果（図 3）より、責任感を重要視する意見が多数であり、次いでチームワーク力となった。顧客

に対して誠実に業務をこなす必要のある項目として、責任感は必要であり、企業組織としての目的を達

成するためには、チームワーク力が必要であることがわかった。集計を外航船社と内航船社・陸上企業

に分類すると、外航船社は自己管理能力が責任感についで必要とされており、職場環境を鑑みれば必要

な資質であることが伺えた。責任感 に求められるレベルは、 

・自分の行動・言動に責任を持てるレベル 
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・仕事が困難でも最後までやり遂げる、途中で放棄しない 

・自己の職務を完遂する。また部下に対する責任をしっかり持てる人間力 

・嘘をつかない、言い訳をしない、ごまかさない、批判しない、投げ出さない、逃げない、押し付けな

いことができる人物 

などの回答であった。社会人としての常識を求める意見である。この内容については、レベルというよ

りも、常識と捉えることができるが、現実問題としてそのような素養を求める必要があるほど、責任感

を感じられない人材が少なからず存在していることを示唆している。チームワーク力 については、 

・自分の利益でなく、チームの成果を重視できる。感謝する気持ちがある 

・集団の中で、自らの立場や求められている事を適切に判断して実行出来る 

・単に仲が良いのではなく、各部の情報の共有、作業における連携ができる事 

・複数人でチームとなり出張先で業務を行う場合、業務遂行、安全においてチームワーク良く遂行でき

る 

などの回答であった。自己中心的にならず、組織として行動できる素養が必要であるというコメントが

多かった。これらも、常識的な能力と捉えることができるが、極めて高い人間力が必要であることが伺

える。必要な人間力の回答結果から示されるモデルコアカリキュラム到達レベルを平均で示すと、到達

レベル 3.8となり、専攻科卒業レベルに近い高い到達レベルが必要であることがわかった。 

 

 

図 3 新人採用時に必要とされる人間力について重要視する項目 

 

◆新人採用時に必要とされる資質について重要視する項目とレベル 

集計結果（図 4）より、忍耐力を重要視する意見が多数であり、次いで未来志向性･キャリアデザイン

力となった。これまでの本事業の他の調査においても耐力については重要視されており、これまでの調

査と整合が取れる結果となった。集計を外航船社と内航船社・陸上企業に分類した場合、必要な資質に

差は見られなかった。忍耐力 に求められるレベルは、 

・体力・健康・メンタル的に異常をきたさない耐力がある 

・どんな逆境においても、自分の成すべきことを探し取り組める 
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・やりたくないと考える仕事も前向きに捉え、行動できる強さがあること 

・どの様な職場環境（人間関係、物理的な環境）においても最低 3年は頑張れる事 

などの回答であった。どのような環境においても、強い気持ちで前向きに仕事し、継続することによっ

て達成する忍耐力を求めるコメントが多かった。これについては、これからの海事人材に、今以上に必

要とされる資質と考えられるが、コメントも多様であり今後も継続して考えていく必要のある資質の一

つである。未来志向性・キャリアデザイン力 については、 

・仕事・私生活において、将来自分がどのようになりたいのか目標がある 

・若いうちから将来的に管理職を担う意識を持って仕事をする力 

・自分の将来の働き方やあるべき姿を想像できるレベル 

・自らの成長に目標と計画を立て、それに向かって進む力 

などの回答であった。自分自身の成長を前向き考え、将来の姿を想像できる能力が必要であるとのコメ

ントが多かった。必要な資質の回答結果から示されるモデルコアカリキュラム到達レベルを平均で示す

と、到達レベル 3.7となり、専攻科卒業レベルに近い高い到達レベルが必要であることがわかった。 

 

 

図 4 新人採用時に必要とされる資質について重要視する項目 

 
5-3-2 これからの海事技術者に必要とされる資質の定義

これら 3 つの汎用技能、人間力、資質について、求めるレベルについてのコメントは一部を抜粋した

ものであり、頂戴したすべての回答については調査・解析資料集 7-3 に添付している。各社各様の意見

であり、すべてのコメントに意味があるように思える。これらの能力は、一言で言えば、当たり前のこ

とであり常識の範疇に入る素養である。しかしながら、現実にはすべての学生がそのような資質がある

とは断言できない。また、それを教育機関で育成しうるかどうかも難しい問題であることも事実である。

人間力に相当する資質の定義として代表的なものは、平成 18 年 2 月、経済産業省は「社会人基礎力」＊

を下記 3 つの能力（12 の要素）からなる「職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な

基礎的な力」として提唱している。 

 

・前に踏み出す力  ・考え抜く力  ・チームで働く力 
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一方、多くの教育機関において、その到達レベルや評価方法について検討がなされているが、明確な

評価方法については提示されていないのが実情である。今回の調査でも漠然とした回答が多く業界内で

も評価方法については明らかとなっていないことがわかった。ただし、一般的な「社会人基礎力」に対

して、海事技術者に必要な項目については明らかとなった。今回の調査で、これからの海事技術者に必

要とされる資質は、以下の項目となった。 

 

・コミュニケーション能力 ・課題発見力 ・責任感 ・チームワーク力 

・未来志向性・キャリアデザイン力 ・(忍)耐力 

 

さらに、それぞれの到達レベルについては、知識に関する項目においては、現状の高専本科卒業レベ

ルが必要であることが明らかとなり、現状のレベルを維持し定着させる努力が必要であることが学校に

求められていることもわかった。一方、汎用技能、人間力、資質については、相当に高いレベルが要求

されていることが明らかとなった。そして、一般陸上企業に比べて、厳しい環境での生活をする必要が

あることからも、海事技術者については、高い到達レベルを目標として身につけさせていく必要がある

ことが明らかとなった。 

ここで示された内容は、商船学科としては従前からも重要な項目として指摘されているものであり、

これまでのカリキュラムの中にもカッター訓練などを含む海洋実習、乗船実習があり、学生生活におい

ても寮生活、課外活動を通し分野横断能力を育成する教育が含まれているが、今まで以上に心技体で言

えば心の領域を向上させることが必要である。これらについては、学内でもプライオリティを高める必

要がある。身につけた履歴を記録し開示できるものとしてキャリアノートなどを提案していくことで学

びの定着につなげる必要もある。これらの議論については、今後もステークホルダーとの連携を深めて

進めていくべき課題である。 

今回の調査においても新人採用時に求められる資質が明らかになったことは大きな成果である。また、

新しい海事教育システムに必要な資質について、これまでの調査を総合しても整合性が取れたことは、

必要な教育内容の提示に資するものと考えられる。（忍）耐力については、言葉尻だけを捉えるとハラス

メントになりうるような要求事項もあるが、それも意見の一つとして、教育現場としてきちんと考えて

新しい教育内容を構築していく必要がある。コミュニケーション能力や責任感などは、幼少からの環境

にも左右される資質であるため、アドミッションポリシーなどで明示していく必要もあると考えられる。

これらの結果をもとに、あらためて以下の３項目を柱として新たな海事教育システムを構築するが必要

であることが示された。 

 

• 英語力強化 

• 海事技術者の資質育成 

• 学びを定着できる力の育成 

 

＊経済産業省 HP  http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/ 
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5-4 新たな海事教育の整理

今後の海事技術者養成には、教育機関として、「英語力強化」、「海事技術者の資質育成」、「学びを定着

できる力の育成」の 3 項目に注力しなければならない。そこで、専門教育の高度化、実質化のための新

たな海事教育システムとして、これらの教育方法について整理する。 

 
5-4-1 新たな海事教育システムの骨子

特に必要とされる 3 項目の教育内容、知識を学生に涵養するためには、①コミュニケーション能力の

育成、②資質の育成、③自ら学ぶ力の育成、を三本柱として新たな海事教育システムを検討する。また、

これらのシステム構築が新たな海事教育システムの骨子である（図 5）。 

図 5 新たな海事教育システムの骨子 

 

5-4-2 英語力強化

「英語教育」に関しては、今までにも力を入れてきた。しかし、日本の教育は主に英文法を中心に学

習する傾向にあり、英会話を主体とする授業はあまりないのが現状である。これは、学問としての英語

が、英会話より英文法を重視しているためと考えられる。また、授業の定期試験だけでなく、高校入試、

大学入試においても筆記試験で学力を判定しており、中等教育では英文法中心の授業となっている。高

等専門学校は高等教育機関であり、英文法だけではなく英会話も授業に取り入れているが、その授業時

間は十分とはいえない。海事技術者として、英文マニュアルを理解することも必要であるが、外航船舶
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においては、英文読解能力以上に、英会話によるコミュニケーション能力が重要となってくる。今後は、

リスニング、スピーキングについての能力強化が必要であり、これを実現するカリキュラム、教育シス

テムの構築が重要である。 

本プロジェクトの「新たな海事技術者に必要な資質の涵養」サブプロジェクトでは、(1) 商船学科・

教育補助員(特命助教等)による英語教育、(2) 商船学科におけるグローバル教育拠点の活用、(3) 英語

表記の商船学科・専門教材・教科書の開発、(4) 商船学科専門教員の英語外地研修、(5)国際インターン

シップを実施し、学生が英語に触れる機会、学習する機会を増やしてきた。現行カリキュラムの英語授

業以外に、グローバル拠点として英語教育の CD 教材等をそろえ、自学自習する体制を整えるとともに、

ネイティブスピーカーを含む教育補助員による英語教育を充実してきた。その結果、TOEICにおけるリス

ニングの点数が上昇していくことが実証された。また、ネイティブスピーカーの英語を耳にする機会が

増え、英語に対する拒否反応だけでなく、外国人コンプレックスも低減されており、英語嫌いの軽減に

効果が見られる。さらに、専門学科の様々な教員から、学生は英語の必要性について、何度となく話を

耳にしたり、専門教科において英語の専門用語を学習したりすることで、否が応でも英語教育に接する

機会が増え、英語の大切さを十分に認識してきた。 

グローバル拠点による英語学習の利点は、ネイティブスピーカーあるいは英語教員との日常会話を楽

しむことで、自然と英語に接することである。また、学生自身が好きな時間に、好きなだけ自由に英語

を勉強できることも大きな利点である。つまり、学生が自然と英語に触れる環境、かつ、自主的に学習

できる体制を整備することが、非常に重要といえる。これを授業と関連づけることによって、学生の英

語力は飛躍的に向上すると考えられる。 

これらを考慮すると、英語力強化には、以下の 5 項目の実施が推奨され、これらの実現について検討

する必要がある。 

①英語支援センター等の設立（英語研修、留学支援） 

②英会話授業（ネイティブスピーカー招聘） 

③英会話授業時間の増加 

④学生の英語研修の単位化 

⑤評価方法の検討 

 （モデルコアカリキュラム評価方法の導入、商船学科５高専における評価基準の共通化、英語能力

の進級要件への導入など） 

 

5-4-3 海事技術者の資質育成

今後の海事技術者に必要な資質として、 

①高い人間力（自己管理力、責任感、チームワーク力、リーダーシップ） 

②慣海性、離家庭性、忍耐力 

③キャリアデザイン力（未来志向性・キャリアデザイン） 

が要求されていることが、前節の結果から分かっている。 

高等専門学校の商船学科は高等教育機関であり、かつ、第一種船舶職員養成施設でもある。そのため、

海技免状を取得するための免許講習と教育内容が定められており、通常の高等教育機関の工学に関する

カリキュラムに加えて、免許関連科目を含む。したがって、必要とされる資質の全てを、授業に追加す
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ることは非常に困難である。 

従って、現在の授業、カリキュラムの変更を検討することによって、要求される資質の育成に結びつ

けていく必要がある。ただし、高等専門学校は、職業訓練校ではなく高等教育機関であることから、コ

ミュニケーション能力やキャリアデザイン力といった分野横断能力を併せもちつつ、専門工学知識を学

生に身につけてもらう必要がある。これらを踏まえて、海事技術者養成に最適なカリキュラムにしなけ

ればならない。 

現在、学生の課題発見、論理的思考力が不足していることが指摘されている。もちろん、これらは社

会人になってから身につき、備わっていく部分も大きいが、その基盤となる能力や習慣については学生

時代に鍛えておく必要がある。その解決法として、現在の講義を一方的な授業だけでなく、双方向授業

を積極的に取り入れ、双方向授業数の増加を推進する。つまり、受動的学習から能動的学習、すなわち

アクティブラーニング（AL)への転換を図る必要がある。これにより、学生が主体的に授業に参加するの

で、学生自身に疑問を持ってもらい、また、課題に対して必ず解決する力、解決する姿勢を植え付けら

れると考える。これらの授業は、専門科目だけでなく、一般科目でも適用可能であり、各授業で双方向

授業形式を取り入れ、AL の時間数増加により、基礎学力のみならず、資質育成に寄与すると考える。 
 

5-4-4 学びを定着できる力の育成

5-3-1 の調査結果から、基礎学力の要求レベルは高専卒業レベルであるにも関わらず、専門基礎知識は、

問題解決力などの応用力レベルが要求されている。これらの能力に関しては、基礎学力に基づき、物事

を理論立てて考えられることができなければならず、基礎学力の積み上げが不可欠である。 

そこで、基礎学力を定着させるため、学生自らが学ぶ力を育成することが重要である。これにより、

基礎学力の定着と専門教育の高度化を図る。その方法として、高等専門学校の強みである実習時間の増

加、実習形式の考える授業の展開が必要であり、AL も効果的である。 

すべての授業を実習形式、AL とすることは難しい。しかし、学生には常に課題発見と問題解決力を鍛

え、習慣づけて欲しいと考える。そこで、各授業において、学生自身が授業内容のまとめを毎回記録し

ながら、学力の定着と自ら学ぶ力を育成する方法を提案する。ここで、記録用のノートは従来のノート

ではなく、学習記録を整理しやすいよう、また、学習の達成度を視覚的に認識できるように工夫する必

要がある。これをキャリアノートとして新たに開発することで、各授業で習った内容を復習でき、しか

も、授業は毎日、複数回あるため、習慣づけには最適と考える。まとめを記入することができれば、授

業内容で分かった部分と分からない部分が理解でき、問題解決の糸口を見つけることができる。今後は、

学生が使いやすく、各授業でまとめやすいキャリアノートを開発することも重要と考える。 

  

5-5 3 ポリシーとアセスメント 
これまでの検討結果から、新たな海事教育システムの根本となる、高専の理念や社会の要請を踏まえ

た学生が身につけるべき資質・能力であるディプロマポリシー(DiP)、DiP を踏まえた教育課程編成、教

育内容・方法としてのカリキュラムポリシー（CuP）、DiP、CuP の目標・内容を踏まえた学生の受入方針

としてのアドミッションポリシー（AdP）を提案する。さらに、3 つのポリシーを可視化するためのアセ

スメントポリシー（AsP）について例示する。これらの関係をまとめたものを図 6に示し、提案する 3ポ

リシーを図 7に例示する。 
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アセスメントについては、これらの 3 つのポリシーに沿った能力が身についているかを定量的に示す

ための学習成果であり、定量化しやすい項目については、国家試験合格、標準的テストスコアを活用し、

定量化しにくいコミュニケーション能力や責任感、忍耐力については、キャリアノートなどを活用し、

実習訓練の軌跡などを記録することによって評価することを試みる。これらの評価方法についてまとめ

たものを表 2に例示する。 

 これら 3 つのポリシーとアセスメントは、あくまでも例示であり今後実装していく際には、この考

え方をもとに、改善、改良していく必要がある。アセスメントについても、特に、定量化しにくい項目

については、測定・検証に必要な尺度・基準と観点を各校が協働して PDCAサイクルをまわしながら完成

度を高めていく必要がある。本事業による調査において、今まで自分たち自身で教育方針を明示するこ

とや、しっかりと整理することが不足していたといわざるを得ないことがわかった。これからは、新し

い時代に向けてステークホルダーとともに社会の要請を常にキャッチアップしながら教育システムを構

築していく必要性があることが明らかとなった。一方で、求められる資質を有する学生を育成するため

に、心技体のバランスが取れた相当に優秀な生徒を受け入れる必要性があることは言うまでもない。こ

のような生徒が安心して商船学科を受験するためには、多くの中学生が海や船に興味を持ち、海事産業

で働くことに魅力を感じてもらう必要がある。高専の他学科より半年長い 5.5 年という修業年限につい

ても検討していくべき課題であろう。 

 

図 6 新たな海事教育システム 3ポリシーとアセスメントポリシー 
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図 7 海事教育システムの 3つのポリシーの例示 

表 2 新たな海事教育システムの評価方法 

◆アドミッションポリシー 

• 海や自然が好きな人 

• 大型船の船長や機関長をめざす人 

• 大きな機械のエンジニアをめざす人 

• 世界中の国々の人々と交流し活躍したい人 

◆カリキュラムポリシー 

商船学科では、海や船、港に関する知識や技術を総合的に学習し、海や陸で活躍できるスペシャリストを育成します。

具体的には、教育目標に沿って以下のように教育課程を編成します。 

1. 低学年では、理系教養科目および文系教養科目を多く配置し、高学年に進むに従い航海や舶用機関に関する専門科

目が多くなるくさび形に授業科目を編成します。 

2. 航海コースでは、航海学、船舶運用学、海事法規、商船実務などを、機関コースでは主機・補機、電気・電子、機

械、商船実務など幅広い知識と技術、応用力が身につくようにバランス良く授業科目を配置します。 

3. 船舶をフィールドとしたシステムの管理、構築を行って、社会に貢献できる人間力を育成するために、実験・実習、

乗船実習、基礎研究、卒業研究を系統的に編成します。 

◆ディプロマポリシー 

商船学科では、所定の単位を修得し以下のような能力を身につけた学生に卒業を認定します。 

1. 航海コースでは航海学、船舶運用学、海事法規、商船実務などを、機関コースでは主機・補機、電気・電子、機械、

商船実務などの知識・技術を身につけ、それらを応用した船舶運航やマネジメントができる。 

2. 課題発見能力、課題解決能力、プレゼンテーション能力を持ち、他者と協働し最後までやりとげる。 

3. 豊かな教養と倫理観、責任感を身につけ、社会に貢献できる。 
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5-6 新たな海事教育システムの実装計画  
ここまで述べてきたように、本プロジェクトでは、海事教育の改善と充実に向けて検討を進めてきた。

新たな海事教育の方向性については、おおよそ整理が付いてきたと考えている。しかし「10/20年後に活

躍する柔軟で高度な海事技術者の育成」に向けては、構築のみにとどまらず、実装することが最終的な

目標となる。柔軟で高度な海事技術者が 10/20 年後に活躍するフィールドは、海洋エネルギーの開発と

活用等の海洋事業にも拡大することが予測されている現在、本事業の育成人材対象は“単なる海事技術

者”から“海事・海洋技術者”に昇華している。現在までの検討結果から、今後の海事教育システムに

は、①コミュニケーション能力の育成、②資質の育成、③自ら学ぶ力の育成、が重要であることを示し

てきた。これらを実際にカリキュラムとして教育システムを完成させる必要がある。 

新たな海事教育システムを実装するためには、ステークホルダーとのさらなる連携強化を進め産学協

働教育による海事・海洋教育の革新を目指し、過去に実施してきた教育改善事業の精選・再編、実効性

と実現性の高い高度海事人材育成プログラムを構築・試行する必要がある。さらに、高度海事人材育成

プログラムの高専教育への実装により、船員に関するキャリア教育を充実させ、船員の仕事についての

理解を深めるとともに、船員就業率の向上を目指す。さらに、ステークホルダーと協力しながら、安定

的な海上輸送を確保できる必要数として進言されている外航日本人船員 5000人の達成を最終目標とする。 

 

5-6-1 グローバル教育を高専教育へ実装

海事産業、海洋事業等のグローバルなフィールドで活躍するために不可欠なコミュニケーション能力、

国際性等の資質を育成し、確かな能力として定着させる必要がある。そのため、コミュニケーション能

力の育成と英語力強化のために、以下の 2つのプログラムを高専教育に実装する。 

(1)英語力向上プログラム

商船学科としてネイティブスピーカーの英語教育非常勤を雇用するとともに、低学年学生向け短期集

中英語研修等を検討し、実効性の高い英語力向上プログラムを実現する。これらの英語研修については

単位化し、授業の一環とする。これに加え、国際インターンシップなどの英語研修も単位化するカリキ

ュラムを構築する。英会話の授業に関しては、ネイティブスピーカーによる授業を実施し、さらに、英

会話授業の時間数増加を図る。 

英語を学問として捉えるのではなく、ツールして捉えてもらうため、学生の英語研修や留学の積極的

な支援ができる体制を整える。このため、現在までに機能強化してきたグローバル拠点を維持しながら、

ネイティブスピーカーあるいは、英語教員との日常英会話を楽しむことができ、自然と英語に接する機

会を増やしていくことが重要と考える。このように、学生が自由に楽しみながら自主的に学習できれば、

英語のハードルを下げ、グローバルに働ける素地が涵養されると考える。 

(2)英語による専門教育プログラム

専門教員への「英語による授業開講のための研修」と英語表記専門科目教材の開発を行ない、高学年

学生向け専門科目の英語による開講を試み・改善し、実効性の高い英語による専門教育プログラムを実

現する。例えば、専門科目の試験問題を英語による出題とするなど、ツールとしての英語を積極的に導

入する。必要に応じて、ネイティブスピーカーによる語学研修を教員 ファカルティ・ディベロプメント 

(Faculty Development：FD「大学教員の教育能力を高めるための実践的方法」)として実施することで、

教員のスキルアップを図る。 
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現在、科目としての英語は、文法を中心とする英語学という学問としての色彩が強い。学問としての

英語も重要なことは十分に認識しているが、コミュニケーションツールとしてどれだけ使うことができ

るかを評価する必要がある。そこで、進級要件として英会話力や英語によるコミュニケーション能力を

評価する方法を検討していく。コミュニケーション能力の評価には、専門教育における英語での教授と

学習効果の評価方法を検討する必要がある。 

5-6-2 海事・海洋技術者の資質育成を高専教育へ実装

10/20年後に活躍できる海事・海洋技術者には、高専教育において、海事産業への理解と意欲を育みつ

つ、技術革新に対応できる応用力を身に付ける必要がある。このような技術者を養成するためには、要

求される資質の育成が重要である。現在までの検討結果から、高い人間力、耐力、キャリアデザイン力

を育成すべきことを指摘してきた。これらの資質を涵養するために、海事・海洋教育カリキュラムとキ

ャリア教育の２つを高専教育に実装する。 

(1)海事・海洋教育カリキュラム 

新たな海事教育システムの提案、提言等に基づいて、実効性の高い海事教育と海洋技術教育のカリキ

ュラムを考案し、必要とされる資質の育成を強化する。資質については、社会人となってから身につけ

る部分が多いが、社会人基礎力の素地を育成することが重要である。海事技術者には、コミュニケーシ

ョン能力、課題発見力、責任感、チームワーク力、キャリアデザイン力、忍耐力が、特に要求されてお

り、これらを従来の専門科目に組み込むことで、資質を育成できる教育プログラムを開発し、高専教育

に実装する。このためには、5商船高専間の連携を強化し、現状の教育内容の不足部分も精査しつつ、効

率的に海事教育を実施するための方策についても検討していく。その方策として、カリキュラムに、双

方向授業などの AL や実習重視の授業を積極的に採用する。また、従来からある海技実習、校内練習船実

習、実験実習の再認識と見直しを図り、資質育成に直結する科目については、従来よりもプライオリテ

ィを高く設定し、資質育成教育を充実させる。このように、高専教育において、資質育成にフォーカス

した教育プログラムを開発し、確立していく。

(2)キャリア教育、海事・海洋インターンシップ等の協働開講

学生の海事・海洋分野への志望を強化し、勉学と進路への意欲につなげるために、大学のオープンキ

ャンパスやステークホルダーとのキャリア教育、海事・海洋インターンシップ等の協働開講を実現する。 

5-6-3 確実に学力を定着できる教育プログラムを高専教育へ実装

海事産業における技術革新は海事技術の質を大きく変貌させており、将来の興隆が予測される海洋事

業における海洋技術は発展途上である。10/20年後に活躍できる海事・海洋技術者には確かな知識・技能

と共に、柔軟な応用力が求められる。そこで、技術革新の波を乗り越えられる確かな知識・技能の定着

を実現させるために、以下の 2項目について、学力定着を目的とした教育手法を高専教育に実装する。 

 

(1)教科教材の充実 

海事・海洋技術教材の充実を目指し、教科書・教材の開発を実施する。これまでの取組みから不足教

材を明示し集中的に解消を試みる。さらに、電子教材等を活用することで、AL や実習に重きを置いた授

業時間増加を図る。 
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(2) 海事教育キャリアノートの提案 

自ら考え、学ぶ力の育成を目的に、海事教育キャリアノートを導入するなど、常に学生が能動的に授

業へ参加できる体制を築き、学生の課題発見力、論理的思考力、問題解決力を涵養する。 

5-6-4 海事教育キャリアノートの開発と実装 

近年、様々な分野において日本社会の構造的変革が進行しており、多種多様な人生設計の組み立てが

可能となった。こうした状況のもと、学生「一人一人」が生きる力を身に付け、職業観を若い時期から

養うための「キャリア教育」が強く推進されるようになってきた。一方で、人生設計を行う上では、こ

れまでの自分の経験はもちろん、現状を振り返ることで将来につなげるという視点も重要である。その

ため、学習活動の過程や成果を自ら振り返り、目標を策定した上で達成度を評価し「自分への課題を明

確にすること」が求められている。高専教育としては、課題発見、問題解決力を涵養するため、学生が

自ら考えて学び、学力を定着させることが重要である。 
 これらの観点から、海事技術者を目指す学生が、将来の目標、希望を実現することを目的に、「海事教

育キャリアノート」を提案し、開発する。これにより、自身の行動を確認しながら、自己管理能力の向

上を図る。さらに、各授業科目について、学力の定着と自ら学ぶ力を育成する。そのため、本ノートは

単なる日記ではなく、学習した内容を記録した上でその情報を開示・フィードバックし、振り返りので

きるものを考案した。将来的には在学期間中の成果として、商船学科の学生が、就職活動を行う際、ど

の様な経験を通じて成長したか、学習履歴を企業側へアピールできるような「海事教育キャリアノート」

を目指す。図 8に「海事教育キャリアノート」モデルプランを示す。 
 

（1）キャリアノートに求められる要件とアウトプット 
以下に示す 2 点が、キャリアノートに求められる要件として考えられる。 

●人間力の育成に欠かせない「自己管理能力」の向上に役立つツールである事 
●自分の行動を振り返り、反省する資料として必須のツールである事 

 
（2）ワークシートを活用したキャリアデザイン力の育成 
 キャリアノートを構成する様々なワークシートに適時取り組むことにより、自分の将来像を明確に

できる。高学年時に、低学年時から記録された自らの将来の夢や理想を読み返すことで「職業観」を

早期に養うことが可能であると考えられる。 
 
「海事教育キャリアノート」は、ワークシートに適時記入する。このノートに取り組むことで、自

分にとってキャリア形成に必要な能力を「理解」し、さらに自分自身の能力を「把握」することが可

能になる。 
適切な時期に自らに適したキャリアデザインに必要な要素を身に付けることを目的としている。参

考に、提案する「海事教育キャリアノート」の抜粋を調査・解析資料集 7-4に添付した。 
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図 8 『海事教育キャリアノート』 モデルプラン 
 

5-6-5 産学連携強化に基づく海事・海洋教育を高専教育へ実装 

海事教育機関の育成人材は海運界のニーズに適合しているのか、技術革新の中で海事教育機関は何を
どこまで教授すべきか、少子化の中で海運界は人的資源をどのように確保し、活用すべきか等について、
産学が連携して調査・検討し、改善していくことが求められている。この海事・海洋教育システムのニ
ーズ適合性の確保に向けて、以下の 2項目について実施を検討する。 
(1)海運界ニーズ適合性と海事教育システムの検証 

数年毎の卒業者調査、海運企業調査、学生調査等を実施し、解析結果に基づく海運界ニーズに対する
適合性検証等を行い、海事教育システムを、産業界ニーズに適合した質の高い海事・海洋教育システム
の改善と改革につなげる。 
 (2)適合性確保のための教員 FD研修 

海事教育機関教員が海運界事情を把握し、海事・海洋教育システムの適合性を検証しながら教育改善
につなげるために、外航船舶乗船研修と船舶運航、船舶管理、港湾・物流業務等の現地調査を企画・実
施する。 
  
5-6-6 新たな海事教育システムのイメージ 

新たな海事教育システムを実装することで、図 9 に示すようなロードマップを描くことができる。教
育の意識改革と高度化、海運界への提示と波及を土台とし、新たな教育内容を展開していく。学校では、
基礎学力や専門基礎の学びの定着、責任感やコミュニケーション能力、忍耐力など海事技術者として必
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①高専生活のスタート

②自己分析

� 充実した高専生活を送るための目標設定 � 将来の自分について考える
� 事後にはグループワークと発表を行う

⑤高専生活スタートⅡ

③職業 海運の仕事

④キャリアプランニングとは
� 海運業界には多くの職業があることを知り、将

来への選択の幅を広げる

� コース希望調査

『海事教育キャリアノート』 モデルプラン

� 1年を振り返り、新たな目標設定 � 乗船実習における自己の取組み
の事前学習

⑥理想の自分になるためのキャリアプラン
� 今の自分を見つめ直し、理想とする将来像を

具体的にする

⑧職業 リアル体験（実習）
⑦企業とその仕事を知る

� 講演を通じて職業観を養う

⑨学習・実習スキル
� 乗船実習の事後学習
� コース選択後の目標設定

⑩コミュニケーションスキルズ

⑪自己PRスキルズ

� 相手や場面に応じた対応の仕方を学ぶ
� 企業模擬面接を通じで自己PRに必要なスキルを身に

つける

⑫職業 選びのステップ

� 自分にあった職業を選ぶための情報
収集の仕方や考え方、資料整理の仕
方を学ぶ

⑬ビジネススキルズ

� 将来働く立場となったとき、自分の身を守る方法として
正しい知識を身につけ、トラブルを回避する方法など
について理解を深める

⑭面接トレーニング

� 社会人に必要となるマナーを身に付ける
� 就職活動に必要な書類作成について学ぶ

⑮「働く」について考える
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要な資質の育成、英語力の向上を柱として、学年進行に伴い能力を積み上げていく。そして、10/20年後

の海事業界のニーズに添えるような力を育んだ学生を社会に送り出すことを目指す。ステークホルダー

とは PDCAサイクルを回しながら改善、改良していけるような体制を構築していくことも重要である。 

 

図 9 新しい海事教育システムのロードマップモデル 
 
5-7 まとめ

10/20年後に活躍できる海事技術者像を育成するために、新しく必要とされる能力を定め、そのために

必要な新しい高専・商船学科の海事教育システムを新たに構築することを目標として取り組んできた。

まず、調査の結果については以下のように整理した。 

 

●本サブプロジェクトの 8 事業においてまとめた「8 事業の知見の整理とキャリアとしての統合」、

「10/20 年後に活躍する高専・商船学科卒業者のキャリアモデル」、「キャリアパスに必要な能力及び

高専・商船学科卒業時に要求される能力」から、1：海事技術者が活躍するフィールドの特性について、

2：海事技術者が活躍するための必要な能力（知識・技能）について、3：高専・商船学科の海事技術

者育成能力と方向性について、の 3つの知見に整理することができた。（5-2） 

●3 つの知見をもとに海上職・陸上職・進学者の 3 つのキャリアモデルを想定し、キャリアモデルご
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との概要と身につけるべき能力および高専商船学科卒業時に必要な能力について具体化した。そこで

は、・英語力強化・海事技術者の資質育成・学びを定着できる力の育成の 3つを柱として構築すること

が示された。（5-3） 

●具体化された能力について整理し、それら能力が企業ニーズと整合しているかを調査するためにア

ンケートを行った。アンケートでは、能力の定義とレベルについても質問した。その結果、新しい海

事技術者に必要とされる資質として、コミュニケーション能力、課題発見力、責任感、チームワーク

力、未来志向性、キャリアデザイン力、(忍)耐力が必要であり、到達レベルについては、知識に関す

る項目については、現状の高専本科卒業レベル、汎用技能、人間力、資質については、相当に高いレ

ベルが要求されていることが明らかとなった。（5-3） 

●これらの調査結果を整理し整合性を明らかにした。新たな海事教育システムの骨子について整理し

た。さらに、３つのポリシーとアセスメントを例示し、具体的な実装計画を提案した。（5-4）,（5-5）,

（5-6） 

 

海事人材育成プロジェクトは、商船学科を有する五つの高等専門学校と海事関連団体である(社)日本

船主協会、(社)全日本船舶職員協会、全日本海員組合、国際船員労務協会がひとつのチームとなり、グ

ローバル化に対応した“1. 新たな海事技術者に必要な資質の涵養”と技術革新に対応した“2. 新たな

海事技術者に不可欠な知識・技能の育成”に取組み、海運界が求めている時代に適応できる「柔軟で高

度な海事技術者」の育成を目指し、海事教育機関である高等専門学校・商船学科として必要となる“3. 新

たな海事技術者を確実に継続的に育成し得る高質な海事教育システム”の実現を試みるものである。 

日本にとって、海運は重要な輸送手段である。安全で安定した海上輸送の確保には海運を担う人材の

育成が不可欠であるが、海上輸送のグローバル化と技術革新の進展により、海事技術者として期待され

る能力も大きく変貌し、海事教育自体の見直しが必要であることは言うまでも無い。これまでも様々な

検討が行われており、3つの目標（グローバル化に対応した資質の涵養、技術革新に対応した知識・技能

の育成、ステークホルダーとの連携強化）が謳われており、海事人材育成プロジェクトにおいてもこれ

らを目標として実施してきた。本プロジェクトの中間評価で指摘された参考意見として、「既にグロー

バル化が進展している労働環境下でのコミュニケーション能力が英語力にとどまらないことは、海事技

術者養成機関である当該各校こそよく理解していると思われる。そのフロントランナーとして、新たな

時代に必要なコミュニケーション能力をはじめ必要な資質を明示することが期待される。」とある。す

なわち、これからの海事人材には、技術の高度化に対応した幅広い基礎と専門知識に加えてグローバル

化し多様化した職場の同僚を理解し認め合える高度な人間力を備えて、しっかりとコミュニケーション

できることが求められているということになる。本報告では、これまで実施してきた調査内容で明らか

になったことを踏まえて、新たな海事教育システムの方向性を示した。これを実現させるためには、こ

れまでの既成概念に捉われず、新しい仕組みやブレークスルーが必要になってくるであろう。そのため

にも、5 商船高専と 4 連携機関の更なる連携強化が必要であり、PDCA サイクルを回しながら統一的な方

向性を示していく組織や仕組みを構築し、あらゆる情報を共有して新しい海事教育システムの在り方を

精力的に推進・実行していく必要がある。 



－48－
- 48 -

6. 海事人材育成プロジェクトの概要と本報告執筆者一覧

6-1 海事人材育成プロジェクトの概要
“新たな海事教育システム構築のための高専･商船学科教員研修事業”を含む｢海事分野における高専・産

業界連携による人材育成システムの開発（通称：海事人材育成プロジェクト）｣の概要を以下に紹介する。

海事人材育成プロジェクトは文部科学省の大学間連携共同教育推進事業として平成24年度に採択され

た平成 28 年度迄の 5 年間の教育改善事業である。

◆背景
四面を海で囲まれた日本にとって、海運は重要な輸送手段であり、海上輸送は産業の生命線とも言わ

れている。平成 19 年の海洋基本法の公布を受け、平成 20 年には海洋基本計画も政府から提言され、安

全で安定した海上輸送の確保には海運を担う人材が不足している現況を打破することが急務であり、質

の高い海事技術者（船員）の効率的育成の重要性が強く指摘されている。また、近年の海上輸送におけ

る技術的変革により、海事技術者（船員）の資格に直接影響を及ぼす国際条約である STCW 条約（船員

の訓練及び資格証明並びに当直の基準に関する国際条約）が改正され、ECDIS（電子海図表示情報装置）

やヒューマン・リソース・マネージメント（BRM：船橋資源管理、ERM：機関室資源管理）の導入など

も含むものとなり、海上輸送のグローバル化と技術革新の進展が海事技術者として具備すべき能力を大

きく変貌させている。

重要であるが対応できないでいる人材育成課題を抱えている海運界において、国土交通省、海運会社、

海事関連団体、海事教育機関などの海事分野における産官学が「社会ニーズに応えうる優秀な海事技術

者の育成のあり方」について検討を行ない、平成 24 年 3 月に、「船員(海技者)の確保・育成に関する検討

会報告」をまとめ、新たな海事技術者に必要な資質と知識・技能に基づく海事教育内容の見直し、並び

に、海運業界と連携した海事教育の推進などが提言された。

この報告では海運業界が求める海事技術者の要件とし

て グローバル化に対応した資質 と 技術革新に対応した

知識・技能 が求められるとともに、海事分野のステーク

ホルダーとの人材育成上の連携強化が指摘されている。

◆概要
海事技術者（船員）を育成する高等専門学校・商船学

科などの海事教育機関は、前述の政策と産業界から、質

の高い人材を育成し得る教育システムに変革することが

求められており、特に、改正された国際条約への対応は

喫緊の課題となっている。

本事業は、右図に示すように、上述の報告にある海事

分野の方針に従って、商船学科を有する 5 つの高等専門

学校と海事分野のステークホルダーである海事関連団体

の日本船主協会、全日本船舶職員協会、全日本海員組合、

国際船員労務協会がひとつのチームを構成し、グローバ

ル化に対応した“1. 新たな海事技術者に必要な資質の涵

養 ”と技術革新に対応した“2. 新たな海事技術者に不可欠

な知識・技能の育成 ”に取組み、海運業界が求める時代に

適応できる「柔軟で高度な海事技術者」の継続的かつ確

実な育成を目指し、海事教育機関である高専・商船学科

として必要となる“3. 新たな海事技術者を確実に継続的

に育成し得る質の高い海事教育システム ”の実現を試み

るものである。 海事人材育成プロジェクトの概念図 
 

連携校
(五高専 )
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携
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国
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協

連
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協
働
の
人
材
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成

2. 知識・技能
の育成

1. 資質
の涵養

機関･操船の技術と知識

船内業務への適応力

英語力･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力

外地駐在への意欲

海事社会の

人材ニーズ

3. 高質な
教育システムニーズに応え

得る海事教育
時代に適応できる海事技術者像
確実な教育の実現

柔軟で高度な海事技術者
・グローバル人材（高い英語力）教育
・ICTに対応した高質な教材による教育
・教育効果の高い新しい航海実習
・新しき時代に活躍できる海事技術教育

現代GP事業： 海事技術者へのキャリア教育

(H18年-H20年)強い職業意識と高い職業能力を目指して

高専改革推進事業： 海事技術者への学び方

(H23年-H24年 ) 学びの道筋と定着する学び基礎となる

連携実績
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具体的には、平成 24～28 年度の 5 年間において、次記する 3 種サブプロジェクトを企画・実施し、新

たな海事人材を育成し得る質の高い教育システムの開発に取り組み、その成果を海運界、他海事教育機

関や他高専に広く紹介するものである。

◆プロジェクトを構成する 3 種サブプロジェクト

1. 新たな海事技術者に必要な資質の涵養（総括：鳥羽）

新たな海事技術者に必要な資質として基本的なコミュニケーション能力、基礎的な英語力、外地駐

在への意欲等が求められている。

鳥羽商船高専と広島商船高専が担当校となって、5 高専・商船学科が船主協会、全船協、全日海、国

船協と協働して、これらの資質を身に付け、グローバルな活躍が期待される英語のできる高専・商船

学科生の育成法の確立を目指す。

1.1 英語力向上プログラムの開発（担当：鳥羽）

新たな海事技術者の資質として求められる基本的なコミュニケーション能力、基礎的な英語力の

育成を試みるものであり、15 才から 20 才の高専・商船学科生に対して TOEIC スコア：500 程度を

ゴールとする英語教育プログラムの構築を目指す。

1.2 国際インターンシップの展開（担当：広島）

新たな海事技術者の資質として求められる基礎的な英語力、外地駐在への意欲の育成を目指し、

18 才の高専・商船学科・4 年生に対して有効で適切な国際インターンシップの展開を試みるもので

ある。5 高専では国際インターンシップを実施・企画しており、商船学科・学生に適したプログラム

への改善、単位化などを行ない、参加者の向上につなげ、定着させることを目指す。

2. 新たな海事技術者に不可欠な知識・技能の育成（総括：大島）

新たな海事技術者に不可欠な知識・技能として船舶の機関及び操船に関する基礎的な知識・技能、

船舶の業務・生活への適応力が求められている。

大島商船高専と弓削商船高専が担当校となって、5 高専・商船学科が船主協会、全船協、全日海、国

船協と協働して、これらの知識・技能を身に付けた、船舶の業務・生活に適応できる高度な知識・技

能を有する海事技術者の育成への改善を目指す。

2.1 教科教材の開発、電子書籍化の推進（担当：大島）

15 才から 20 才の高専・商船学科学生に適合した教材の不足が指摘されている。新たな海事技術

者に求められている船舶の機関及び操船に関する基礎的な知識・技能を、15 才から 20 才の高専・

商船学科学生に確実に教授するために必要な教材の開発、教材の電子化などの海事教育の学習環境

の改善を目指す。

2.2 新しい航海実習の提案（担当：弓削）

高専・商船学科では航海実習として校内練習船実習と 1 年間の大型練習船実習(独立行政法人・航

海訓練所に委託)が実施されている。新たな海事技術者に不可欠な知識・技能として求められる船舶

の業務・生活への適応力の育成システムの改善を目指し、これらの航海実習について高専・商船学

科における教育の高度化、効率向上の視点から検討し、5 高専による大型練習船の共同利用を含む新

しい航海実習の提案を試みる。
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3. 新たな海事技術者を確実に継続的に育成し得る質の高い海事教育システム (総括：富山)

新たな海事技術者に必要な資質、不可欠な知識・技能として基本的なコミュニケーション能力、基

礎的な英語力と外地駐在への意欲、船舶の機関及び操船に関する基礎的な知識・技能と船舶の業務・

生活への適応力が求められているが、15 才で入学し、20 才で卒業する高専・商船学科においてこれら

の資質、知識・技能を確実に育成するカリキュラム等の新たな海事教育システムは検討、開発されて

いない。

富山高専が担当校となって、5 高専・商船学科が船主協会、全船協、全日海、国船協と協働して、求

められている人材である「柔軟で高度な海事技術者」を確実に継続的に育成し得る協働教育システム

の確立を目指す。

3.1 海事技術者像と具備すべき知識・技能の提示（担当：富山）

求められている人材と具備すべき知識・技能、資質について、高専・商船学科の視点から、再度

検討し、諸国及び日本の海事社会の人材現況について調査・解析し、海事社会の人材ニーズと高専・

商船学科が育成すべき人材との整合を試みる。

3.2 確実な海事教育システムの提示（担当：富山）

高専・商船学科教員自らが海事社会における実学の現況を現地調査し、求められている人材と具

備すべき知識・技能、資質を把握するとともに、前述の調査・解析に基づき、高専・商船学科が求

められている人材を確実に育成し得る海事教育システム、商船学科コアカリキュラム等の開発を目

指す。

6-2 本報告執筆者一覧

本報告は海事技術者像サブプロジェクト・メンバー(下記一覧)が執筆したものであることを紹介する。

“新たな海事教育システムの在り方”に関する調査・解析事業は海事人材育成プロジェクトのサブ

プロジェクト：「3. 新たな海事技術者を確実に継続的に育成し得る質の高い海事教育システム」にお

ける「3.2 確実な海事教育システムの提示」のひとつの事業項目として実施したものである。

全日本船舶職員協会    専務理事 及川 武司 

富山高等専門学校  商船学科 教授  遠藤 真 

商船学科 教授  山本 桂一郎 

商船学科 准教授     向瀬 紀一郎 

鳥羽商船高等専門学校  商船学科 教授  石田 邦光 

商船学科 教授  窪田 祥朗 

広島商船高等専門学校  練習船広島丸 助教  大内 一弘 

練習船広島丸 助教  薮上 敦弘 

大島商船高等専門学校  商船学科 准教授  久保田  崇 

商船学科 助教  前畑  航平 

練習船大島丸 助教  本木 久也 

弓削商船高等専門学校  商船学科 准教授  二村 彰 

商船学科 准教授  秋葉 貞洋 
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補足：①物理系専門科目（”物理関係として力学，電気，熱力学関係科目(基礎力学，熱力
学，電気工学など）で3年次統一テストで受験するような内容を含む基礎的なもの”）は、「専
門能力のいずれか項目」に加えて、「工学基礎（工学リテラシ）」も入力する。

②寮の単位数は４年半で126相当単位とする。
【計算方法：１単位=50分間×30回÷60分間=25時間、寮１日４時間拘束とする。１ヶ月寮単
位数=4時間/日×22日間÷25時間=3.5単位/月、半年=4ヶ月学校とする、４年半=9×4ヶ月
×3.5単位/月=126単位/４年半】

③部活の単位数は４年半で63相当単位とする。
【計算方法：１単位=50分間×30回÷60分間=25時間、部活１日２時間拘束とする。１ヶ月部
活単位数=2時間/日×22日間÷25時間=1.76単位/月、半年=4ヶ月学校とする、４年半=9×
4ヶ月×1.76単位/月=63単位/４年半】

④航訓練習船の単位数はで11単位とする。
【計算方法：３級海技士養成単位数46単位の内、商船高専35単位のため、差し引き11単位】

⑤ ①は各校で入力する。
⑥ ②③④は弓削側で入力する。

アンケートの入力指針
入力方法

（２）1科目につき、必ず１項目（基礎能力、専門能力の項目のいずれか）に開講単
位数（および養成単位数）を入力してください。基礎能力・専門能力に該当しない場
合は横断能力・他項目に入力してください。

（３）１科目において複数項目を入力したい場合は、表１（別シート名「表１」）に掲載
されている科目について、すでに入力箇所が決まっていますので表１に従って入力
してください。

（４）表１以外の科目で、複数項目を入力したい場合は、表２（別シート「表２」参照）
の通り重複入力が認められた分野が決まっています。表２を参考に２入力目以降
の単位数を入力してください。

（１）入力は、アンケートシートの左端から２番目の「開講単位数（必須単位、選択単
位）」、「学修単位数（必須単位、選択単位）」の項目を新たに設けました。「開講単
位数」を必ず入力し、「学修単位数」は該当する場合に入力してください。

CG - 1
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能
力
名

項
目
名

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ ア ー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チ ー ム ワ ー ク 力

リ ー ダ ー シ ッ プ

倫 理 観 （ 独 創 性 の 尊 重 、 公 共 心 ）

離 家 庭 性 、 適 応 性 、 耐 性

未 来 志 向 性 、 キ ャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目 （ 講 義 、 演 習 、 実 験 又 は 実 習 ） （ １

５ 単 位 以 上 ）

運 用 に 関 す る 科 目 （ 講 義 、 演 習 、 実 験 又 は 実 習 ） （ １

６ 単 位 以 上 ）

法 規 に 関 す る 科 目 （ 講 義 又 は 演 習 ） （ ４ 単 位 以 上 ）

機 関 に 関 す る 科 目 （ 講 義 、 演 習 、 実 験 又 は 実 習 ） （ ３

２ 単 位 以 上 ）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目 （ 講 義 、 演 習 、 実 験 又 は 実 習 ）

（ ３ 単 位 以 上 ）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン タ ー ン シ ッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レ ー ダ ー 観 測 者 講 習 （ 講 義 ） （ 2 1 時 間 以 上 ）

レ ー ダ ー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミ ュ レ ー タ 講 習

（ 講 義 ） （ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・ （ 講 義 ） （ 1 4 時 間 以 上 ）

機 関 救 命 講 習 （ 講 義 ・ 実 技 ） （ 1 3 時 間 以 上 ）

消 火 講 習 （ 講 義 ・ 実 技 ） （ 7 時 間 以 上 ）

上 級 航 海 英 語 講 習 （ ７ ７ 時 間 以 上 ）

航 海 英 語 講 習 （ １ ４ 時 間 以 上 ）

上 級 機 関 英 語 講 習 （ ６ ３ 時 間 以 上 ）

機 関 英 語 講 習 （ １ ４ 時 間 以 上 ）

登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習 （ 講 義 及 び 実 習 ） （ ４

０ 時 間 以 上 ）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

大 学 編 入 対 策

科
目
名

数
学
系
教
養
科
目

○
物
理
教
養
科
目

○
○

化
学
教
養
科
目

○
○

生
物
系
教
養
科
目

○

国
語
教
養
科
目

○
○

英
語
教
養
科
目

○
○

地
理
、
歴
史
、
政
治
・
経
済
、
経
済
学

○
○

倫
理
、
現
代
社
会
、

哲
学
、
法
学

○
○

○

体
育

○
○

○

保
健

○
○

第
２
外
国
語

○
○

芸
術

○
○

卒
業
研
究

○
○

○

寮
○

○

航
訓
練
習
船

○
○

部
活

○
○

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

○

資
格

・
大

学
講

習

数 学

自
然

科
学

人
文

・
社

会
科

学
工

学
基

礎
態

度
・

志
向

性
（

人
間

力
）

技
術

者
が

分
野

共
通

で
備

え
る

べ
き

基
礎

的
能

力
技

術
者

が
備

え
る

べ
き

分
 
野

 
横

 
断

 
的

 
能

 
力

技
術

者
が

備
え

る
べ

き
分

野
別

の
専

門
的

能
力

免
許

講
習

(
中

段
：

単
位

数
・

下
段

：
時

間
数

）
分
野
名

↓
入
力
が
決
ま
っ
て
い
る
科
目
表
（
該
当
箇
所
○
の
セ
ル
内
へ
単
位
数
を
入
力
す
る
）

汎
用

技
能

表
１
　
入
力
箇
所
が
決
ま
っ
て
い
る
科
目

資
質

総
合

的
な

学
習

経
験

と
創

造
的

思
考

力

分
野

別
の

専
門

工
学

分
野

別
の

工
学

実
験

・
実

習
能

力

専
門

的
能

力
の

実
質

化
航

海
系

（
３

５
単

位
以

上
）

機
関

系
（

３
５

単
位

以
上

）

教
 
 
養

専
門
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項
目
名

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ ア ー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チ ー ム ワ ー ク 力

リ ー ダ ー シ ッ プ

倫 理 観 （ 独 創 性 の 尊 重 、 公 共 心 ）

離 家 庭 性 、 適 応 性 、 耐 性

未 来 志 向 性 、 キ ャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目 （ 講 義 、 演 習 、 実 験 又 は 実 習 ） （ １

５ 単 位 以 上 ）

運 用 に 関 す る 科 目 （ 講 義 、 演 習 、 実 験 又 は 実 習 ） （ １

６ 単 位 以 上 ）

法 規 に 関 す る 科 目 （ 講 義 又 は 演 習 ） （ ４ 単 位 以 上 ）

機 関 に 関 す る 科 目 （ 講 義 、 演 習 、 実 験 又 は 実 習 ） （ ３

２ 単 位 以 上 ）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目 （ 講 義 、 演 習 、 実 験 又 は 実 習 ）

（ ３ 単 位 以 上 ）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン タ ー ン シ ッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レ ー ダ ー 観 測 者 講 習 （ 講 義 ） （ 2 1 時 間 以 上 ）

レ ー ダ ー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミ ュ レ ー タ 講 習

（ 講 義 ） （ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・ （ 講 義 ） （ 1 4 時 間 以 上 ）

機 関 救 命 講 習 （ 講 義 ・ 実 技 ） （ 1 3 時 間 以 上 ）

消 火 講 習 （ 講 義 ・ 実 技 ） （ 7 時 間 以 上 ）

上 級 航 海 英 語 講 習 （ ７ ７ 時 間 以 上 ）

航 海 英 語 講 習 （ １ ４ 時 間 以 上 ）

上 級 機 関 英 語 講 習 （ ６ ３ 時 間 以 上 ）

機 関 英 語 講 習 （ １ ４ 時 間 以 上 ）

登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習 （ 講 義 及 び 実 習 ） （ ４

０ 時 間 以 上 ）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

大 学 編 入 対 策

入
力
例
↓

科
目
名




力
学
（
2
単
位
）





卒
業
研
究
（
6
単
位
）

校
内
練
習
船
実
習
４

年
(１
単
位
）







校
内
練
習
槽
実
習
１

年
（
１
単
位
）






実
験
実
習
１
（
１
単
位
）




実
験
実
習
２
（
１
単
位
）



能
力
名

技
術

者
が

分
野

共
通

で
備

え
る

べ
き

基
礎

的
能

力
技

術
者

が
備

え
る

べ
き

分
野

横
断

的
能

力
技

術
者

が
備

え
る

べ
き

分
野

別
の

専
門

的
能

力

総
合

的
な

学
習

経
験

と
創

造
的

思
考

力

分
野

別
の

専
門

工
学

分
野

別
の

工
学

実
験

・
実

習
能

力

専
門

的
能

力
の

実
質

化
航

海
系

（
３

５
単

位
以

上
）

機
関

系
（

３
５

単
位

以
上

）

表
２
　
重
複
入
力
が
可
能
な
分
野
（
オ
レ
ン
ジ
色
の
セ
ル
が
重
複
可
能
な
分
野
と
な
り
ま
す
）

教
養

専
門

分
野
名

免
許
講
習
(中
段
：
単
位
数
・
下
段
：
時
間
数
）

資
格

・
大

学
講

習

数 学

自
然

科
学

人
文

・
社

会
科

学
工

学
基

礎
汎

用
技

能
態

度
・

志
向

性
（

人
間

力
）

資
質

CG - 3







1CS－

科 目 種 別

学 年
科 目

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ アー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロー バ リ ゼー ショ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミュ ニ ケー ショ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チー ム ワー ク 力

リー ダー シッ プ

倫 理 観（ 独 創 性 の 尊 重、 公 共 心）

離 家 庭 性、 適 応 性、 耐 性

未 来 志 向 性、 キャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

５ 単 位 以 上）

運 用 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

６ 単 位 以 上）

法 規 に 関 す る 科 目（ 講 義 又 は 演 習）（ ４ 単 位 以 上）

機 関 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ ３

２ 単 位 以 上）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）
（ ３ 単 位 以 上）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン ター ン シッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レー ダー 観 測 者 講 習（ 講 義）（ 2 1 時 間 以 上）

レー ダー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミュ レー タ 講 習

（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上）

機 関 救 命 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 1 3 時 間 以 上）
消 火 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 7 時 間 以 上）

上 級 航 海 英 語 講 習（ ７ ７ 時 間 以 上）

航 海 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

上 級 機 関 英 語 講 習（ ６ ３ 時 間 以 上）

機 関 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習（ 講 義 及 び 実 習）（ ４

０ 時 間 以 上）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

大 学 編 入 対 策

レ
ベ
ル

/6
段
階

開
講
単
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7
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0
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0
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0
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0
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0

0
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0
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6
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3
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7
0
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養
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単
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0
0

0
0

0
0

0
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0
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1商
船
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
養
/
専
門

開
講
単
位
数

学
習
単
位
数

教
 
 
養

専
門

技
術
者
が
分
野
共
通
で
備
え
る
べ
き
基
礎
的
能
力

技
術
者
が
備
え
る
べ
き
分
 野

 横
 断

 的
 能

 力
技
術
者
が
備
え
る
べ
き
分
野
別
の
専
門
的
能
力

免
許
講
習
(中

段
：
単
位
数
・
下
段
：
時
間
数
）

資
格
・

大
学
講

習

数 学

自
然
科
学

人
文
・
社
会

科
学

工
学
基
礎

専
門
的
能
力

の
実
質
化

航
海
系
（
３
５
単
位
以

上
）

機
関
系
（
３
５

単
位
以
上
）

資
質

総
合
的

な
学
習

経
験
と

創
造
的

分
野
別
の
専
門
工
学

合
計

一 般 科 目

1
基
礎
数
学
AⅠ

1
基
礎
数
学
AⅡ

汎
用
技
能

態
度
・
志
向
性
（
人
間

力
）

ﾓﾃ
ﾞﾙ
ｺｱ

必
修
単
位

選
択
単
位

必
修
単
位

選
択
単
位

1
基
礎
数
学
B

1
物
理
学
Ⅰ

2
基
礎
科
学
実
験

5
歴
史
学
Ⅰ

5

分
野
別

の
工
学

実
験
・

実
習
能

2
総
合
国
語
Ⅱ

3
総
合
国
語
Ⅲ

4
国
語
表
現

5
総
合
英
語
Ⅵ

1
総
合
国
語
IA

1
総
合
国
語
IB

歴
史
学
Ⅱ

1
地
理

5
日
本
語
と
文
化

1
歴
史
Ⅰ

2
歴
史
Ⅱ

3
政
治
･経

済

5
経
済
学
Ⅰ

5
経
済
学
Ⅱ

2
倫
理

5
哲
学
Ⅰ

5
哲
学
Ⅱ

2
線
形
代
数

3
解
析
学
Ⅰ

3
解
析
学
Ⅱ

4
法
学

2
微
分
積
分
学
Ⅰ

2
微

分
積
分
学
Ⅱ

5
数
学
特
講
Ⅱ

2
物
理
学
Ⅱ

3
物
理
学
Ⅲ

3
確
立
と
統
計

3
総
合
数
学

5
数
学
特
講
Ⅰ

1
体
育
Ⅰ

2
体
育
Ⅱ

3
体
育
Ⅲ

1
化
学
Ⅰ

2
化
学
Ⅱ

1
保
健

1
総
合
英
語
Ⅰ

2
総
合
英
語
Ⅱ

3
総
合
英
語
Ⅲ

4
体
育
Ⅳ

5
体
育
Ⅴ

1

芸
術
（
書
道
・
保
健
・
体

育
）

2
英
語
表
現
Ⅱ

3
英
語
表
現
Ⅲ

1
英
会
話
Ⅰ

4
総
合
英
語
Ⅳ

5
総
合
英
語
Ⅴ

1
英
語
表
現
Ⅰ

5
英
語
演
習
I

5
英
語
演
習
Ⅱ

5
英
語
演
習
Ⅲ

2
英
会
話
Ⅱ

5
英
会
話
演
習
Ⅰ

5
英
会
話
演
習
Ⅱ

4

環
日
本
海
諸
国
語
Ⅰ
(中

国
語
・
韓
国
語
・
ロ
シ
ア
語
)

5

環
日
本
海
諸
国
語
Ⅱ
(中

国
語
・
韓
国
語
・
ロ
シ
ア
語
)

5

環
日
本
海
諸
国
語
Ⅲ
(中

国
語
・
韓
国
語
・
ロ
シ
ア
語
)

富 山
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科 目 種 別

学 年
科 目

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ アー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロー バ リ ゼー ショ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミュ ニ ケー ショ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チー ム ワー ク 力

リー ダー シッ プ

倫 理 観（ 独 創 性 の 尊 重、 公 共 心）

離 家 庭 性、 適 応 性、 耐 性

未 来 志 向 性、 キャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

５ 単 位 以 上）

運 用 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

６ 単 位 以 上）

法 規 に 関 す る 科 目（ 講 義 又 は 演 習）（ ４ 単 位 以 上）

機 関 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ ３

２ 単 位 以 上）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）
（ ３ 単 位 以 上）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン ター ン シッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レー ダー 観 測 者 講 習（ 講 義）（ 2 1 時 間 以 上）

レー ダー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミュ レー タ 講 習

（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上）

機 関 救 命 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 1 3 時 間 以 上）
消 火 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 7 時 間 以 上）

上 級 航 海 英 語 講 習（ ７ ７ 時 間 以 上）

航 海 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

上 級 機 関 英 語 講 習（ ６ ３ 時 間 以 上）

機 関 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習（ 講 義 及 び 実 習）（ ４

０ 時 間 以 上）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

大 学 編 入 対 策

レ
ベ
ル
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0
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0
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位
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0
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教
養
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門
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教
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技
術
者
が
分
野
共
通
で
備
え
る
べ
き
基
礎
的
能
力

技
術
者
が
備
え
る
べ
き
分
 野

 横
 断

 的
 能

 力
技
術
者
が
備
え
る
べ
き
分
野
別
の
専
門
的
能
力

免
許
講
習
(中

段
：
単
位
数
・
下
段
：
時
間
数
）

資
格
・

大
学
講

習

数 学

自
然
科
学

人
文
・
社
会

科
学

工
学
基
礎

専
門
的
能
力

の
実
質
化

航
海
系
（
３
５
単
位
以

上
）

機
関
系
（
３
５

単
位
以
上
）

資
質

総
合
的

な
学
習

経
験
と

創
造
的

分
野
別
の
専
門
工
学

合
計

汎
用
技
能

態
度
・
志
向
性
（
人
間

力
）

ﾓﾃ
ﾞﾙ
ｺｱ

必
修
単
位

選
択
単
位

必
修
単
位

選
択
単
位

分
野
別

の
工
学

実
験
・

実
習
能
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0
.
1

3
3

3

1
1

1 1

3
3

3

1
1

1 1

4
4

4
4

1
1

1
1

1
1

4
4

4
4

1
1

1
1

1
1

4
4

4

1
1

1

1
0
.
5

4
4

4

1
1

1

1
0
.
5

4
4

4
4

1
1

1
1

0
.
5

1

4
4

4
4

1
1

1
1

0
.
5

1

3 1 4
4

1
1

4
4

1
1

4
4

4
4

4

2
2

2
2

2

4
4

1
1

4
4

1
1

4
4

1
1

4
4

1
1

4
4

1
1

4
4

1
1

4
4

1
1

4
4

4

1
1

1

4
4

1
1

4
4

1
1

4
4

1
1

4
4

1
1

4
4

4

1
1

1

4
4

1
1

4
4

1
1

4
4

4

1
1

1

4
4

4
4

2
2

2
2

3
3

3

1
1

1 1

3
3

3
3

3

1
1

1
1

1
1

1
1

0
.
3
7
5

0
.
3
7
5

1
3

5
2

3
3

3

1
1

1 1

3
3

3

1
1

1 1

3
3

3

1
1

1
1

3
0

3
3

3

1
1

1

0
.
2
5

0
.
6
5

3
3

3

1
1

1

0
.
2
5

0
.
6
5

3
3

3
3

3

1
1

1
1

1
1

0
.
3
7
5

0
.
3
7
5

3

3
3

3

1
1

1 1

3
3

3

1
1

1 1

3
3

3

1
1

1 1

3
3

3

1
1

1

1

3
3

3

1
1

1

1

3
3

3

1
1

1

1

3
3

3
3

3

3
3

3
3

3
3

3
3

3

0
.
5

1
.
2
5

1
5

1
2

3
3

3
3

3

1
1

1
1

1
1

0
.
3
7
5

0
.
3
7
5

4

4
4

4

1
1

1 1

4
4

4

1
1

1 1

4
4

4

1
1

1

1

4
4

4

1
1

1

1

4
4

4

1
1

1

1

4
4

4

1
1

1

0
.
2
5

4
4

4

1
1

1

0
.
2
5

4
4

4

1
1

1

1

共 通 専 門 科 目

1
舶
用
機
関
概
論
Ⅰ

1
舶
用
機
関
概
論
Ⅱ

1
海
洋
実
習

2
電
気
･電

子
工
学
Ⅰ

2
電
気
･電

子
工
学
Ⅱ

3
船
舶
安
全
学
Ⅰ

5
英
語
圏
異
文
化
実
習

5

環
日
本
海
諸
国
異
文
化
実

習

4
船
舶
工
学
Ⅰ

5
船
舶
工
学
Ⅱ

4
海
事
法
Ⅰ

3
船
舶
安
全
学
Ⅱ

3
電
子
回
路

3
電
気
機
器

1
情
報
処
理
Ⅰ

4
応
用
数
学
Ⅰ

5
応
用
数
学
Ⅱ

5
海
事
法
Ⅱ

5
計
測
･自

動
制
御
工
学
Ⅰ

5
計
測
･自

動
制
御
工
学
Ⅱ

5
航
海
科
学

5
海
法
特
論

5
船
体
管
理
特
論

4
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

5
海
洋
科
学
概
論

5
船
舶
工
学
特
論

5
電
気
電
子
工
学
特
論

5
蒸
気
原
動
機
特
論

5
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学

5
航
海
特
論

5
制
御
シ
ス
テ
ム
特
論

5
航
海
実
務

5
材
料
学
特
論

5
機
関
実
務

5
英
語
プ
レ
ゼ
ン

5
熱
機
関
工
学

5
地
球
環
境
流
体
力
学

5
伝
熱
工
学

専 門 科 目 　 （ 　 航 海 系

1
航
海
概
論
Ⅰ

1
校
内
練
習
船
実
習
Ⅰ

2
航
海
概
論
Ⅱ

2
航
海
測
位
論
Ⅰ

2 3
航
海
測
位
論
Ⅱ

3
航
海
測
位
論
Ⅲ

3
航
海
計
測
論
Ⅰ

航
海
英
語
Ⅰ

2
運
用
概
論
Ⅰ

2
運
用
概
論
Ⅱ

2
校
内
練
習
船
実
習
Ⅱ

3
実
験
実
習
Ⅰ

3
校
内
練
習
船
実
習
Ⅲ

4
航
海
測
位
論
Ⅳ

3
船
体
管
理
論
Ⅰ

3
船
体
管
理
論
Ⅱ

3
海
上
交
通
論
Ⅰ

5
海
洋
気
象
論
Ⅱ

4
海
運
論
Ⅰ

5
海
運
論
Ⅱ

4
航
海
計
測
論
Ⅱ

5
船
体
運
動
論

4
海
洋
気
象
論
Ⅰ

5
海
上
交
通
論
Ⅱ
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科 目 種 別

学 年
科 目

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ アー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロー バ リ ゼー ショ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミュ ニ ケー ショ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チー ム ワー ク 力

リー ダー シッ プ

倫 理 観（ 独 創 性 の 尊 重、 公 共 心）

離 家 庭 性、 適 応 性、 耐 性

未 来 志 向 性、 キャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

５ 単 位 以 上）

運 用 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

６ 単 位 以 上）

法 規 に 関 す る 科 目（ 講 義 又 は 演 習）（ ４ 単 位 以 上）

機 関 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ ３

２ 単 位 以 上）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）
（ ３ 単 位 以 上）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン ター ン シッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レー ダー 観 測 者 講 習（ 講 義）（ 2 1 時 間 以 上）

レー ダー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミュ レー タ 講 習

（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上）

機 関 救 命 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 1 3 時 間 以 上）
消 火 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 7 時 間 以 上）

上 級 航 海 英 語 講 習（ ７ ７ 時 間 以 上）

航 海 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

上 級 機 関 英 語 講 習（ ６ ３ 時 間 以 上）

機 関 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習（ 講 義 及 び 実 習）（ ４

０ 時 間 以 上）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

大 学 編 入 対 策

レ
ベ
ル

/6
段
階

開
講
単
位

25
38

44
97

13
7

0
0

0
16

0
0

6
9

1
2
2

8
0

5
0

2
2

1
0

3
0

1
7

8
6

0
0

0
0

1
0
6

0
0

0
0

1
2
2

0
0

0
0

0
1
8
2

0
2
5

0
4
3

0
0

5
3

0
6

2
0
0

8
0

0
7

6
6

6
5

3
0

3
0

7
0

0
0

養
成
単
位

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
5

1
6

4
3
3

3
.
5

0
0

0
0

0
2
2

1
4

1
8

1
8

9
9
0

0
7
5

0
3
1

0
0

0

商
船
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
養
/
専
門

開
講
単
位
数

学
習
単
位
数

教
 
 
養

専
門

技
術
者
が
分
野
共
通
で
備
え
る
べ
き
基
礎
的
能
力

技
術
者
が
備
え
る
べ
き
分
 野

 横
 断

 的
 能

 力
技
術
者
が
備
え
る
べ
き
分
野
別
の
専
門
的
能
力

免
許
講
習
(中

段
：
単
位
数
・
下
段
：
時
間
数
）

資
格
・

大
学
講

習

数 学

自
然
科
学

人
文
・
社
会

科
学

工
学
基
礎

専
門
的
能
力

の
実
質
化

航
海
系
（
３
５
単
位
以

上
）

機
関
系
（
３
５

単
位
以
上
）

資
質

総
合
的

な
学
習

経
験
と

創
造
的

分
野
別
の
専
門
工
学

合
計

汎
用
技
能

態
度
・
志
向
性
（
人
間

力
）

ﾓﾃ
ﾞﾙ
ｺｱ

必
修
単
位

選
択
単
位

必
修
単
位

選
択
単
位

分
野
別

の
工
学

実
験
・

実
習
能

富 山

4
4

4
4

4

3
3

3
3

3
3

3

0
.
5

1
.
2
5

9
2

4
4

4
4

3

1
1

1
1

1
1

1

0
.
3
7
5

0
.
3
7
5

1
1
.
5

4
4

4

1
1

1 1

4
4

1
1

1

3
0

4
4

1
1

1

1
2

4
4

4
4

5
5

5
5

3
3

1
1

3
3

1
1

3
3

1
1

3
3

1
1

3
3

3
3

3
4

1
1

1
1

1
1

4
4

1
1

4
4

1
1

4
4

1
1

4
4

4
4

4
4

1
1

1
1

1
1

1

8
.
5

4
4

4
4

4
4

2
2

2
2

2
2

1 7

4 1 4
4

1
1

3
3

3
3

3

1
1

1
1

1
1

0
.
1
2
5

0
.
2
5

5

3
3

3

1
1

1
1

3
0

3
3

3
3

3
3

2
2

2
2

2
2

0
.
5

0
.
5

3
3

3

1
1

1

0
.
5

3
3

3

1
1

1

0
.
5

3
3

3
3

3

1
1

1
1

1

0
.
1
2
5

0
.
2
5

3
3

3

1
1

1

0
.
8
7
5

3
3

3

1
1

1

0
.
8
7
5

3
3

3

1
1

1

0
.
5

3
3

3

1
1

1

0
.
5

3
3

3

1
1

1

0
.
5

3
3

3

1
1

1

0
.
5

3
3

3

1
1

1

0
.
5

3
3

3
3

3

3
3

3
3

3
3

1
.
5
5

0
.
1

1

3
3

3
3

3

1
1

1
1

1

0
.
1
2
5

0
.
2
5

4
4

4

1
1

1

0
.
8
7
5

4
4

4

1
1

1

0
.
8
7
5

4
4

4

1
1

1

0
.
8

4
4

4

1
1

1

0
.
8
5

4
4

4

1
1

1

0
.
7

0
.
0
5

4
4

4

1
1

1

0
.
7

0
.
0
5

4
4

4

1
1

1 1

4
4

4

1
1

1 1

4
4

4

1
1

1 1

4
4

4
4

1
1

1
1 1

4
4

4
4

2
2

2
2 2

4
4

4

1
1

1

0
.
5

4
4

4

1
1

1

0
.
5

4
4

4
4

4

3
3

3
3

3

1
.
5
5

0
.
1

4
4

4
4

4

1
1

1
1

1

0
.
1
2
5

0
.
2
5

4
4

4

1
1

1

0
.
8
5

4
4

4

1
1

1 1

4
4

4
4

1
1

1
1

1

3
0

4
4

4
4

5
5

5
5

3
3

1
1

3
3

1
1

3
3

1
1 3

1
1

3
3

1
1

4
4

4
4

4
4

4

1
1

1
1

1
1

1

4
4

1
1 1

1

5
5

6
6

　 ）

5
航
法
シ
ス
テ
ム
論

5
航
海
英
語
Ⅱ

4
商
船
学
演
習

4
実
験
実
習
Ⅱ

5
校
内
練
習
船
実
習
Ⅳ

3
情
報
処
理
Ⅱ

3
商
船
実
務

3
航
海
学
ゼ
ミ
Ⅰ

5
卒
業
研
究

2
航
海
力
学
Ⅰ

2
航
海
力
学
Ⅱ

4
航
海
学
ゼ
ミ
Ⅱ

5
航
海
学
ゼ
ミ
Ⅲ

5
海
事
法
Ⅲ

5
国
際
物
流
論

5
応
用
力
学
Ⅰ

5
応
用
力
学
Ⅱ

力
学
Ⅰ

2
力
学
Ⅱ

2
校
内
練
習
船
実
習
Ⅱ

3
内
燃
機
関
工
学
Ⅰ

5
船
舶
機
関
実
務

1
校
内
練
習
船
実
習
Ⅰ

2
機
関
英
語
Ⅰ

2
工
作
実
習

2 3
材
料
力
学
Ⅰ

3
材
料
力
学
Ⅱ

3
情
報
処
理
Ⅱ

3
内
燃
機
関
工
学
Ⅱ

3
工
業
熱
力
学
Ⅰ

3
工
業
熱
力
学
Ⅱ

5
内
燃
機
関
工
学
Ⅳ

4
蒸
気
原
動
機
工
学
Ⅰ

5
蒸
気
原
動
機
工
学
Ⅱ

3
実
験
実
習
Ⅰ

3
校
内
練
習
船
実
習
Ⅲ

4
内
燃
機
関
工
学
Ⅲ

5

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
Ⅱ

5
工
業
材
料
学
Ⅰ

4
設
計
製
図
Ⅰ

4
補
助
機
械
工
学
Ⅰ

5
補
助
機
械
工
学
Ⅱ

4

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
Ⅰ

5
船
舶
航
海
実
務

1
航
海
概
論
Ⅰ

2
航
海
概
論
Ⅱ

2
商
船
学
演
習

商
船
実
務

4
機
関
学
ゼ
ミ

専 門 科 目 　 （ 　 機 関 系 　 ）

5
工
業
材
料
学
Ⅱ

5
機
関
英
語
Ⅱ

5
卒
業
研
究

4
実
験
実
習
Ⅱ

4
校
内
練
習
船
実
習
Ⅳ

5
蒸
気
原
動
機
工
学
Ⅲ

5
設
計
製
図
Ⅱ

5
流
体
工
学
Ⅰ

5
流
体
工
学
Ⅱ

2
短
期
航
海
実
習

4
長
期
航
海
実
習
1

6
長
期
航
海
実
習
2

3
海
上
交
通
論
Ⅰ

3
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科 目 種 別

学 年
科 目

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ アー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロー バ リ ゼー ショ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミュ ニ ケー ショ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チー ム ワー ク 力

リー ダー シッ プ

倫 理 観（ 独 創 性 の 尊 重、 公 共 心）

離 家 庭 性、 適 応 性、 耐 性

未 来 志 向 性、 キャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

５ 単 位 以 上）

運 用 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

６ 単 位 以 上）

法 規 に 関 す る 科 目（ 講 義 又 は 演 習）（ ４ 単 位 以 上）

機 関 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ ３

２ 単 位 以 上）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）
（ ３ 単 位 以 上）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン ター ン シッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レー ダー 観 測 者 講 習（ 講 義）（ 2 1 時 間 以 上）

レー ダー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミュ レー タ 講 習

（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上）

機 関 救 命 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 1 3 時 間 以 上）
消 火 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 7 時 間 以 上）

上 級 航 海 英 語 講 習（ ７ ７ 時 間 以 上）

航 海 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

上 級 機 関 英 語 講 習（ ６ ３ 時 間 以 上）

機 関 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習（ 講 義 及 び 実 習）（ ４

０ 時 間 以 上）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

大 学 編 入 対 策

レ
ベ
ル

/6
段
階

開
講
単
位

25
38

44
97

13
7

0
0

0
16

0
0

6
9

1
2
2

8
0

5
0

2
2

1
0

3
0

1
7

8
6

0
0

0
0

1
0
6

0
0

0
0

1
2
2

0
0

0
0

0
1
8
2

0
2
5

0
4
3

0
0

5
3

0
6

2
0
0

8
0

0
7

6
6

6
5

3
0

3
0

7
0

0
0

養
成
単
位

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
5

1
6

4
3
3

3
.
5

0
0

0
0

0
2
2

1
4

1
8

1
8

9
9
0

0
7
5

0
3
1

0
0

0

商
船
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
養
/
専
門

開
講
単
位
数

学
習
単
位
数

教
 
 
養

専
門

技
術
者
が
分
野
共
通
で
備
え
る
べ
き
基
礎
的
能
力

技
術
者
が
備
え
る
べ
き
分
 野

 横
 断

 的
 能

 力
技
術
者
が
備
え
る
べ
き
分
野
別
の
専
門
的
能
力

免
許
講
習
(中

段
：
単
位
数
・
下
段
：
時
間
数
）

資
格
・

大
学
講

習

数 学

自
然
科
学

人
文
・
社
会

科
学

工
学
基
礎

専
門
的
能
力

の
実
質
化

航
海
系
（
３
５
単
位
以

上
）

機
関
系
（
３
５

単
位
以
上
）

資
質

総
合
的

な
学
習

経
験
と

創
造
的

分
野
別
の
専
門
工
学

合
計

汎
用
技
能

態
度
・
志
向
性
（
人
間

力
）

ﾓﾃ
ﾞﾙ
ｺｱ

必
修
単
位

選
択
単
位

必
修
単
位

選
択
単
位

分
野
別

の
工
学

実
験
・

実
習
能

富 山

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

7
7

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

1
4

1
4

4
課
外
活
動

課
外
活
動

2
課
外
活
動

3
課
外
活
動

3
集
団
行
動
（
寮
生
活
）

4
集
団
行
動
（
寮
生
活
）

5
集
団
行
動
（
寮
生
活
）

5
課
外
活
動

1
集
団
行
動
（
寮
生
活
）

2
集
団
行
動
（
寮
生
活
）

日 課 外 活 動

1
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科 目 種 別

学 年
科 目

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ アー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロー バ リ ゼー ショ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミュ ニ ケー ショ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チー ム ワー ク 力

リー ダー シッ プ

倫 理 観（ 独 創 性 の 尊 重、 公 共 心）

離 家 庭 性、 適 応 性、 耐 性

未 来 志 向 性、 キャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

５ 単 位 以 上）

運 用 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

６ 単 位 以 上）

法 規 に 関 す る 科 目（ 講 義 又 は 演 習）（ ４ 単 位 以 上）

機 関 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ ３

２ 単 位 以 上）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）
（ ３ 単 位 以 上）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン ター ン シッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レー ダー 観 測 者 講 習（ 講 義）（ 2 1 時 間 以 上）

レー ダー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミュ レー タ 講 習

（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上）

機 関 救 命 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 1 3 時 間 以 上）
消 火 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 7 時 間 以 上）

上 級 航 海 英 語 講 習（ ７ ７ 時 間 以 上）

航 海 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

上 級 機 関 英 語 講 習（ ６ ３ 時 間 以 上）

機 関 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習（ 講 義 及 び 実 習）（ ４

０ 時 間 以 上）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

1 級 小 型 船 舶 操 縦 士

大 学 編 入 対 策

レ
ベ
ル

/6
段
階

開
講
単
位

91
34

34
41

18
16

0
14

14
26

18
16

6
1
2

2
2
2

1
0

0
1
2

0
1
6

8
2
9

1
8

9
8

0
0

0
0

9
4

0
0

0
0

1
1
7

0
0

0
0

0
1
6
6

0
3
9

0
3
9

0
0

3
8

0
2

2
0
7

1
0

0
5

2
3

3
3

4
0

4
0

0
0

5
0

養
成
単
位

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
5

1
6

4
3
2

3
0

0
0

0
0

2
1

1
4

1
4

1
4

7
7
7

0
6
3

0
4
0

0
4
2

0

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

3
3

3
3

2
2

2
2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

3
3

3
3

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

3
2

2
2

2
2

2
2

3
3

2
2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2
2

2

2
2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

3
3

3
3

2
2

2
2

3
3

3

2
2

1

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

3
3

3

2
2

2
2

2

4
1

3
2

3
3

3

2
2

2
2

2

3
7

3
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

1
1

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

1
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

3
3

3
3

3

2
2

2
2

2

4
4

4
4

4

2
2

2
2

2

3
3

3
3

3

2
2

2
2

2

3
3

3
3

3

2
2

2
2

2

3
3

3
3

3

2
2

2
2

2

3
3

3
3

2
2

2
2

4
4

4
4

2
2

2
2

3
3

3
3

3

1
1

1
1

1

4
4

4
4

4

1
1

1
1

1

3
3

3

1
1

1

3
3

3

4
4

4

1
1

1

4
4

4

1
1

1

3
3

3

1
1

1

3
3

3

3
3

3

1
1

1

4
4

4

1
1

1

3
3

3

1
1

1

3
3

3

1
1

1

3
3

3

1
1

1

3
3

3

2
2

2

0
.
9

0
.
8

0
.
1

3
3

3
3

2
2

2
2

1
1
.
2

3
3

3
3

2
2

2
2

1
2

3
3

3
3

2
2

2
2

2
1
.
2

2
2

1
1

3
3

1
1

3
3

2
2

3
3

1
1

3
3

1
1

3
3

3

1
1

1

商
船
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
養
/
専
門

開
講
単
位
数

学
修
単
位
数

教
 
 
養

専
門

技
術
者
が
分
野
共
通
で
備
え
る
べ
き
基
礎
的
能
力

技
術
者
が
備
え
る
べ
き
分
 野

 横
 断

 的
 能

 力
技
術
者
が
備
え
る
べ
き
分
野
別
の
専
門
的
能
力

免
許
講
習
(中

段
：
単
位
数
・
下
段
：
時
間
数
）

資
格
・
大
学

講
習

数 学

自
然
科
学

人
文
・
社
会

科
学

工
学
基
礎

専
門
的
能
力

の
実
質
化

航
海
系
（
３
５
単
位
以

上
）

機
関
系
（
３
５

単
位
以
上
）

資
質

総
合
的

な
学
習

経
験
と

創
造
的

思
考
力

分
野
別
の
専
門
工
学

分
野
別

の
工
学

実
験
・

実
習
能

力

合
計

一 般 科 目

1
国
語
総
合
1

2
国
語
総
合
2

汎
用
技
能

態
度
・
志
向
性
（
人
間

力
）

1
基
礎
数
学
1

1
基
礎
数
学
2

3
微
分
積
分
3

2
代
数
幾
何
1

3
代
数
幾
何
2

1
基
礎
数
学
3

2
微
分
積
分
1

2

ﾓﾃ
ﾞﾙ
ｺｱ

必
修
単
位

選
択
単
位

必
修
単
位

選
択
単
位

3
現
代
社
会

3
国
語
総
合
3

1
歴
史
１

2
歴
史
２

微
分
積
分
2

3
化
学
基
礎

1
保
健
体
育
1

2
保
健
体
育
2

1
物
理
学
Ⅰ

2
物
理
学
Ⅱ

2
理
科
総
合

1
En
gl
is
h

Co
mm
un
ic
at
io
n2

1
En
gl
is
h 
Ex
pr
es
si
on
1

2

En
gl
is
h

Co
mm
un
ic
at
io
n3

3
保
健
体
育
3

1

芸
術
（
書
道
・
美
術
・

音
楽
）

1
En
gl
is
h

Co
mm
un
ic
at
io
n1

3
総
合
英
語
2

1
一
般
教
育
基
礎
1

2
一
般
教
育
基
礎
2

2

En
gl
is
h

Co
mm
un
ic
at
io
n4

2
En
gl
is
h 
Ex
pr
es
si
on
2

3
総
合
英
語
1

4
社
会
科
学
概
論

5
法
学

4
化
学
1

4
国
語
表
現

5
文
学
概
論

4
哲
学

4
英
語
1

英
語
2

5
英
語
3

5
化
学
2

4
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
実
習
1

5
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
実
習
2

5
ド
イ
ツ
語
3

5
ド
イ
ツ
語
4

5
中
国
語

5
英
語
4

4
ド
イ
ツ
語
1

ド
イ
ツ
語
2

5
フ
ラ
ン
ス
語

5
ス
ペ
イ
ン
語

1
航
海
概
論

1
機
関
概
論

2 2
基
礎
力
学

2
応
用
数
学
1

3
応
用
数
学
2

電
気
電
子
理
論

2
基
礎
船
舶
工
学

1
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
1

2
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
2

3
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
1

鳥 羽
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科 目 種 別

学 年
科 目

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ アー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロー バ リ ゼー ショ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミュ ニ ケー ショ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チー ム ワー ク 力

リー ダー シッ プ

倫 理 観（ 独 創 性 の 尊 重、 公 共 心）

離 家 庭 性、 適 応 性、 耐 性

未 来 志 向 性、 キャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

５ 単 位 以 上）

運 用 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

６ 単 位 以 上）

法 規 に 関 す る 科 目（ 講 義 又 は 演 習）（ ４ 単 位 以 上）

機 関 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ ３

２ 単 位 以 上）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）
（ ３ 単 位 以 上）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン ター ン シッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レー ダー 観 測 者 講 習（ 講 義）（ 2 1 時 間 以 上）

レー ダー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミュ レー タ 講 習

（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上）

機 関 救 命 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 1 3 時 間 以 上）
消 火 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 7 時 間 以 上）

上 級 航 海 英 語 講 習（ ７ ７ 時 間 以 上）

航 海 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

上 級 機 関 英 語 講 習（ ６ ３ 時 間 以 上）

機 関 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習（ 講 義 及 び 実 習）（ ４

０ 時 間 以 上）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

1 級 小 型 船 舶 操 縦 士

大 学 編 入 対 策
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ル
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養
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学
修
単
位
数
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養

専
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技
術
者
が
分
野
共
通
で
備
え
る
べ
き
基
礎
的
能
力

技
術
者
が
備
え
る
べ
き
分
 野
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 能

 力
技
術
者
が
備
え
る
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き
分
野
別
の
専
門
的
能
力

免
許
講
習
(中

段
：
単
位
数
・
下
段
：
時
間
数
）

資
格
・
大
学

講
習

数 学

自
然
科
学

人
文
・
社
会

科
学

工
学
基
礎

専
門
的
能
力

の
実
質
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航
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系
（
３
５
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以
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機
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３
５
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4
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4
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4
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4

1
1

1
1 1

3
3

3

2
2

2 2

4
4

4
4
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4
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1
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3

3
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2
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4
4
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4
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1
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4
4
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4

1
1

1
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3
3
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1
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4
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4

1
1

1
1 1

3
3

3
3

2
2

2
2 2

4
4

4
4

2
2

2
2

共 通 専 門 科 目

1
海
技
実
習

2
商
船
学
演
習

1
練
習
船
実
習
1

4
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
2

5
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
3

4
海
事
英
語

4
船
舶
通
信
概
論

4
小
型
船
舶
論

2
練
習
船
実
習
2

5
卒
業
研
究

5
情
報
処
理

5
海
外
研
修

5
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

5
船
舶
設
計
論

5
貿
易
物
流
論

5
小
型
船
舶
実
習

5
特
別
講
義

操
船
論

3
航
海
気
象
学

3
輸
送
安
全
学

3
航
海
法
規

専 門 科 目 　 （ 　 航 海 系 　 ）

3
航
海
シ
ス
テ
ム
論

4
測
位
シ
ス
テ
ム
論

3
地
文
航
海
学

4
天
文
航
海
学

3 5
海
運
実
務
論

5
機
関
実
務

3
運
用
学
実
験

4
海
事
法
規

5
海
運
政
策
論

5
船
舶
通
信
論

4
航
海
実
務

5
航
海
英
語

4
船
舶
安
全
論

4
航
海
学
実
験

3
練
習
船
実
習
3

5
練
習
船
実
習
4

5
運
送
保
険
論

5
環
境
科
学
論

5
危
機
管
理
論

5
基
礎
統
計
学

5
表
現
技
法

5
海
事
国
際
法

舶
用
補
助
機
関
学
3

3
電
気
機
器
1

4
電
気
機
器
2

5

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス

3
計
測
制
御
工
学
1

5
計
測
制
御
工
学
2

3
舶
用
補
助
機
関
学
1

4
舶
用
補
助
機
関
学
2

5

内
燃
機
関
学
1

4
内
燃
機
関
学
2

5
内
燃
機
関
学
3

3
機
械
製
図
1

5
機
械
製
図
2

3
燃
料
・
潤
滑
工
学

4
蒸
気
原
動
機
工
学
1

4
蒸
気
原
動
機
工
学
2

3 5
蒸
気
原
動
機
工
学
3

3
熱
力
学

4
流
体
力
学

専 門 科 目 　 （ 　 機 関 系
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科 目 種 別

学 年
科 目

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ アー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロー バ リ ゼー ショ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミュ ニ ケー ショ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チー ム ワー ク 力

リー ダー シッ プ

倫 理 観（ 独 創 性 の 尊 重、 公 共 心）

離 家 庭 性、 適 応 性、 耐 性

未 来 志 向 性、 キャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

５ 単 位 以 上）

運 用 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

６ 単 位 以 上）

法 規 に 関 す る 科 目（ 講 義 又 は 演 習）（ ４ 単 位 以 上）

機 関 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ ３

２ 単 位 以 上）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）
（ ３ 単 位 以 上）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン ター ン シッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レー ダー 観 測 者 講 習（ 講 義）（ 2 1 時 間 以 上）

レー ダー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミュ レー タ 講 習

（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上）

機 関 救 命 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 1 3 時 間 以 上）
消 火 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 7 時 間 以 上）

上 級 航 海 英 語 講 習（ ７ ７ 時 間 以 上）

航 海 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

上 級 機 関 英 語 講 習（ ６ ３ 時 間 以 上）

機 関 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習（ 講 義 及 び 実 習）（ ４

０ 時 間 以 上）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

1 級 小 型 船 舶 操 縦 士

大 学 編 入 対 策
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2
2

2
2

4
4

4
4

2
2

2
2

1
1

5
5

6
6

0
0

7
7

0 3

0

4
0

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

7
7

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

1
4

1
4

工
業
材
料
1

3
練
習
船
実
習
3

3
課
外
活
動

4
課
外
活
動

救
命
講
習

4
消
火
講
習

4
EC
DI
S講

習

1
課
外
活
動

2
課
外
活
動

応
用
先
端
材
料

5
極
限
熱
輸
送
工
学

5
設
備
機
械

　 ）

5
機
関
英
語

5
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
学

5
制
御
論

5
練
習
船
実
習
4

4
機
関
学
実
務

5
工
業
材
料
2

3
舶
用
機
関
学
実
験
1

4
舶
用
機
関
学
実
験
2

4

集
団
行
動
（
寮
生
活
）

4
集
団
行
動
（
寮
生
活
）

5
集
団
行
動
（
寮
生
活
）

5
課
外
活
動

1
集
団
行
動
（
寮
生
活
）

2
集
団
行
動
（
寮
生
活
）

5
電
力
応
用
工
学

日 課 外 活 動

2
短
期
航
海
実
習

4
長
期
航
海
実
習
1

6
長
期
航
海
実
習
2
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科 目 種 別

学 年
科 目

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ アー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロー バ リ ゼー ショ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミュ ニ ケー ショ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チー ム ワー ク 力

リー ダー シッ プ

倫 理 観（ 独 創 性 の 尊 重、 公 共 心）

離 家 庭 性、 適 応 性、 耐 性

未 来 志 向 性、 キャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

５ 単 位 以 上）

運 用 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

６ 単 位 以 上）

法 規 に 関 す る 科 目（ 講 義 又 は 演 習）（ ４ 単 位 以 上）

機 関 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ ３

２ 単 位 以 上）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）
（ ３ 単 位 以 上）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン ター ン シッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レー ダー 観 測 者 講 習（ 講 義）（ 2 1 時 間 以 上）

レー ダー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミュ レー タ 講 習

（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上）

機 関 救 命 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 1 3 時 間 以 上）

消 火 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 7 時 間 以 上）
上 級 航 海 英 語 講 習（ ７ ７ 時 間 以 上）

航 海 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

上 級 機 関 英 語 講 習（ ６ ３ 時 間 以 上）

機 関 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習（ 講 義 及 び 実 習）（ ４

０ 時 間 以 上）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

1 級 小 型 船 舶 操 縦 士

大 学 編 入 対 策

レ
ベ
ル

/6
段
階

開
講
単
位

91
34

34
41

18
16

0
14

14
26

18
16

6
1
2

2
2
2

1
0

0
1
2

0
1
6

8
2
9

1
8

9
8

0
0

0
0

9
4

0
0

0
0

1
1
7

0
0

0
0

0
1
6
6

0
3
9

0
3
9

0
0

3
8

0
2

2
0
7

1
0

0
5

2
3

3
3

4
0

4
0

0
0

5
0

養
成
単
位

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
5

1
6

4
3
2

3
0

0
0

0
0

2
1

1
4

1
4

1
4

7
7
7

0
6
3

0
4
0

0
4
2

0

商
船
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
養
/
専
門

開
講
単
位
数

学
修
単
位
数

教
 
 
養

専
門

技
術
者
が
分
野
共
通
で
備
え
る
べ
き
基
礎
的
能
力

技
術
者
が
備
え
る
べ
き
分
 野

 横
 断

 的
 能

 力
技
術
者
が
備
え
る
べ
き
分
野
別
の
専
門
的
能
力

免
許
講
習
(中

段
：
単
位
数
・
下
段
：
時
間
数
）

資
格
・
大
学

講
習

数 学

自
然
科
学

人
文
・
社
会

科
学

工
学
基
礎

専
門
的
能
力

の
実
質
化

航
海
系
（
３
５
単
位
以

上
）

機
関
系
（
３
５

単
位
以
上
）

資
質

総
合
的

な
学
習

経
験
と

創
造
的

思
考
力

分
野
別
の
専
門
工
学

分
野
別

の
工
学

実
験
・

実
習
能

力

合
計

汎
用
技
能

態
度
・
志
向
性
（
人
間

力
）

ﾓﾃ
ﾞﾙ
ｺｱ

必
修
単
位

選
択
単
位

必
修
単
位

選
択
単
位

鳥 羽

4
4

4
4

1
1

1
1

0
.
8

4
4

4

1
1

1

4
4

4
4

4

3
3

3
3

3

2
.
8

0
.
2

4
4

4
4

4

2
2

2
2

2

1
.
5

0
.
1

3
3

3
3

3

1
1

1
1

1

0
.
6

0
.
4

4
4

4
4

4

2
2

2
2

2 1
1

4
4

4
4

4

2
2

2
2

2

4
4

4
4

2
2

2
2

4
4

4
4

2
2

2
2

4
4

4
4

2
2

2
2

4
4

4
4

2
2

2
2

4
4

4
4

2
2

2
2

4
4

4
4

2
2

2
2

4
4

4
4

2
2

2
2

1
1

5
5

6
6

0
0

7
7

0 3

0

4
0

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

7
7

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

1
4

1
4

工
業
材
料
1

3
練
習
船
実
習
3

3
課
外
活
動

4
課
外
活
動

救
命
講
習

4
消
火
講
習

4
EC
DI
S講

習

1
課
外
活
動

2
課
外
活
動

応
用
先
端
材
料

5
極
限
熱
輸
送
工
学

5
設
備
機
械

　 ）

5
機
関
英
語

5
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
学

5
制
御
論

5
練
習
船
実
習
4

4
機
関
学
実
務

5
工
業
材
料
2

3
舶
用
機
関
学
実
験
1

4
舶
用
機
関
学
実
験
2

4

集
団
行
動
（
寮
生
活
）

4
集
団
行
動
（
寮
生
活
）

5
集
団
行
動
（
寮
生
活
）

5
課
外
活
動

1
集
団
行
動
（
寮
生
活
）

2
集
団
行
動
（
寮
生
活
）

5
電
力
応
用
工
学

日 課 外 活 動

2
短
期
航
海
実
習

4
長
期
航
海
実
習
1

6
長
期
航
海
実
習
2
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科 目 種 別

学 年
科 目

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ アー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロー バ リ ゼー ショ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミュ ニ ケー ショ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チー ム ワー ク 力

リー ダー シッ プ

倫 理 観（ 独 創 性 の 尊 重、 公 共 心）

離 家 庭 性、 適 応 性、 耐 性

未 来 志 向 性、 キャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

５ 単 位 以 上）

運 用 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

６ 単 位 以 上）

法 規 に 関 す る 科 目（ 講 義 又 は 演 習）（ ４ 単 位 以 上）

機 関 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ ３

２ 単 位 以 上）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）
（ ３ 単 位 以 上）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン ター ン シッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レー ダー 観 測 者 講 習（ 講 義）（ 2 1 時 間 以 上）

レー ダー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミュ レー タ 講 習

（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上）

機 関 救 命 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 1 3 時 間 以 上）

消 火 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 7 時 間 以 上）
上 級 航 海 英 語 講 習（ ７ ７ 時 間 以 上）

航 海 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）
上 級 機 関 英 語 講 習（ ６ ３ 時 間 以 上）

機 関 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）
登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習（ 講 義 及 び 実 習）（ ４

０ 時 間 以 上）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

大 学 編 入 対 策

レ
ベ
ル

/6
段

階
開
講
単
位

10
8

39
39

1
0

0
0

0
0

0
0

0
2

9
1

1
9

5
0

5
0

1
6

1
0

2
6

1
0

6
6

0
0

0
0

9
6

0
0

0
0

1
2
3

0
0

0
0

0
1
7
5

0
1
1

0
4
9

0
0

5
0

0
3

2
0
2

1
0

0
2

2
3

3
1

3
0

3
0

3
4

0
0

養
成
単
位

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
6
.
5

1
7

4
3
6

4
0

0
0

0
0

2
2

1
6

1
4

1
4

8
9
0

0
7
5

0
4
2

0
0

0

2
2

2
2

3
3

3
3

3
2

2
2

2
3

3
3

3
3

3
3

2
2

2
2

3
3

3
3

1
1

1
1

4
4

4
4

1
1

1
1

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2
2

2
2

2
2

3
3

3
3

1
1

1
1

4
4

4
4

1
1

1
1

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

3
3

2
2

3
3

2
2

2
2

2

1
1

1

2
2

2

2
2

2

3
3

3

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

3
3

3

1
1

1

3
3

3

1
1

1

2
2

2

4
4

4

2
2

2

4
4

4

3
3

3

3
3

3

2
2

2

2
2

2

2
2

2

2
2

2

3
3

3

2
2

2

3
3

3

2
2

2

4
4

4

2
2

2

2
2

2
2

2

2
2

2
2

2

2
2

2
2

2

2
2

2
2

2

3
3

3
3

2
2

2
2

3
3

3
3

1
1

1
1

4
4

4
4

2
2

2
2

3
3

3

2
2

2

3
3

3
3

3

1
1

1
1

1

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

1
1

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

1
0
.
5

2
2

2
2

2
2

2
2

2
2

3
3

3
3

2
2

2
2

1
.
5

2
2

1
1

3
3

1
1

2
2

2

1
1

1
1

1

3
0

3
0

4
4

4
4

4
4

1
1

1
1

1
1

1
0
.
5

0
.
5

2
2

2
2

2
2

2
2

0
.
5

1
0
.
5

2
2

2
2

2
2

2
2

0
.
5

1

4
4

2
2

2
2

2
2

2
2

1
1

1
1

1
1

0
.
5

0
.
5

0
.
5

2
2

2
2

2
2

1
1

1
1

1
1

1
1

1

1
2

1
2

8

4
4

4

1
1

1

1
1

4
4

4
4

7
7

7
7

3
3

3

2
2

2 2

4
4

4

1
1

1

0
.
5

0
.
5

4
4

4

1
1

1

0
.
5

0
.
5

3
3

3

1
1

1 1

4
4

4

1
1

1 1

商
船

学
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

教
養
/
専
門

開
講

単
位

数
学

習
単

位
数

教
 
 
養

専
門

技
術

者
が

分
野

共
通

で
備

え
る

べ
き

基
礎

的
能

力
技

術
者

が
備

え
る

べ
き

分
 
野
 
横
 
断
 
的
 
能
 
力

技
術

者
が

備
え

る
べ

き
分

野
別

の
専

門
的

能
力

免
許

講
習

(中
段

：単
位

数
・下

段
：時

間
数

）
資
格
・

大
学
講

習

数 学

自
然

科
学

人
文

・
社

会
科

学
工

学
基

礎
専

門
的

能
力

の
実

質
化

航
海

系
（

３
５

単
位

以
上

）
機

関
系

（
３

５
単

位
以

上
）

資
質

総
合

的
な

学
習

経
験

と
創

造
的

思
考

力

分
野

別
の

工
学

実
験

・
実

習
能

力

合
計

一 般 科 目

1
国
語

2
国
語

汎
用

技
能

態
度

・
志

向
性

（
人

間
力

）
ﾓﾃ

ﾞﾙ
ｺｱ

必
修

単
位

選
択

単
位

必
修

単
位

選
択

単
位

3
国
語

4
国
語

5
文
学
と
思
想

2
数
学
Ⅱ

Ａ

広 島
分

野
別

の
専

門
工

学

2
数
学
Ⅱ

Ｃ

1
数
学
Ⅰ

Ａ

1
数
学
Ⅰ

Ｂ

1
数
学
Ⅰ

Ｃ

1
政
治
・
経
済

4
社
会
特

論

5
社
会
特

論

1
地
理

1
歴
史

2
歴
史

2
物
理

2
数
学
Ⅱ
Ｂ

3
物
理

1
理
科
総
合

3
数
学
Ⅲ
Ａ

3
数
学
Ⅲ
Ｂ

1
物
理

1
総
合
英
語

Ⅰ

2
総
合
英
語

Ⅱ

3
総
合
英
語

Ⅲ

2
理
科
総
合

3
理
科
総
合

1
芸
術

4
発
展
英
語

Ⅰ

5
発
展
英
語

Ⅱ

1
保
険
体
育

Ⅰ

1
英
語
表
現

Ⅰ

2
英
語
表
現

Ⅱ

3
英
語
表
現

Ⅲ

5
体
育
・
ｽﾎ

ﾟｰ
ﾂⅢ

4

第
二
外
国
語
（
中

国
語

、
独

語
、
仏
語
）

5
校
外
学

習

2
保
険
体
育
Ⅱ

3
体
育
・
ｽﾎ

ﾟｰ
ﾂⅠ

4
体
育
・
ｽﾎ

ﾟｰ
ﾂⅡ

電
気
基
礎

2
情
報
処
理

3
情
報
処
理

2
海
事
英
語
基

礎

1
基
礎
実

習

1
商
船
演

習

2
商
船
演

習

1
商
船
概

論

2

共 通 専 門 科 目

航
路
論

3
天
文
航
法

4
天
文
航
法

5
応
用
数
学

1
海
事
演
習

2
海
事
演
習

5
船
舶
安
全
工

学

2
舶
用
機
関
工

学

2
工
業
力

学

4
海
事
法
規
Ⅰ

5
卒
業
研

究

3
地
文
航

法

4
航
路
論

5
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科 目 種 別

学 年
科 目

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ アー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロー バ リ ゼー ショ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミュ ニ ケー ショ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チー ム ワー ク 力

リー ダー シッ プ

倫 理 観（ 独 創 性 の 尊 重、 公 共 心）

離 家 庭 性、 適 応 性、 耐 性

未 来 志 向 性、 キャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

５ 単 位 以 上）

運 用 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

６ 単 位 以 上）

法 規 に 関 す る 科 目（ 講 義 又 は 演 習）（ ４ 単 位 以 上）

機 関 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ ３

２ 単 位 以 上）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）
（ ３ 単 位 以 上）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン ター ン シッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レー ダー 観 測 者 講 習（ 講 義）（ 2 1 時 間 以 上）

レー ダー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミュ レー タ 講 習

（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上）

機 関 救 命 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 1 3 時 間 以 上）

消 火 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 7 時 間 以 上）

上 級 航 海 英 語 講 習（ ７ ７ 時 間 以 上）
航 海 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

上 級 機 関 英 語 講 習（ ６ ３ 時 間 以 上）

機 関 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）
登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習（ 講 義 及 び 実 習）（ ４

０ 時 間 以 上）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

大 学 編 入 対 策

レ
ベ
ル

/6
段
階

開
講
単
位

10
8

39
39

1
0

0
0

0
0

0
0

0
2

9
1

1
9

5
0

5
0

1
6

1
0

2
6

1
0

6
6

0
0

0
0

9
6

0
0

0
0

1
2
3

0
0

0
0

0
1
7
5

0
1
1

0
4
9

0
0

5
0

0
3

2
0
2

1
0

0
2

2
3

3
1

3
0

3
0

3
4

0
0

養
成
単
位

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
6
.
5

1
7

4
3
6

4
0

0
0

0
0

2
2

1
6

1
4

1
4

8
9
0

0
7
5

0
4
2

0
0

0

商
船

学
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

教
養
/
専
門

開
講

単
位

数
学

習
単

位
数

教
 
 
養

専
門

技
術

者
が

分
野

共
通

で
備

え
る

べ
き

基
礎

的
能

力
技

術
者

が
備

え
る

べ
き

分
 
野
 
横
 
断
 
的
 
能
 
力

技
術

者
が

備
え

る
べ

き
分

野
別

の
専

門
的

能
力

免
許

講
習

(中
段

：単
位

数
・下

段
：時

間
数

）
資
格
・

大
学
講

習

数 学

自
然

科
学

人
文

・
社

会
科

学
工

学
基

礎
専

門
的

能
力

の
実

質
化

航
海

系
（

３
５

単
位

以
上

）
機

関
系

（
３

５
単

位
以

上
）

資
質

総
合

的
な
学

習
経
験

と
創
造

的
思
考

力

分
野

別
の

工
学

実
験

・
実

習
能

力

合
計

汎
用

技
能

態
度

・
志

向
性

（
人

間
力

）
ﾓﾃ

ﾞﾙ
ｺｱ

必
修

単
位

選
択

単
位

必
修

単
位

選
択

単
位

広 島
分

野
別

の
専

門
工

学

3
3

3

2
2

2 2

4
4

4

1
1

1 1

3
3

1
1

4
4

4

1
1

1

3
3

3

1
1

1

1

4
4

4

1
1

1

1

4
4

4

2
2

2

2

4
4

4

1
1

1

1

4
4

4

1
1

1

1

3
3

1
1

1

4
4

1
1

1

4
4

1
1

1

4
4

4

1
1

1

0
.
5

0
.
5

3
3

3
3

3

1
1

1
1

1
1

3
0

4
4

4
4

4

1
1

1
1

1
1

3
0

3
3

3
3

3

2
2

2
2

2
2

2

2
2

1
6

4
4

4
4

4

1
1

1
1

1
1

1
6

4
4

4
4

4

2
2

2
2

2
2

2
6

3
3

3
3

3

3
3

3
3

3

1
.
5

1
.
5

4
4

4
4

4

2
2

2
2

2 1
1

4
4

4
4

4

1
1

1
1

1

0
.
5

0
.
5

3
3

3
3

3

2
2

2
2

2 1
1

4
4

4
4

4

1
1

1
1

1

0
.
5

0
.
5

4
4

4
4

4

2
2

2
2

2 1
1

3
3

3

2
2

2

1
.
5

3
3

3

2
2

2

1
.
5

3
3

3

2
2

2

1
.
5

3
3

3
3

2
2

2
2 2

3
3

3

2
2

2 2

4
4

4

1
1

1 1

4
4

4

1
1

1 1

4
4

4

1
1

1 1

4
4

4

1
1

1 1

4
4

4

1
1

1 1

4
4

4

1
1

1 1

4
4

4
4

1
1

1
1 1

4
4

4

2
2

2

1
.
5

4
4

4

2
2

2 2

4
4

4

2
2

2 2

4
4

4

1
1

1 1

4
4

4

1
1

1

4
4

4

1
1

1 1

4
4

4

1
1

1 1

3
3

3
3

1
1

1
1

1

0
.
5

1
5

4
4

4

1
1

1
1

3
0

3
3

3
3

3

1
1

1
1

1

3
3

3
3

3

2
2

2
2

2 2

4
4

4
4

4

1
1

1
1

1 1

4
4

4
4

4

1
1

1
1

1 1

3
3

3
3

3

2
2

2
2

2

1
.
5

0
.
5

4
4

4
4

4

1
1

1
1

1

0
.
5

0
.
5

4
4

4
4

4

2
2

2
2

2

1
.
5

0
.
5

1
1

5
5

6
6

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

7
7

2
8

2
8

4
航
海
計
器

3
電
波
法
規

4
無
線
工
学

4
載
貨
論

5
載
貨
論

3
航
海
法
規

3
操
船
論

4
船
体
管
理
論

5
海
洋
気
象

3
航
海
英
語

5
航
海
英
語

3
航
海
演
習

4
航
海
法
規

5
海
事
法
規
Ⅱ

5
物
流
管
理
論

4
実
験
実
習

5
実
験
実
習

3
校
内
練
習
船
実

習

4
航
海
演
習

5
航
海
演
習

3
実
験
実
習

電
気
電
子
工
学

3
設
計
製
図

3
材
料
力
学

4
内
燃
機
関
Ⅱ

4
校
内
練
習
船
実

習

5
校
内
練
習
船
実

習

3
内
燃
機
関
Ⅰ

3
熱
流
体
力
学

3 4
機
械
力
学
Ⅰ

4
造
船
工
学

4
流
体
機
械
Ⅰ

4
蒸
気
工
学
Ⅰ

4
推
進
シ
ス
テ
ム

工
学

3
課
外
活
動

4
課
外
活
動

5
校
内
練
習
船
実

習

3
機
関
演
習

3
実
験
実
習

4
実
験
実
習

5
実
験
実
習

3
校
内
練
習
船
実

習

4
校
内
練
習
船
実

習

専 門 科 目 　 （ 　 機 関 系 　 ）

課
外
活
動

2
課
外
活
動

5
機
関
管
理

3
機
関
英
語

4
機
関
英
語

5
機
械
力
学
Ⅱ

5
数
値
計
算

4
機
関
管
理

5
流
体
機
械
Ⅱ

5
蒸
気
工
学
Ⅱ

5
電
気
機
械

4
計
測
自
動
制

御

専 門 科 目  （ 　 航 海 系 　 ）

3
航
海
計
器

5
課
外
活
動

1
集
団
行
動

日 課 外 活 動

2
短
期
航
海
実

習

4
長
期
航
海
実

習
1

6
長
期
航
海
実

習
2

1

科 目 種 別

学 年
科 目

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ アー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロー バ リ ゼー ショ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミュ ニ ケー ショ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チー ム ワー ク 力

リー ダー シッ プ

倫 理 観（ 独 創 性 の 尊 重、 公 共 心）

離 家 庭 性、 適 応 性、 耐 性

未 来 志 向 性、 キャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

５ 単 位 以 上）

運 用 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

６ 単 位 以 上）

法 規 に 関 す る 科 目（ 講 義 又 は 演 習）（ ４ 単 位 以 上）

機 関 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ ３

２ 単 位 以 上）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）
（ ３ 単 位 以 上）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン ター ン シッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レー ダー 観 測 者 講 習（ 講 義）（ 2 1 時 間 以 上）

レー ダー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミュ レー タ 講 習

（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上）

機 関 救 命 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 1 3 時 間 以 上）

消 火 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 7 時 間 以 上）

上 級 航 海 英 語 講 習（ ７ ７ 時 間 以 上）

航 海 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）
上 級 機 関 英 語 講 習（ ６ ３ 時 間 以 上）

機 関 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習（ 講 義 及 び 実 習）（ ４

０ 時 間 以 上）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

大 学 編 入 対 策

レ
ベ
ル
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階
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0
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0
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0
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0
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0

0
2

2
3

3
1

3
0

3
0

3
4
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位
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0
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0

0
0

1
6
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1
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4
3
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0

0
0

0
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1
6

1
4

1
4

8
9
0

0
7
5

0
4
2

0
0

0

商
船

学
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

教
養
/
専
門

開
講

単
位

数
学

習
単

位
数

教
 
 
養

専
門

技
術

者
が

分
野

共
通

で
備

え
る

べ
き

基
礎

的
能

力
技

術
者

が
備

え
る

べ
き

分
 
野
 
横
 
断
 
的
 
能
 
力

技
術

者
が

備
え

る
べ

き
分

野
別

の
専

門
的

能
力

免
許

講
習

(中
段

：単
位

数
・下

段
：時

間
数

）
資
格
・

大
学
講

習

数 学

自
然

科
学

人
文

・
社

会
科

学
工

学
基

礎
専

門
的

能
力

の
実

質
化

航
海

系
（

３
５

単
位

以
上

）
機

関
系

（
３

５
単

位
以

上
）

資
質

総
合
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習
経
験

と
創
造

的
思
考

力

分
野

別
の

工
学

実
験

・
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習
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力
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度

・
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力
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ﾞﾙ
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航
海
計
器

3
電
波
法
規

4
無
線
工
学

4
載
貨
論

5
載
貨
論

3
航
海
法
規

3
操
船
論

4
船
体
管
理
論

5
海
洋
気
象

3
航
海
英
語

5
航
海
英
語

3
航
海
演
習

4
航
海
法
規

5
海
事
法
規
Ⅱ

5
物
流
管
理
論

4
実
験
実
習

5
実
験
実
習

3
校
内
練
習
船
実

習

4
航
海
演
習

5
航
海
演
習

3
実
験
実
習

電
気
電
子
工
学

3
設
計
製
図

3
材
料
力
学

4
内
燃
機
関
Ⅱ

4
校
内
練
習
船
実

習

5
校
内
練
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船
実

習
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内
燃
機
関
Ⅰ

3
熱
流
体
力
学

3 4
機
械
力
学
Ⅰ
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工
学

4
流
体
機
械
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4
蒸
気
工
学
Ⅰ

4
推
進
シ
ス
テ
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工
学

3
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活
動

4
課
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5
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3
機
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演
習

3
実
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実
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4
実
験
実
習

5
実
験
実
習

3
校
内
練
習
船
実

習

4
校
内
練
習
船
実

習

専 門 科 目 　 （ 　 機 関 系 　 ）

課
外
活
動

2
課
外
活
動

5
機
関
管
理

3
機
関
英
語

4
機
関
英
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5
機
械
力
学
Ⅱ

5
数
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計
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4
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管
理

5
流
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械
Ⅱ

5
蒸
気
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学
Ⅱ

5
電
気
機
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4
計
測
自
動
制

御

専 門 科 目  （ 　 航 海 系 　 ）

3
航
海
計
器

5
課
外
活
動

1
集
団
行
動

日 課 外 活 動

2
短
期
航
海
実

習

4
長
期
航
海
実

習
1

6
長
期
航
海
実

習
2

1
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科 目 種 別

学 年
科 目

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ アー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロー バ リ ゼー ショ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミュ ニ ケー ショ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チー ム ワー ク 力

リー ダー シッ プ

倫 理 観（ 独 創 性 の 尊 重、 公 共 心）

離 家 庭 性、 適 応 性、 耐 性

未 来 志 向 性、 キャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

５ 単 位 以 上）

運 用 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

６ 単 位 以 上）

法 規 に 関 す る 科 目（ 講 義 又 は 演 習）（ ４ 単 位 以 上）

機 関 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ ３

２ 単 位 以 上）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）
（ ３ 単 位 以 上）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン ター ン シッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レー ダー 観 測 者 講 習（ 講 義）（ 2 1 時 間 以 上）

レー ダー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミュ レー タ 講 習

（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上）

機 関 救 命 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 1 3 時 間 以 上）

消 火 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 7 時 間 以 上）
上 級 航 海 英 語 講 習（ ７ ７ 時 間 以 上）

航 海 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

上 級 機 関 英 語 講 習（ ６ ３ 時 間 以 上）

機 関 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習（ 講 義 及 び 実 習）（ ４

０ 時 間 以 上）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

大 学 編 入 対 策

レ
ベ

ル
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0
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0
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0
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0
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0
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1
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0

3
0

3
4

0
0

養
成

単
位

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
6
.
5

1
7

4
3
6

4
0

0
0

0
0

2
2

1
6

1
4

1
4

8
9
0

0
7
5

0
4
2

0
0

0

商
船

学
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

教
養
/
専

門
開
講
単
位
数

学
習
単
位
数

教
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専
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技
術

者
が

分
野

共
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で
備

え
る

べ
き

基
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的
能

力
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術
者

が
備

え
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べ
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分
 
野
 
横
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的
 
能
 
力

技
術
者
が
備
え
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き
分
野
別
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門
的
能
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免
許
講
習
(中

段
：単

位
数
・下

段
：時

間
数
）

資
格

・
大

学
講

習

数 学

自
然

科
学

人
文

・
社

会
科

学
工

学
基

礎
専
門
的
能
力

の
実
質
化

航
海
系
（
３
５
単
位
以

上
）

機
関
系
（
３
５

単
位
以
上
）

資
質

総
合
的

な
学
習

経
験
と

創
造
的

思
考
力

分
野
別

の
工
学

実
験
・

実
習
能

力

合
計

汎
用

技
能

態
度

・
志

向
性

（
人

間
力

）
ﾓﾃ
ﾞﾙ
ｺｱ

必
修
単
位

選
択
単
位

必
修
単
位

選
択
単
位

広 島
分
野
別
の
専
門
工
学

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

1
4

1
4

3
集

団
行

動

4
集

団
行

動

5
集

団
行

動

2
集

団
行

動
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科 目 種 別

学 年
科 目

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ アー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロー バ リ ゼー ショ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミュ ニ ケー ショ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チー ム ワー ク 力

リー ダー シッ プ

倫 理 観（ 独 創 性 の 尊 重、 公 共 心）

離 家 庭 性、 適 応 性、 耐 性

未 来 志 向 性、 キャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

５ 単 位 以 上）

運 用 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

６ 単 位 以 上）

法 規 に 関 す る 科 目（ 講 義 又 は 演 習）（ ４ 単 位 以 上）

機 関 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ ３

２ 単 位 以 上）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）
（ ３ 単 位 以 上）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン ター ン シッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レー ダー 観 測 者 講 習（ 講 義）（ 2 1 時 間 以 上）

レー ダー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミュ レー タ 講 習

（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上）

機 関 救 命 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 1 3 時 間 以 上）
消 火 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 7 時 間 以 上）

上 級 航 海 英 語 講 習（ ７ ７ 時 間 以 上）

航 海 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

上 級 機 関 英 語 講 習（ ６ ３ 時 間 以 上）

機 関 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習（ 講 義 及 び 実 習）（ ４

０ 時 間 以 上）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

大 学 編 入 対 策
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資
質

法
学

共 通 専 門 科 目

商
船

学
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

教
養
/
専

門
開

講
単

位
数

学
習

単
位

数
教
 
 
養

専
門

技
術

者
が

分
野

共
通

で
備

え
る

べ
き

基
礎

的
能

力
技

術
者

が
備

え
る

べ
き

分
 
野
 
横
 
断
 
的
 
能
 
力

技
術

者
が

備
え

る
べ

き
分

野
別

の
専

門
的

能
力

免
許

講
習

(中
段

：単
位

数
・下

段
：時

間
数

）
資

格
・

大
学

講
習

数 学

自
然

科
学

人
文

・
社

会
科

学
工

学
基

礎
専

門
的

能
力

の
実

質
化

航
海

系
（

３
５

単
位

以
上

）
機

関
系

（
３

５
単

位
以

上
）

分
野

別
の

専
門

工
学

総
合

的
な

学
習

経
験

と
創

造
的

思
考

力

合
計

一 般 科 目

1
国

語
I

1
国

語
Ⅱ

汎
用

技
能

態
度

・
志

向
性

（
人

間
力

）

1
地

理

2
倫

理
社

会

1
物

理

2
物

理

1
化

学

3
政

治
経

済

5 2
化

学

1
理

科
総

合

1
数

学
1

大 島

5

分
野

別
の

工
学

実
験

・
実

習
能

力

ﾓﾃ
ﾞﾙ

ｺｱ
必

修
単

位
選

択
単

位
必

修
単

位
選

択
単

位

2
日

本
史

2
国

語
Ⅲ

3
国

語
Ⅲ

1
世

界
史

哲
学

3
数

学
5

3
数

学
6

1
保

健
体

育

1
数

学
2

2
数

学
3

2
数

学
4

5
保

健
体

育

1
英

語
講

読

2
英

語
講

読

2
保

健
体

育

3
保

健
体

育

4
保

健
体

育

3
英

語
表

現

4
現

代
英

語

5
現

代
英

語

3
英

語
講

読

1
英

語
演

習

2
英

語
演

習

5
数

学
概

論

5
実

践
英

会
話

5
英

語
特

論
Ⅰ

1
芸

術

5
日

本
文

学

5
経

営
学

2
電

気
電

子
基

礎

2
力

学
基

礎

5
英

語
特

論
Ⅱ

5
日

本
語

学

5
化

学
特

論

1
海

運
概

論

5
船

舶
管

理

5
応

用
数

学

5
企

業
と

法

5
国

際
文

化
論

2
工

学
基

礎

キ
ャ

リ
ア

セ
ミ

ナ
ー

1
情

報
処

理

2
情

報
処

理

2
船

舶
工

学

1
基

礎
セ

ミ
ナ

ー

2
キ

ャ
リ

ア
セ

ミ
ナ

ー

4

実
験

実
習

2
実

験
実

習

3
実

験
実

習

1
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科 目 種 別

学 年
科 目

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ アー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロー バ リ ゼー ショ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミュ ニ ケー ショ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チー ム ワー ク 力

リー ダー シッ プ

倫 理 観（ 独 創 性 の 尊 重、 公 共 心）

離 家 庭 性、 適 応 性、 耐 性

未 来 志 向 性、 キャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

５ 単 位 以 上）

運 用 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

６ 単 位 以 上）

法 規 に 関 す る 科 目（ 講 義 又 は 演 習）（ ４ 単 位 以 上）

機 関 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ ３

２ 単 位 以 上）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）
（ ３ 単 位 以 上）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン ター ン シッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レー ダー 観 測 者 講 習（ 講 義）（ 2 1 時 間 以 上）

レー ダー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミュ レー タ 講 習

（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上）

機 関 救 命 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 1 3 時 間 以 上）
消 火 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 7 時 間 以 上）

上 級 航 海 英 語 講 習（ ７ ７ 時 間 以 上）

航 海 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

上 級 機 関 英 語 講 習（ ６ ３ 時 間 以 上）

機 関 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習（ 講 義 及 び 実 習）（ ４

０ 時 間 以 上）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

大 学 編 入 対 策
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0
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0
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0
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2
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2

1
1

5
5

6
6

共 通 専 門 科 目

4
実

験
実

習

1
練

習
船

実
習

2
練

習
船

実
習

1
海

事
実

務

2
海

事
実

務

3
海

事
実

務

3
練

習
船

実
習

4
練

習
船

実
習

5
練

習
船

実
習

4
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ

5
海

上
安

全
学

5
海

運
経

済

4
海

事
実

務

5
海

事
実

務

5
卒

業
研

究

5
海

洋
管

理

5

エ
ネ

ル
ギ

ー
プ

ラ
ン

ト
管

理

5
造

船
工

学

5
船

舶
載

貨
論

4
海

上
交

通
法

5
海

洋
環

境
工

学

専 門 科 目 　 （ 　 航 海 系 　 ）

3
地

文
航

法

4
天

文
航

法

3
航

海
計

器

4 3
海

洋
気

象
学

3
船

舶
整

備
論

4
船

舶
整

備
論

電
波

航
法

4
航

路
論

5
航

路
論

3
操

船
論

35
海

事
法

規

推
進

工
学

4
舶

用
補

機

5
舶

用
補

機

3

海
事

英
語

4
海

事
英

語

4
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

4
制

御
工

学

3
熱

流
体

力
学

3
工

業
力

学

5
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

専 門 科 目 　 （ 　 機 関 系 　 ）
3

内
燃

機
関

学

4
内

燃
機

関
学

4
蒸

気
工

学

5 3
電

気
電

子
工

学

4
電

気
機

器
学

3
計

測
工

学

蒸
気

工
学

4 3
設

計
製

図

5
海

事
法

規

3
海

事
英

語

材
料

力
学

3
金

属
材

料
学

5
燃

料
潤

滑
油

4
海

事
英

語

4
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

5
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

2
短

期
航

海
実

習

4
長

期
航

海
実

習
1

6
長

期
航

海
実

習
2
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科 目 種 別

学 年
科 目

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ アー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロー バ リ ゼー ショ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミュ ニ ケー ショ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チー ム ワー ク 力

リー ダー シッ プ

倫 理 観（ 独 創 性 の 尊 重、 公 共 心）

離 家 庭 性、 適 応 性、 耐 性

未 来 志 向 性、 キャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

５ 単 位 以 上）

運 用 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

６ 単 位 以 上）

法 規 に 関 す る 科 目（ 講 義 又 は 演 習）（ ４ 単 位 以 上）

機 関 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ ３

２ 単 位 以 上）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）
（ ３ 単 位 以 上）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン ター ン シッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レー ダー 観 測 者 講 習（ 講 義）（ 2 1 時 間 以 上）

レー ダー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミュ レー タ 講 習

（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上）

機 関 救 命 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 1 3 時 間 以 上）
消 火 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 7 時 間 以 上）

上 級 航 海 英 語 講 習（ ７ ７ 時 間 以 上）

航 海 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

上 級 機 関 英 語 講 習（ ６ ３ 時 間 以 上）

機 関 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習（ 講 義 及 び 実 習）（ ４

０ 時 間 以 上）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

大 学 編 入 対 策

レ
ベ

ル
/6

段
階

開
講

単
位

11
7

28
28

33
0

0
0

0
0

20
0

0
0

9
0

2
0

4
0

6
0

1
1
0

2
6

1
7

2
0

0
0

0
0

6
9

0
0

0
0

8
2

0
0

0
0

0
1
3
9

0
2
2

0
5
0

0
0

5
0

0
5

2
0
0

1
0

0
1

0
.
3

0
0

0
3

0
6

0
2
.
2

0
0

0

養
成

単
位

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
6
.
7

1
7
.
6

4
3
8
.
7

4
0

0
0

0
0

2
1

1
6

1
4

1
3

7
7
7

0
1
2
6

0
4
0

0
0

0

資
質

商
船

学
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

教
養
/
専

門
開

講
単

位
数

学
習

単
位

数
教
 
 
養

専
門

技
術

者
が

分
野

共
通

で
備

え
る

べ
き

基
礎

的
能

力
技

術
者

が
備

え
る

べ
き

分
 
野
 
横
 
断
 
的
 
能
 
力

技
術

者
が

備
え

る
べ

き
分

野
別

の
専

門
的

能
力

免
許

講
習

(中
段

：単
位

数
・下

段
：時

間
数

）
資

格
・

大
学

講
習

数 学

自
然

科
学

人
文

・
社

会
科

学
工

学
基

礎
専

門
的

能
力

の
実

質
化

航
海

系
（

３
５

単
位

以
上

）
機

関
系

（
３

５
単

位
以

上
）

分
野

別
の

専
門

工
学

総
合

的
な

学
習

経
験

と
創

造
的

思
考

力

合
計

汎
用

技
能

態
度

・
志

向
性

（
人

間
力

）

大 島
分

野
別

の
工

学
実

験
・

実
習

能
力

ﾓﾃ
ﾞﾙ

ｺｱ
必

修
単

位
選

択
単

位
必

修
単

位
選

択
単

位

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

7
7

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

2
8

1
4

1
4

3
課

外
活

動

4
課

外
活

動

5
課

外
活

動

日 課 外 活 動

1
課

外
活

動

2 4
集

団
行

動

5
集

団
行

動

1
集

団
行

動

2
集

団
行

動

3
集

団
行

動

課
外

活
動
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科 目 種 別

学 年
科 目

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ アー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロー バ リ ゼー ショ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミュ ニ ケー ショ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チー ム ワー ク 力

リー ダー シッ プ

倫 理 観（ 独 創 性 の 尊 重、 公 共 心）

離 家 庭 性、 適 応 性、 耐 性

未 来 志 向 性、 キャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

５ 単 位 以 上）

運 用 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

６ 単 位 以 上）

法 規 に 関 す る 科 目（ 講 義 又 は 演 習）（ ４ 単 位 以 上）

機 関 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ ３

２ 単 位 以 上）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）
（ ３ 単 位 以 上）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン ター ン シッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レー ダー 観 測 者 講 習（ 講 義）（ 2 1 時 間 以 上）

レー ダー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミュ レー タ 講 習

（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上）

機 関 救 命 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 1 3 時 間 以 上）
消 火 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 7 時 間 以 上）

上 級 航 海 英 語 講 習（ ７ ７ 時 間 以 上）

航 海 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

上 級 機 関 英 語 講 習（ ６ ３ 時 間 以 上）

機 関 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習（ 講 義 及 び 実 習）（ ４

０ 時 間 以 上）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

大 学 編 入 対 策

レ
ベ

ル
/6

段
階

開
講

単
位

11
9

30
30

1
0

0
6

0
0

0
0

0
2

1
1

2
1
8

4
0

4
0

1
9

2
0

1
0

2
8

0
0

0
0

5
0

0
0

0
0

7
9

0
0

0
0

0
1
3
7

0
8

0
5
3

0
0

5
6

0
0

2
0
0

0
0

0
4

4
8

8
4

3
0

3
0

0
2
1

0
0

養
成

単
位

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
5
.
2

1
6
.
2

4
.
4

3
2
.
4

3
.
2

0
0

0
0

0
2
2

1
4

1
4

1
4

7
9
0

0
9
0

0
0

1
7
5
.
5
0

0

3

3
3

3

3

3
3

3

3

2
2

2

3

1
1

1

3

2
2

2

3

2
2

2

3

2
2

2

3

2
2

2

3

2
2

2

3

1
1

3

4
4 3

4
4 3

4
4 3

2
2 3

2
2 3

2
2

3

2
2

2

3

2
2

2

3

2
2

2

3

2
2

2

1
1

2
2

2
2

3
3

3
3

2
2

2
2

1
1

1
1

1
1

3

2
2

2

3

2
2

2

3

2
2

2

3

1
1

1

3
3

3
3

2
5

2
2

2
2

1
3

3

1
1

1

3

1
1

1

3

1
1

1

3

2
2

2
2

2
2

6
0

6
0

5
0

3

1
1

1

2
2

2

2
2

4

2
2

2

0
.
5

4

1
1

1

0
.
5

4

1
1

1

0
.
8

4

1
1

1 1

4
4

2
2

2
2

1
.
2

0
.
9

4

2
2 4

1
1

4

2
2

2
2

0
.
2

1
0

4

2
2

2

0
.
3

4
4

2
2

2
2

0
.
4

2

4
4

2
2

2
2

0
.
8

0
.
3

1
3

4
4

2
2

2

0
.
5

0
.
6

0
.
6

4
4

2
2

2

0
.
8

0
.
4

4
4

2
2

2
2

2
2

2

0
.
8

0
.
5

3
3

4

4
4

2
2

2
2

0
.
4

0
.
6

1

4

1
1

1

0
.
3

0
.
3

2
4

4

1
1

1

0
.
1

0
.
1

2
5

1
1

1
1

1
1

3
0

3
0

1
3

4

1
1

1

4
4

2
2

2
2

2
2

0
.
3

0
.
2

0
.
1

5
5

5

4

2
2

0
.
2

0
.
2

4

2
2

2
2

2
2

0
.
3

0
.
3

6
1

1
3

商
船

学
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

教
養
/
専

門
開

講
単

位
数

学
習

単
位

数
教
 
 
養

専
門

技
術

者
が

分
野

共
通

で
備

え
る

べ
き

基
礎

的
能

力
技

術
者

が
備

え
る

べ
き

分
 
野
 
横
 
断
 
的
 
能
 
力

技
術

者
が

備
え

る
べ

き
分

野
別

の
専

門
的

能
力

免
許

講
習

(中
段

：単
位

数
・下

段
：時

間
数

）
資
格
・

大
学
講

習

数 学

自
然

科
学

人
文

・
社

会
科

学
工

学
基

礎
専

門
的

能
力

の
実

質
化

航
海

系
（

３
５

単
位

以
上

）
機

関
系

（
３

５
単

位
以

上
）

資
質

総
合

的
な

学
習

経
験

と
創

造
的

思
考

力

分
野

別
の

専
門

工
学

合
計

一 般 科 目

1
国

語

2
国

語

汎
用

技
能

態
度

・
志

向
性

（
人

間
力

）

1
地

歴
1

2
地

歴
2

2
数

学
1

3
数

学
1

1
数

学
2

4
法

学

5
生

物
概

論

1

分
野

別
の

工
学

実
験

・
実

習
能

力

ﾓﾃ
ﾞﾙ

ｺｱ
必

修
単

位
選

択
単

位
必

修
単

位
選

択
単

位

3
公

民
2

3
国

語

4
国

語

3
公

民
1

数
学

1

2
化

学

1
物

理

2
物

理

2
数

学
2

3
数

学
特

論

1
化

学

3
体

育

4
体

育

5
体

育

1
保

健

1
体

育

2
体

育

4
総

合
英

語

1
英

語
表

現

2
英

語
表

現

1
総

合
英

語

2
総

合
英

語

3
総

合
英

語

4
英

語
購

読

5
英

語
購

読

4
第

二
外

国
語

1
基

礎
英

語

2
基

礎
英

語

3
基

礎
英

語

1

芸
術

(音
楽

・
美

術
・

書
道

）

共 通 専 門 科 目

4
応

用
数

学

2
基

礎
力

学

3
材

料
力

学

3 2
電

磁
気

学

3
電

気
工

学
1

4
電

子
工

学
1

熱
力

学

3
水

力
学

1
情

報
処

理
1

2
情

報
処

理
2

4
船

舶
安

全
工

学

3
海

事
法

規
1

2
通

信
工

学

3
計

測
・

制
御

1

1
商

船
学

概
論

3
船

舶
工

学

1
漕

艇
・

通
信

2
実

験
実

習
1

3
実

験
実

習
2

2
通

信
法

規

2
専

門
英

語
1

3
専

門
英

語
2

弓 削
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科 目 種 別

学 年
科 目

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

一 般 ・ 共 通 専 門

航 海 系

機 関 系

第 ２ 外 国 語

保 健 ・ 体 育

芸 術
物 理

物 理 実 験

化 学

化 学 実 験

ラ イ フ サ イ エ ン ス ・ アー ス サ イ エ ン ス

国 語
英 語

社 会

工 学 リ テ ラ シ

技 術 者 倫 理

情 報 リ テ ラ シ

工 学 史

グ ロー バ リ ゼー ショ ン ・ 異 文 化 多 文 化 理 解

コ ミュ ニ ケー ショ ン ス キ ル

合 意 形 成

情 報 収 集 ・ 活 用 ・ 発 信 力

課 題 発 見

論 理 的 思 考 力

主 体 性

自 己 管 理 力

責 任 感

チー ム ワー ク 力

リー ダー シッ プ

倫 理 観（ 独 創 性 の 尊 重、 公 共 心）

離 家 庭 性、 適 応 性、 耐 性

未 来 志 向 性、 キャ リ ア デ ザ イ ン 力

創 成 能 力

エ ン ジ ニ ア リ ン グ デ ザ イ ン 能 力

航 海 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

５ 単 位 以 上）

運 用 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ １

６ 単 位 以 上）

法 規 に 関 す る 科 目（ 講 義 又 は 演 習）（ ４ 単 位 以 上）

機 関 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）（ ３

２ 単 位 以 上）

執 務 一 般 に 関 す る 科 目（ 講 義、 演 習、 実 験 又 は 実 習）
（ ３ 単 位 以 上）

実 験 ・ 校 内 練 習 船

航 訓 練 習 船 ・ 寮 ・ 団 体 行 動

イ ン ター ン シッ プ

P B L 教 育

共 同 教 育

レー ダー 観 測 者 講 習（ 講 義）（ 2 1 時 間 以 上）

レー ダー ・ 自 動 衝 突 予 防 援 助 装 置 シ ミュ レー タ 講 習

（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上

救 命 講 習 ・（ 講 義）（ 1 4 時 間 以 上）

機 関 救 命 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 1 3 時 間 以 上）
消 火 講 習（ 講 義 ・ 実 技）（ 7 時 間 以 上）

上 級 航 海 英 語 講 習（ ７ ７ 時 間 以 上）

航 海 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

上 級 機 関 英 語 講 習（ ６ ３ 時 間 以 上）

機 関 英 語 講 習（ １ ４ 時 間 以 上）

登 録 電 子 海 図 情 報 表 示 装 置 講 習（ 講 義 及 び 実 習）（ ４

０ 時 間 以 上）

第 一 級 海 上 特 殊 無 線 技 士

大 学 編 入 対 策
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7-2 海事教育セミナー資料 

 

 

(1) 平成 27 年度海事教育セミナー講演資料

S- 1～31

(2) 平成 28 年度キャリア教育講演会資料 

         S- 32～37 
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7-3 これからの海事人材に必要とされる

資質に関するアンケート調査 

(1) アンケート調査内容 Q- 1～3

(2) アンケート調査集計表 Q- 4～14







1Q－



2Q－

新人採用時に必要とされる知識について

基礎学力としてどのような定義をお持ちですか。

基礎学力としてどのようなレベルを要求されていますか。

専門基礎知識としてどのような定義をお持ちですか。

専門基礎知識としてどのようなレベルを要求されていますか。

新人採用時に必要とされる汎用技能について，コミュニケーション能力（英語）コミュニケーション能力（日

本語），合意形成，情報収集･活用・発信力，課題発見，論理的思考力がありますが，御社にとって重要視するの

は何ですか？ つ以上挙げて，それぞれの項目において要求するレベルを，具体例を挙げるなど，できるだけ分

かり易く説明してください。

重要視する汎用技能 求めるレベル

Q-2



3Q－

新人採用時に必要とされる人間力について，責任感，主体性，自己管理力，責任感，チームワーク力，リー

ダーシップ力（またはマネージメント力），倫理観がありますが，御社にとって重要視するのは何ですか？ つ以

上挙げて，それぞれの項目において要求するレベルを，具体例を挙げるなど，できるだけ分かり易く説明してく

ださい。

重要視する人間力 求めるレベル

新人採用時に必要とされる資質について，未来志向性・キャリアデザイン力，慣海性，離家庭性，（忍）耐力

がありますが，御社にとって重要視するのは何ですか？ つ以上挙げて，それぞれの項目において要求

するレベルを，具体例を挙げるなど，できるだけ分かり易く説明してください。

重要視する資質 求めるレベル

アンケートのご協力ありがとうございました。

Q-3





4Q－
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ｺ
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ﾆ
ｹ
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ｮﾝ

能
力
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日

本
語
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え
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れ
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体
力
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ﾆ
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ｮﾝ
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齢
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潜
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成
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ﾑ
ﾜ
ｰ

ｸ
力

・
効

率
よ

く
物

事
を

進
め

る
能

力

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ
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仕
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仕
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ﾆ
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ｼ
ｮﾝ
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で
き

る
主

体
性
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司
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に
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ゼ
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を
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が
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動
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持

て
る

レ
ベ

ル

自
己

管
理

力
・
正

し
く
ま

と
も

な
判

断
が

で
き

る
こ

と

電
気

・
機

械
・
船

舶
な

ど
の

知
識

基
準

や
規

範
に

基
づ

い
て

判
断

で
き

る

耐
力

・
社

会
経

験
を

積
み

な
が

ら
築

き
上

げ
る

も
の

（
忍

）
耐

力

5
・
そ

の
他

（
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
）

諸
教

科
に

お
け

る
基

本
的

な
知

識
や

能
力

基
準

や
規

範
に

基
づ

い
て

判
断

で
き

る
・
辛

い
仕

事
で

あ
っ

て
も

す
ぐ

に
会

社
を

辞
め

な
い

、
続

け
る

力

3
.

新
人

採
用

時
に

必
要

と
さ

れ
る

人
間

力
に

つ
い

て
、

御
社

に
と

っ
て

重
要

視
す

る
の

は
な

ん
で

す
か

？
4
.

新
人

採
用

時
に

必
要

と
さ

れ
す

資
質

に
つ

い
て

、
御

社
に

と
っ

て
重

要
視

す
る

の
は

何
で

す
か

？

1
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力

（
日

本
語

）

離
家

庭
性

・
実

家
、

自
宅

、
彼

女
等

と
離

れ
て

長
期

（
3
〜

6
ヶ

月
）
の

乗
船

に
耐

え
ら

れ
る

か
、

そ
れ

を
理

解
で

き
て

い
る

か
、

体
験

し
て

い
る

か

教
育

機
関

に
お

け
る

取
得

資
格

を
習

得
出

来
て

い
る

か
ど

う
か

最
低

限
免

除
さ

れ
た

海
技

資
格

の
口

述
合

格

1
.

新
人

採
用

時
に

必
要

と
さ

れ
る

知
識

に
つ

い
て

2
.

新
人

採
用

時
に

必
要

と
さ

れ
る

汎
用

技
能

に
つ

い
て

、
御

社
に

と
っ

て
重

要
視

す
る

の
は

何
で

す
か

？
整

理
番

号
事

業
内

容

・
海

上
輸

送
事

業
（
外

航
）

・
海

上
輸

送
事

業
（
内

航
）

・
港

湾
物

流
事

業

・
そ

の
他

（
陸

上
輸

送
、

倉
庫

、
通

関
）

未
来

志
向

性
2

・
海

上
輸

送
事

業
（
外

航
）

・
海

上
輸

送
事

業
（
内

航
）

一
般

社
会

人
と

し
て

最
低

限
必

要
な

レ
ベ

ル

船
に

乗
る

に
あ

た
り

最
低

限
必

要
な

レ
ベ

ル
（
用

語
・
法

規
）

上
級

資
格

の
取

得
状

況
（
筆

記
合

格
）
に

よ
り

知
識

が
あ

る
と

判
断

最
低

限
免

除
さ

れ
た

海
技

資
格

の
口

述
合

格

上
級

資
格

の
取

得
状

況
（
筆

記
合

格
）
に

よ
り

知
識

が
あ

る
と

判
断

海
技

資
格

（
国

家
試

験
）

を
所

有
し

て
い

る
こ

と
二

級
海

技
士

筆
記

程
度

の
レ

ベ
ル

4
・
海

上
輸

送
事

業
（
内

航
）

座
学

で
学

ぶ
基

礎
中

の
基

礎

座
学

と
実

践
と

の
差

は
埋

め
ら

れ
な

い
も

の
が

あ
り

、
現

状
を

継
続

で
良

い

座
学

で
学

ぶ
基

礎
中

の
基

礎

デ
ジ

タ
ル

化
（
機

械
化

）
が

進
む

中
で

、
ア

ナ
ロ

グ
知

識
も

専
門

分
野

の
知

識
と

し
て

持
っ

て
い

て
ほ

し
い

3
・
海

上
輸

送
事

業
（
外

航
）

Q-4
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1
-
1

1
-
2

1
-
3

1
-
4

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
定
義
を
お
持
ち
で

す
か

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要
求
さ

れ
て
い
ま
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
定
義
を
お
持

ち
で
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要

求
さ
れ
て
い
ま
す
か

重
要
視
す
る

汎
用
技
能

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

人
間
力

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

資
質

求
め
る
レ
ベ
ル

3
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
人
間
力
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
な
ん
で
す
か
？

4
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
す
資
質
に
つ
い
て
、

御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

1
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
に
つ
い
て

2
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
汎
用
技
能
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

整
理

番
号

事
業
内
容

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
能
力

・
上
長
の
指
導
を
パ
ワ
ハ
ラ
と

勘
違
い
し
な
い
レ
ベ
ル

倫
理
観

自
己
管
理
力

・
人
か
ら
見
識
を
疑
わ
れ
る
事

を
し
な
い
の
は
当
然
と
し
て
、

人
が
ず
れ
た
事
を
し
て
い
て
も

そ
れ
に
流
さ
れ
な
い
人
間
性

発
信
力

・
気
が
つ
い
た
異
常
を
上
司
に

正
確
に
伝
え
ら
れ
る
レ
ベ
ル

論
理
的
思
考
力

・
言
わ
れ
た
こ
と
を
た
だ
や
る

だ
け
で
な
く
、
諸
々
の
業
務
と

の
つ
な
が
り
を
考
え
る
力

忍
耐
力

・
少
々
厳
し
い
指
導
程
度
で
忍

耐
と
思
う
よ
う
で
は
論
外
.自

ら
の
力
不
足
を
謙
虚
に
受
け
と

め
、
厳
し
い
指
導
を
「
あ
り
が

た
い
」
と
思
え
る
人
間
性
.説

明
や
教
え
て
も
ら
え
る
事
が
あ
た

り
ま
え
と
見
え
る
フ
シ
が
あ
る

内
は
、
ま
だ
ま
だ
学
生

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
日
本
語
）

・
協
力
会
社
、
作
業
員
と
も
円

滑
に
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る

・
報
告
、
連
絡
、
相
談
を
怠
ら

な
い

責
任
感

・
夜
間
や
休
日
は
一
人
体
制

に
な
る
が
、
自
分
の
仕
事
を
全

う
で
き
る

・
困
難
な
仕
事
も
最
後
ま
で
や

り
抜
く

課
題
発
見

・
現
状
の
や
り
方
に
満
足
せ

ず
、
改
善
点
を
探
せ
る

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
一
人
で
完
結
で
き
る
仕
事
は

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
大
勢
の

人
と
協
力
し
合
い
、
尊
重
す
る

姿
勢

合
意
形
成

・
関
係
先
や
他
部
署
の
人
た

ち
と
最
前
策
を
練
り
、
意
見
を

統
一
で
き
る

主
体
性

・
若
手
は
3
〜
5
年
に
1
度
の
ｼ
ﾞｮ

ﾌ
ﾞﾛ
ｰ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
が
発
生
す
る
.自

ら
が
置
か
れ
た
場
所
で
使
命

を
全
う
で
き
る

未
来
志
向
性

・
自
分
自
身
の
目
標
を
持
ち
続

け
、
成
長
し
続
け
よ
う
と
す
る

意
欲
が
あ
る

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
1
つ
の
作
業
の
中
で
難
し
い

問
題
に
直
面
し
た
時
、
自
分
に

は
無
理
で
き
な
い
と
思
わ
ず
、

こ
れ
な
ら
で
き
る
と
い
っ
た
内

容
を
見
つ
け
、
で
き
る
人
の
手

足
に
な
ろ
う
と
す
る
チ
ー
ム
力

離
家
庭
性

・
船
員
と
し
て
わ
り
き
れ
る
考

え

責
任
感

・
与
え
ら
れ
た
事
は
、
人
に
聞

い
て
で
も
手
助
を
願
っ
て
で
も

完
了
さ
せ
る

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
日
本
語
）

合
意
形
成

論
理
的
思
考
力

到
達
レ
ベ
ル
1

倫
理
観

・
善
悪
の
判
断
を
つ
け
ら
れ
る

力

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
日
本
語
）

・
部
内
、
他
部
署
に
渡
り
、
広
く

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
を
取
り
、
円
滑
な

業
務
が
行
え
る
資
質

責
任
感

・
自
己
の
職
務
を
完
遂
す
る
.

ま
た
部
下
に
対
す
る
責
任
を

し
っ
か
り
持
て
る
人
間
力

忍
耐
力

・
狭
い
船
内
環
境
、
過
酷
な
海

上
勤
務
に
耐
え
う
る
強
靭
な

精
神
力

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
英
語
）

・
部
内
、
他
部
署
に
渡
り
、
広
く

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
を
取
り
、
円
滑
な

業
務
が
行
え
る
資
質

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
共
通
の
タ
ス
ク
を
皆
の
力
を

結
集
し
て
や
り
遂
げ
る
意
思
・

協
調
性
が
認
め
ら
れ
る
レ
ベ

ル

合
意
形
成

・
船
内
各
部
署
と
友
好
的
に
仕

事
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
で
き

る
人
材

ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ
ｼ
ｯ
ﾌ
ﾟ力

・
部
下
を
よ
く
指
揮
し
船
務
を

推
し
進
め
、
ま
た
不
測
の
事
態

に
も
果
敢
に
立
ち
向
か
え
る

人
材

・
陸
勤
や
他
社
派
遣
等
、
新
た

な
仕
事
を
避
け
る
傾
向
が
あ

る
が
、
こ
れ
を
成
果
の
チ
ャ
ン

ス
と
と
ら
え
、
自
ら
の
仕
事
の

幅
を
広
め
る
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
人

7
・
港
湾
物
流
事
業

一
般
的
な
学
力
が
あ
れ

ば
問
題
な
し

入
社
後
に
身
に
つ
け
て

も
ら
う
の
で
、
入
社
前
に

は
特
に
求
め
て
い
な
い

忍
耐
力

・
初
め
て
の
部
署
で
は
仕
事
に

慣
れ
る
ま
で
誰
し
も
が
辛
い
と

感
じ
る
.そ

れ
を
乗
り
越
え
る
我

慢
強
さ
を
備
え
て
い
る

6

主
体
性

・
お
金
を
も
ら
う
立
場
で
あ
る

事
を
認
識
の
上
で
、
上
長
が

何
を
し
て
欲
し
い
か
を
よ
く
考

え
行
動
す
る
人
物

・
「
言
わ
れ
て
な
い
か
ら
や
り
ま

せ
ん
で
し
た
」
は
論
外

未
来
志
向
性

ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ
ﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝ
力

あ
え
て
定
義
と
い
う
言
葉

を
用
い
た
質
問
の
意
図

が
掴
め
ず
、
回
答
不
能

部
員
－
船
員
と
し
て
の

常
識
が
わ
か
る
レ
ベ
ル

職
員
－
2
級
筆
記
レ
ベ

ル

部
員
－
高
卒
レ
ベ
ル

職
員
－
大
卒
レ
ベ
ル

あ
え
て
定
義
と
い
う
言
葉

を
用
い
た
質
問
の
意
図

が
掴
め
ず
、
回
答
不
能

・
海
上
輸
送
事
業

（
内
航
）
）

入
社
後
に
身
に
つ
け
て

も
ら
う
の
で
、
入
社
前
に

は
特
に
求
め
て
い
な
い

実
務
で
扱
う
書
類
内
容

を
理
解
で
き
る

報
告
書
や
請
求
書
を
正

し
く
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
る

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
際
、
積

荷
の
計
算
が
で
き
る

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
英
語
）

情
報
収
集
・
活
用
・
発

信
力

課
題
発
見

到
達
レ
ベ
ル
1

耐
力

・
少
人
数
で
年
齢
も
離
れ
た
人

達
と
の
共
同
生
活
に
耐
え
る

8

・
海
上
輸
送
事
業

（
外
航
）

・
海
上
輸
送
事
業

（
内
航
）

到
達
レ
ベ
ル
1

到
達
レ
ベ
ル
1

慣
海
性

・
海
上
職
の
特
殊
性
を
親
し

み
、
や
り
が
い
を
絶
や
さ
な
い

こ
と
の
で
き
る
資
質

9
・
海
上
輸
送
事
業

（
外
航
）

航
海
士
・
機
関
士
と
し
て

実
務
の
礎
と
な
る
学
力

を
備
え
て
い
る
こ
と

二
級
海
技
士
以
上
の
筆

記
試
験
合
格
レ
ベ
ル
、

上
位
学
業
成
績

航
海
士
・
機
関
士
と
し
て

実
務
の
礎
と
な
る
学
力

を
備
え
て
い
る
こ
と

二
級
海
技
士
以
上
の
筆

記
試
験
合
格
レ
ベ
ル
、

上
位
学
業
成
績

Q-5
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1
-
1

1
-
2

1
-
3

1
-
4

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
定
義
を
お
持
ち
で

す
か

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要
求
さ

れ
て
い
ま
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
定
義
を
お
持

ち
で
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要

求
さ
れ
て
い
ま
す
か

重
要
視
す
る

汎
用
技
能

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

人
間
力

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

資
質

求
め
る
レ
ベ
ル

3
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
人
間
力
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
な
ん
で
す
か
？

4
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
す
資
質
に
つ
い
て
、

御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

1
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
に
つ
い
て

2
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
汎
用
技
能
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

整
理

番
号

事
業
内
容

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
日
本
語
）

・
ど
の
よ
う
な
相
手
に
で
も
自

分
の
考
え
を
き
ち
ん
と
理
解
さ

せ
、
相
手
の
言
う
事
を
き
ち
ん

と
理
解
す
る
能
力
、
高
い
レ
ベ

ル
を
求
め
る

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
意
に
沿
わ
な
い
決
定
に
も
柔

軟
に
対
応
で
き
る
こ
と
、
高
い

レ
ベ
ル
を
求
め
る

忍
耐
力

・
高
い
仕
事
を
覚
え
る
上
で
、

我
慢
強
く
学
ぶ
事
が
で
き
る
能

力
、
高
い
レ
ベ
ル
を
求
め
る

合
意
形
成

・
自
分
の
意
見
を
押
し
通
す
の

で
は
な
く
、
相
手
の
発
言
を
理

解
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
取
れ

る
こ
と
、
高
い
レ
ベ
ル
を
求
め

る

責
任
感

・
任
さ
れ
た
仕
事
を
途
中
で
放

り
出
さ
な
い
（
あ
た
り
ま
え
の

事
）
、
高
い
レ
ベ
ル
を
求
め
る

論
理
的
思
考
力

・
志
望
動
機
に
説
得
力
が
あ
る

こ
と
、
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル
を

求
め
る

自
己
管
理
力

・
時
間
厳
守
、
き
ち
ん
と
し
た

身
だ
し
な
み
、
あ
る
程
度
の
レ

ベ
ル
を
求
め
る

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
日
本
語
）

・
到
達
レ
ベ
ル
4
以
上

・
乗
組
員
同
志
お
よ
び
接
客
も

あ
る
た
め
、
レ
ベ
ル
の
高
い
ｺ

ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
能
力
を
求
め
る

責
任
感

・
到
達
レ
ベ
ル
5
以
上

・
船
舶
職
員
と
し
て
、
部
員
を

指
示
し
,安

全
運
航
を
達
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.そ

の
た

め
に
責
任
感
の
強
い
学
生
を

希
望
す
る

情
報
収
集
・
活
用
・
発

信
力

・
到
達
レ
ベ
ル
4
以
上

・
航
海
当
直
や
荷
役
お
よ
び

出
入
港
S
/
B
時
に
危
険
予
知

や
適
切
な
報
告
が
求
め
ら
れ

る

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
到
達
レ
ベ
ル
3
以
上

・
フ
ェ
リ
ー
は
、
航
海
当
直
も
荷

役
も
チ
ー
ム
で
仕
事
を
す
る
た

め
、
協
調
性
も
必
要
で
あ
る

課
題
発
見

・
到
達
レ
ベ
ル
3
以
上

・
上
記
理
由
と
同
様
に
、
現
状

を
す
ば
や
く
認
識
し
、
判
断
で

き
る
能
力
が
必
要

自
己
管
理
力

・
到
達
レ
ベ
ル
3
以
上

・
自
己
の
評
価
が
適
切
に
判

断
で
き
、
体
調
管
理
等
に
つ
い

て
も
重
要
で
あ
る

慣
海
性

・
到
達
レ
ベ
ル
3
以
上

・
船
内
団
体
生
活
と
な
る
た

め
、
そ
の
特
殊
性
に
耐
え
ら
れ

る
職
員
を
求
め
る

忍
耐
力

・
船
内
に
日
本
人
が
3
人
く
ら

い
の
環
境
で
少
し
厳
し
め

（
我
々
と
し
て
は
ご
く
や
さ
し
い

と
思
っ
て
い
る
）
に
指
導
さ
れ

た
く
ら
い
で
ヘ
コ
ま
な
い
、
な
に

く
そ
！
と
ガ
ン
バ
ル
耐
力

海
・
船
が
好
き

・
上
記
の
原
動
力
と
し
て

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
日
本
語
）

・
意
志
の
疎
通
が
で
き
、
自
分

の
意
見
を
わ
か
り
や
す
く
発
信

で
き
る

・
他
人
の
意
見
を
傾
聴
し
、
理

解
し
対
応
で
き
る
レ
ベ
ル

責
任
感

・
与
え
ら
れ
た
仕
事
、
指
示
を

最
後
ま
で
や
り
と
げ
よ
う
と
す

る
レ
ベ
ル
（
目
標
達
成
の
た
め

の
意
欲
が
必
要
）

論
理
的
思
考
力

・
一
か
ら
十
を
知
る
、
応
用
力

を
持
つ
レ
ベ
ル

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
仕
事
は
１
人
で
行
う
も
の
で

は
な
く
、
組
織
の
中
で
行
う
た

め
、
報
・
連
・
相
の
重
要
性
を

認
識
し
て
実
践
す
る
レ
ベ
ル

課
題
発
見

・
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
の
中
か

ら
で
も
改
善
点
を
提
案
し
よ
う

と
す
る
レ
ベ
ル

自
己
管
理
力

・
「
自
己
を
律
す
る
」
は
当
社
の

理
念
で
も
あ
る
.健

康
面
は
も

ち
ろ
ん
、
チ
ー
ム
の
中
で
の
自

分
の
立
場
を
理
解
し
て
行
動

で
き
る
レ
ベ
ル

（
忍
）
耐
力

・
ど
ん
な
逆
境
に
お
い
て
も
、

自
分
の
成
す
べ
き
こ
と
を
探

し
、
取
り
組
め
る
レ
ベ
ル

・
失
敗
し
て
も
前
向
き
に
取
組

め
る

・
自
分
の
将
来
の
働
き
方
や

あ
る
べ
き
姿
を
想
像
で
き
る
レ

ベ
ル

合
格

ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ
ﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝ
力

・
若
い
う
ち
か
ら
将
来
的
に
管

理
職
を
担
う
意
識
を
持
っ
て
仕

事
を
す
る
、
あ
る
程
度
の
レ
ベ

ル
を
求
め
る

1
1

・
海
上
輸
送
事
業

（
内
航
）

定
義
は
な
い
.船

舶
職
員

と
し
て
基
本
的
な
学
力

が
あ
れ
ば
、
問
題
な
し
と

考
え
て
い
る

到
達
レ
ベ
ル
2
〜
3
以
上

あ
れ
ば
良
い

特
に
定
義
は
な
い
が
、

当
社
運
航
部
職
員
（
航

海
士
、
機
関
士
）
に
は
、

一
級
海
技
士
免
許
の
取

得
を
目
標
に
指
導
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
可

能
性
の
あ
る
学
生

到
達
レ
ベ
ル
4
以
上
、
左

記
の
理
由
に
よ
り
、
二

級
海
技
士
の
筆
記
試
験

に
合
格
で
き
る
レ
ベ
ル

が
望
ま
し
い
（
面
接
時
）

定
義
は
な
い

入
社
時
に
専
門
基
礎
知

識
は
要
求
し
て
な
い

1
0

忍
耐
力
（
体
力
）

・
到
達
レ
ベ
ル
5
以
上

・
多
く
の
人
命
を
預
か
る
運
航

部
職
員
と
し
て
教
育
を
受
け
る

た
め
、
一
般
の
商
船
に
比
べ

か
な
り
厳
し
い
研
修
で
あ
る

・
学
業
成
績
・
T
O
E
IC
を
参
考

に
平
均
的
で
あ
れ
ば
、
入
口
と

し
て
は
O
K
.あ

と
は
、
入
社
後

自
分
で
ガ
ン
バ
レ
.そ

れ
以
外

は
選
考
時
に
計
り
よ
う
が
な
い

1
2

学
校
を
卒
業
で
き
る
レ

ベ
ル

・
海
上
輸
送
事
業

（
外
航
）

学
校
成
績

・
港
湾
物
流
事
業

定
義
は
な
い

国
語
力
、
理
数
と
も
高

卒
程
度
と
考
え
る

英
語

1
3

・
造
船
関
連
事
業

論
理
的
な
思
考
能
力
の

高
さ
を
基
礎
知
識
と
同

等
に
評
価
し
て
い
る

一
般
的
な
レ
ベ
ル

特
に
重
要
視
し
て
い
な

い

そ
こ
そ
こ
.優

-
良
-
可
-
不

可
で
言
っ
た
ら
、
良
と
可

の
間
く
ら
い

二
級
海
技
士
筆
記
試
験

ガ
ッ
ツ

未
来
志
向
性

ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ
ﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝ
力
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1
-
1

1
-
2

1
-
3

1
-
4

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
定
義
を
お
持
ち
で

す
か

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要
求
さ

れ
て
い
ま
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
定
義
を
お
持

ち
で
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要

求
さ
れ
て
い
ま
す
か

重
要
視
す
る

汎
用
技
能

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

人
間
力

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

資
質

求
め
る
レ
ベ
ル

3
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
人
間
力
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
な
ん
で
す
か
？

4
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
す
資
質
に
つ
い
て
、

御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

1
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
に
つ
い
て

2
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
汎
用
技
能
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

整
理

番
号

事
業
内
容

ス
ト
レ
ス
耐
性

・
限
ら
れ
た
船
内
空
間
と
対
人

ス
ト
レ
ス
に
耐
え
ら
れ
る
人
物

を
求
め
る

責
任
感

・
与
え
ら
れ
た
職
務
を
や
り
遂

げ
る
能
力

英
語

・
T
O
IE
C
5
0
0
点
以
上

責
任
感

・
嘘
を
つ
か
な
い
、
言
い
訳
を

し
な
い
、
ご
ま
か
さ
な
い
、
批

判
し
な
い
、
投
げ
出
さ
な
い
、

逃
げ
な
い
、
押
し
付
け
な
い
こ

と
が
で
き
る
人
物

慣
海
性

・
港
湾
と
い
う
特
殊
な
世
界
で

業
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
一
般

社
会
と
は
異
な
る
習
慣
、
ル
ー

ル
、
技
術
が
存
在
す
る
.柔

軟
に
対
応
す
る
能
力
に
加
え
向

上
心
も
求
め
ら
れ
る

情
報
処
理

・
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
を
常
識

の
範
囲
で
使
用
で
き
る
こ
と

課
題
発
見

・
与
え
ら
れ
た
業
務
を
そ
つ
な

く
こ
な
す
だ
け
で
な
く
、
進
化
さ

せ
る
目
線

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
英
語
）

・
電
話
応
対
や
日
常
会
話
が

行
え
る
レ
ベ
ル

主
体
性

・
自
ら
考
え
て
判
断
し
、
行
動

す
る
こ
と
.相

手
の
た
め
に
な
る

こ
と
を
推
察
し
て
行
動
に
移
す

こ
と
が
で
き
る
レ
ベ
ル

課
題
発
見

・
物
事
や
事
象
に
対
し
て
疑
問

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
レ
ベ
ル

自
己
管
理
力

・
状
況
に
応
じ
自
分
が
何
を
す

る
の
か
考
え
て
行
動
で
き
る
レ

ベ
ル
.例

え
ば
、
宿
題
を
や
り

終
え
る
時
間
を
予
測
し
て
取

組
み
、
期
限
内
に
終
了
さ
せ
る

等

論
理
的
思
考
力

・
生
じ
た
課
題
に
対
し
て
一
般

教
養
や
基
礎
学
力
、
経
験
を

活
か
し
て
分
析
し
、
連
理
的
に

解
決
に
導
く
レ
ベ
ル

責
任
感

・
与
え
ら
れ
た
役
割
を
最
後
ま

で
や
り
遂
げ
る

ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ
ﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝ
力

・
自
ら
の
成
長
に
目
標
と
計
画

を
立
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
進

む
力

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
日
本
語
）

・
最
低
限
と
し
て
到
達
レ
ベ
ル

3
を
要
求

責
任
感

・
最
低
限
と
し
て
到
達
レ
ベ
ル

4
を
要
求
（
与
え
ら
れ
た
仕
事

を
や
り
き
る
）

忍
耐
力

・
上
長
か
ら
の
叱
責
を
素
直
に

受
け
止
め
、
次
に
活
か
す
こ
と

が
で
き
る

情
報
収
集
・
活
用
・
発

信
力

・
最
低
限
と
し
て
到
達
レ
ベ
ル

3
を
要
求

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
最
低
限
と
し
て
到
達
レ
ベ
ル

4
を
要
求
（
協
調
性
を
持
ち
、

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
を
助
け
合

う
こ
と
が
で
き
る
）

課
題
発
見

・
最
低
限
と
し
て
到
達
レ
ベ
ル

4
を
要
求

倫
理
観

・
最
低
限
と
し
て
到
達
レ
ベ
ル

4
を
要
求
（
一
般
常
識
、
モ
ラ

ル
が
あ
る
）

・
幅
広
い
年
齢
層
で
の
生
活

環
境
に
適
用
で
き
る
能
力
を

求
め
る

忍
耐
力

・
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を

建
設
的
に
設
計
し
、
実
現
に

向
け
て
行
動
す
る
力
が
あ
る

1
7

・
海
上
輸
送
事
業

（
内
航
）

高
等
学
校
に
よ
る
教
育

課
程
に
て
習
得
で
き
る

知
識

最
低
限
と
し
て
到
達
レ

ベ
ル
3
を
要
求

部
員
採
用
で
あ
れ
ば
海

技
免
状
4
級
取
得

職
員
採
用
で
あ
れ
ば
海

技
免
状
3
級
取
得

最
低
限
と
し
て
到
達
レ

ベ
ル
3
を
要
求

1
6

・
造
船
関
連
事
業

一
般
的
な
高
等
専
門
学

校
卒
業
程
度
の
学
力

一
般
的
な
高
等
専
門
学

校
で
学
ぶ
レ
ベ
ル
の
学

力
を
有
し
て
い
る
こ
と

具
体
的
に
は
定
め
ず

商
船
系
専
門
学
校
で
学

ぶ
レ
ベ
ル
の
船
舶
機
器

に
関
す
る
専
門
基
礎
知

識
を
有
し
て
い
る
こ
と

未
来
志
向
性

・
自
分
が
将
来
ど
の
よ
う
に
あ

り
た
い
か
を
考
え
て
、
そ
れ
に

向
け
て
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が

で
き
る
レ
ベ
ル

・
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
対
し
て
忍

耐
力
を
持
っ
て
取
り
組
む
よ
う

に
し
て
も
ら
い
た
い

耐
力
（
体
力
）

・
現
場
主
体
の
業
界
で
あ
り
、

本
船
が
出
港
す
る
ま
で
業
務

を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

就
業
時
間
（
0
9
時
〜
1
7
時
）
を

超
過
し
翌
朝
（
0
4
時
）
ま
で

ワ
ッ
チ
す
る
こ
と
も
余
儀
な
く
な

れ
る

主
体
性

・
上
司
か
ら
の
指
示
・
命
令
に

は
従
順
で
あ
り
つ
つ
、
間
違
っ

た
内
容
や
理
不
尽
な
要
求
に

は
ハ
ッ
キ
リ
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
人
物

1
4

・
海
上
輸
送
事
業

（
内
航
）

基
礎
学
力
を
土
台
に
し

た
知
識
の
活
用
力
や
読

解
力
、
表
現
力

到
達
レ
ベ
ル
3

専
門
基
礎
知
識
を
土
台

に
し
た
知
識
の
活
用
力

到
達
レ
ベ
ル
3

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
日
本
語
）

1
5

・
港
湾
物
流
事
業

当
社
は
一
般
常
識
に
加

え
、
商
船
高
専
か
ら
の

受
験
者
に
は
航
海
・
機

関
・
情
報
工
学
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
お
い
て
学

校
生
活
で
如
何
に
関

わ
っ
て
き
た
か
（
取
り
組

ん
で
き
た
か
）
を
斟
酌
す

る

ペ
ー
パ
ー
試
験
（
一
般

常
識
）
で
は
受
験
者
平

均
点
を
算
出
し
、
平
均

点
を
ク
リ
ア
す
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
る

学
業
成
績
書
よ
り
判
断

し
て
い
る

航
海
コ
ー
ス
で
あ
れ
ば

商
船
論
や
物
流
工
学
、

航
海
学
、
法
規
な
ど
成

績
よ
り
判
断

機
関
コ
ー
ス
で
あ
れ
ば

内
燃
機
や
電
気
工
学
、

力
学
（
水
・
熱
・
材
料
）
、

法
規
な
ど
成
績
よ
り
判

断

未
来
志
向
型
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1
-
1

1
-
2

1
-
3

1
-
4

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
定
義
を
お
持
ち
で

す
か

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要
求
さ

れ
て
い
ま
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
定
義
を
お
持

ち
で
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要

求
さ
れ
て
い
ま
す
か

重
要
視
す
る

汎
用
技
能

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

人
間
力

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

資
質

求
め
る
レ
ベ
ル

3
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
人
間
力
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
な
ん
で
す
か
？

4
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
す
資
質
に
つ
い
て
、

御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

1
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
に
つ
い
て

2
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
汎
用
技
能
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

整
理

番
号

事
業
内
容

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
英
語
）

・
外
交
船
舶
職
員
に
つ
い
て
、

英
語
力
に
つ
い
て
は
、
安
全

運
航
の
観
点
か
ら
T
O
E
IC
5
0
0

点
程
度
の
レ
ベ
ル
.外

地
で

は
、
港
や
P
IL
O
T
な
ど
と
の
や

り
と
り
や
S
IR
E
や
P
S
C
な
ど
の

検
査
や
荷
役
、
IS
P
S
に
お
い

て
現
地
関
係
者
に
応
対
で
き

る
レ
ベ
ル

責
任
感

・
与
え
ら
れ
た
命
令
や
職
務
分

掌
に
対
し
て
責
任
を
も
っ
て
適

切
に
行
動
で
き
る
こ
と

・
安
全
運
航
や
積
荷
保
全
に

対
し
て
、
本
船
の
持
つ
責
任
を

理
解
し
、
乗
組
員
と
共
有
で
き

る
こ
と

・
上
司
へ
の
報
告
・
連
絡
・
相

談
が
で
き
る
こ
と

・
社
会
人
と
し
て
の
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
に
責
任
を
も
っ
て
行
動

で
き
る
こ
と

未
来
志
向
性

ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ
ﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝ
力

・
海
上
職
に
つ
い
て
、
上
位
職

に
昇
進
す
る
意
欲
や
啓
発
心

を
有
し
て
い
る
こ
と
（
船
長
に
な

る
目
標
を
も
っ
て
い
る
）

・
将
来
の
管
理
職
に
備
え
て
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
学
ん
で
い

く
意
識
を
有
し
て
い
る
こ
と

情
報
収
集
・
活
用
・
発

信
力

・
本
船
の
保
守
や
荷
役
作
業

な
ど
、
危
機
回
避
や
積
荷
保

全
の
観
点
か
ら
、
組
織
上
で

適
切
な
確
認
や
報
告
が
で
き

る
レ
ベ
ル

・
作
業
場
の
間
違
い
を
収
集
し

た
情
報
か
ら
指
摘
で
き
る

・
会
社
か
ら
指
摘
を
受
け
た
作

業
手
法
を
作
業
上
で
活
用
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
改
善
を
提
案

で
き
る
こ
と

自
己
管
理
力

・
組
織
に
お
い
て
、
職
務
上
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
に
つ

い
て
、
自
己
を
管
理
し
適
切
な

行
動
が
で
き
る
こ
と
（
規
範
意

識
、
順
法
意
識
が
あ
る
）

・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
お
い
て
は
、

生
活
面
・
健
康
面
・
金
銭
面
な

ど
管
理
で
き
る
こ
と

慣
海
性

・
社
会
貢
献
度
の
意
味
で
、
海

上
輸
送
の
重
要
性
を
認
識

し
、
強
い
意
識
を
持
ち
、
プ
ラ

イ
ド
を
持
っ
て
い
る
こ
と

・
陸
上
と
は
違
い
海
上
で
の
勤

務
内
容
の
特
殊
性
を
認
識

し
、
適
応
す
る
意
思
を
持
っ
て

い
る
こ
と

課
題
発
見

・
上
記
の
情
報
収
集
・
活
用
に

よ
り
、
問
題
点
を
発
見
す
る
こ

と ・
啓
発
心
を
持
ち
、
自
己
の
ス

キ
ル
向
上
の
た
め
課
題
を
発

見
し
、
安
全
・
円
滑
な
作
業
や

昇
進
の
た
め
の
課
題
に
取
り

組
む
こ
と

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
作
業
が
安
全
か
つ
円
滑
に

行
わ
れ
る
た
め
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
育
む
努
力
を
行
い
、
本
船

生
活
に
お
い
て
、
融
和
を
維
持

で
き
る
こ
と

・
問
題
が
あ
れ
ば
上
司
に
相

談
で
き
る
こ
と

論
理
的
思
考
力

・
問
題
を
発
見
し
た
場
合
に
、

的
確
に
上
司
の
報
告
で
き
、

周
囲
に
は
わ
か
り
や
す
く
説
明

で
き
る
こ
と

倫
理
観

組
織
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

周
囲
の
状
況
か
ら
善
悪
を
観

て
判
断
し
、
上
司
に
報
告
・
連

絡
・
相
談
で
き
る
こ
と

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
日
本
語
）

・
双
方
向
で
行
う
事
が
出
来
、

素
直
に
他
人
の
意
見
を
求

め
、
聞
き
入
れ
、
自
ら
も
発
信

で
き
る

・
業
務
外
で
あ
っ
て
も
人
と
交

わ
る
こ
と
を
厭
わ
な
い

責
任
感

・
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
、
業
務

内
の
担
当
が
あ
る
.自

分
の
担

当
に
つ
い
て
責
任
と
覚
悟
を

持
っ
て
当
た
る
こ
と
が
出
来
、

チ
ー
ム
の
他
者
の
業
務
も
自

分
の
こ
と
の
よ
う
に
扱
う
事
が

出
来
る

慣
海
性

・
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
を
構
成
す

る
一
つ
一
つ
へ
の
心
が
け
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

課
題
発
見

・
言
わ
れ
た
こ
と
だ
け
を
す
る

の
で
は
な
く
、
主
体
性
を
持
っ

て
課
題
な
ど
を
見
つ
け
進
め
ら

れ
る

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
リ
ー
ダ
ー
が
意
図
す
る
と
こ

ろ
を
、
確
認
し
な
が
ら
理
解

し
、
常
に
建
設
的
な
意
見
を
持

ち
、
自
身
の
業
務
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
不
足
し
て
い
る
箇
所

を
主
体
的
に
補
う
事
が
出
来

る

論
理
的
思
考
力

・
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
と

持
ち
つ
つ
、
そ
の
考
え
と
収
集

し
た
あ
ら
ゆ
る
情
報
と
経
験
を

基
に
、
事
実
を
積
み
重
ね
、
道

筋
を
立
て
て
着
実
に
業
務
を

進
め
る
事
が
出
来
る

・
思
考
だ
け
で
な
く
行
動
力
も

必
要

ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ
ｼ
ｯ
ﾌ
ﾟ力

・
自
分
だ
け
の
力
で
は
業
務
を

遂
行
で
き
な
い
こ
と
を
十
分
理

解
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持

ち
、
如
何
に
チ
ー
ム
に
貢
献
で

き
る
か
を
考
え
な
が
ら
行
動
で

き
る

本
船
上
で
実
施
さ
れ
る

作
業
に
お
い
て
必
要
と

さ
れ
る
文
章
力
・
読
解
力

や
計
算
力
、
外
航
船
職

員
に
つ
い
て
は
、
運
航

上
で
必
要
と
さ
れ
る
英

語
力
や
適
切
な
報
告
能

力

1
8

・
海
上
輸
送
事
業

（
外
航
）

・
海
上
輸
送
事
業

（
内
航
）

基
礎
的
に
は
義
務
教
育

終
了
時
の
レ
ベ
ル
が
到

達
レ
ベ
ル
2
で
あ
り
、
職

員
で
あ
れ
ば
高
校
卒
業

レ
ベ
ル
が
到
達
レ
ベ
ル
5

に
加
え
て
、
外
航
船
職

員
で
あ
れ
ば
T
O
E
IC
の

5
0
0
点
程
度
レ
ベ
ル
の

英
語
力
を
要
求
す
る

各
職
位
に
お
け
る

S
O
L
A
S
訓
練
や
S
T
C
W

の
要
件
に
基
づ
い
た
知

識 職
員
に
お
い
て
は
P
C
使

用
に
よ
る
W
O
R
D
や

E
X
C
E
L
の
知
識

部
員
は
左
記
専
門
基
礎

知
識
が
到
達
レ
ベ
ル
2
、

職
員
は
上
記
専
門
知
識

が
到
達
レ
ベ
ル
3
で
、

W
O
R
D
や
E
X
C
E
L
に
つ

い
て
は
到
達
レ
ベ
ル
2
を

要
求

耐
力

・
生
活
環
境
が
不
規
則
に
な
る

場
合
も
あ
る
の
で
、
仕
事
中
は

し
っ
か
り
と
頭
を
ク
リ
ア
に
し
て

メ
リ
ハ
リ
よ
く
働
け
る
こ
と
と
、

仕
事
全
般
と
し
て
言
え
る
こ
と

で
あ
る
が
、
や
り
た
く
な
い
と
考

え
る
仕
事
も
前
向
き
に
捉
え
、

行
動
で
き
る
強
さ
が
あ
る
こ
と

1
9

・
海
上
輸
送
事
業

(外
航
）

英
語
、
計
数
理
解
、
基

礎
物
理
、
論
理
、
文
章

（
読
解
/
作
成
）

具
体
的
な
基
礎
学
力
レ

ベ
ル
は
設
定
し
て
い
な

い 英
語
力
は
最
低

T
O
E
IC
4
5
0
程
度

気
象
・
海
象
、
船
舶
構

造
、
載
貨
論
、
海
事
法
、

内
燃
機
関
、
補
機
、
タ
ー

ビ
ン
、
電
子
・
電
気
、
材

料
力
学
、
熱
力
学

海
技
試
験
に
合
格
レ
ベ

ル
.学

校
と
し
て
は
、
新
し

い
技
術
に
目
を
向
け
が

ち
か
と
思
い
ま
す
が
、
求

め
る
も
の
は
専
門
基
礎

知
識
が
し
っ
か
り
と
出
来

て
い
る
こ
と

忍
耐
力

・
特
殊
な
職
場
条
件
の
中
、
上

記
の
慣
海
性
に
基
づ
い
て
、

職
務
遂
行
の
た
め
辛
い
こ
と

に
耐
え
る
気
持
ち
を
備
え
て
い

る
こ
と

・
安
全
運
航
や
積
荷
保
全
・
荷

役
の
た
め
、
時
に
上
司
か
ら

の
き
び
し
い
指
導
に
耐
え
る
精

神
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

Q-8



9Q－

1
-
1

1
-
2

1
-
3

1
-
4

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
定
義
を
お
持
ち
で

す
か

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要
求
さ

れ
て
い
ま
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
定
義
を
お
持

ち
で
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要

求
さ
れ
て
い
ま
す
か

重
要
視
す
る

汎
用
技
能

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

人
間
力

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

資
質

求
め
る
レ
ベ
ル

3
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
人
間
力
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
な
ん
で
す
か
？

4
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
す
資
質
に
つ
い
て
、

御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

1
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
に
つ
い
て

2
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
汎
用
技
能
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

整
理

番
号

事
業
内
容

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
能
力

・
到
達
レ
ベ
ル
3

責
任
感

・
到
達
レ
ベ
ル
3

志
向
性

・
到
達
レ
ベ
ル
3

情
報
収
集
・
活
用
・
発

信
力

・
到
達
レ
ベ
ル
3

自
己
管
理
力

・
到
達
レ
ベ
ル
3

慣
海
性

・
到
達
レ
ベ
ル
3

課
題
発
見

・
到
達
レ
ベ
ル
3

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
到
達
レ
ベ
ル
3

忍
耐
力

・
到
達
レ
ベ
ル
3

責
任
感

・
粘
り
強
く
仕
事
に
取
り
組
む

こ
と
が
出
来
る

主
体
性

・
自
ら
考
え
、
自
ら
行
動
す
る

事
が
出
来
る

情
報
収
集
・
活
用
・
発

信
力

・
自
分
の
考
え
を
周
囲
に
明
確

に
発
信
す
る
事
が
出
来
る

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
自
分
の
利
益
で
な
く
、
チ
ー

ム
の
成
果
を
重
視
で
き
る

・
感
謝
す
る
気
持
ち
が
あ
る

論
理
的
思
考
力

・
相
手
の
質
問
に
対
し
て
、
明

確
に
回
答
で
き
る

倫
理
観

・
誠
実
に
物
事
へ
取
り
組
む
事

が
出
来
る

未
来
志
向
性

・
（
消
去
法
で
記
載
）

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
(日

本
語
）

・
自
分
か
ら
船
内
の
和
に
入

り
、
１
人
に
な
ら
な
い
事

責
任
感

・
任
さ
れ
た
仕
事
を
最
後
ま
で

出
来
る
レ
ベ
ル

慣
海
性

・
海
上
で
の
仕
事
を
理
解
し
、

し
っ
か
り
働
け
る
レ
ベ
ル

情
報
収
集

・
何
気
な
い
日
常
会
話
か
ら
、

大
切
な
情
報
を
聞
き
取
れ
る

レ
ベ
ル

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
船
内
の
和
に
上
手
に
溶
け

込
め
る
レ
ベ
ル

耐
力

・
雲
外
蒼
天
の
心
で
頑
張
っ
て

欲
し
い

課
題
発
見

・
ベ
テ
ラ
ン
船
員
が
し
て
い
る

事
で
、
今
ま
で
が
こ
う
だ
っ
た

か
ら
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
れ
を

よ
り
良
い
方
向
へ
改
善
で
き
る

レ
ベ
ル

自
己
管
理
力

・
体
調
不
良
時
に
我
慢
せ
ず

に
正
直
に
言
え
る
レ
ベ
ル

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
(日

本
語
）

・
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
下
船

す
る
ま
で
は
船
内
居
住
に
な

る
の
で
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な

い
よ
う
に
、
報
連
相
の
出
来
る

能
力

倫
理
観

・
船
内
生
活
を
営
む
上
で
、
ま

わ
り
の
乗
組
員
に
同
調
で
き

る
柔
軟
な
倫
理
観
の
形
成
を

望
む

慣
海
性

・
船
内
に
お
け
る
共
同
生
活

上
、
海
上
生
活
の
順
応
性
、

心
構
え
、
精
神
的
及
び
身
体

的
適
応
性
な
ど
、
人
格
的
な
ス

キ
ル
は
と
て
も
重
要
視
し
て
い

る
.在

学
中
に
こ
の
慣
海
性
の

向
上
を
目
指
し
た
訓
練
の
強

化
を
望
ん
で
い
る

合
意
形
成

・
Y
e
s、

N
o
と
い
っ
た
主
張
を
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
裏
に
あ

る
理
由
を
理
解
す
る
能
力
と

問
題
を
解
決
す
る
提
案
力
を

求
め
る

責
任
感

・
出
来
な
い
事
、
や
っ
た
こ
と

の
な
い
仕
事
が
あ
れ
ば
、
事

前
に
取
説
を
調
べ
た
り
、
上
司

に
聞
く
な
り
し
て
、
自
分
の
職

務
を
全
う
す
る
気
持
ち

忍
耐
力

・
危
険
を
伴
う
作
業
も
あ
る
の

で
、
上
司
か
ら
の
叱
咤
も
き
ち

ん
と
受
け
止
め
、
後
に
引
き
づ

ら
な
い

論
理
的
思
考
力

・
将
来
上
級
士
官
に
な
れ
ば
、

部
下
指
導
の
為
に
必
ず
要
求

さ
れ
る
能
力
に
な
る
.一

般
会

話
の
中
に
お
い
て
も
、
論
理
的

な
考
え
で
話
せ
る
能
力
は

持
っ
て
頂
き
た
い

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
一
人
で
は
船
は
動
か
せ
な
い

の
で
、
上
司
、
部
下
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
安

全
運
航
に
取
り
組
む
姿
勢

未
来
志
向
型

・
将
来
的
に
は
、
船
長
、
機
関

長
を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
.社

内
規
定
で
、
船
機
長
に
な
る
に

は
一
級
海
技
士
が
必
要
と
な

る
の
で
、
早
期
に
筆
記
合
格
を

望
ん
で
い
る

2
3

・
そ
の
他
（
長
距
離

フ
ェ
リ
ー
）

基
礎
学
力
に
つ
い
て
は

具
体
的
な
定
義
づ
け
は

無
い

左
記
の
と
お
り
具
体
的

な
レ
ベ
ル
の
規
定
は
し

て
な
い
も
の
の
、
5
段
階

評
価
中
3
以
上
は
ほ
し

い
と
こ
ろ

2
級
海
技
士
筆
記
合
格

以
上

2
級
海
技
士
筆
記
合
格

以
上

2
2

・
海
上
輸
送
事
業

（
内
航
）

社
会
人
と
し
て
の
一
般

常
識
を
持
っ
て
い
る
か

物
事
を
柔
軟
に
捉
え
、

自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
レ
ベ

ル

船
員
と
し
て
の
一
般
常

識

高
く
は
望
ま
な
い

上
司
の
指
導
を
素
直
に

聞
き
、
吸
収
し
、
働
き
な

が
ら
向
上
さ
せ
れ
ば
よ

い

2
0

・
そ
の
他
（
フ
ェ

リ
ー
）

定
義
の
定
め
な
し

定
義
の
定
め
な
し

（
忍
）
耐
力

・
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

を
客
観
的
に
考
え
る
事
が
出

来
、
冷
静
に
対
応
す
る
事
が

出
来
る

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
(日

本
語
）

・
チ
ー
ム
に
お
い
て
一
致
協
力

し
、
適
切
な
報
連
相
を
行
い
な

が
ら
、
仕
事
が
出
来
る

2
1

・
そ
の
他
（
石
油
精

製
業
）

言
語
・
計
数
・
英
語

高
校
卒
業
レ
ベ
ル
（
最

低
限
）

学
生
の
専
攻
し
て
い
る

専
門
分
野
に
お
け
る
基

礎
的
な
知
識

そ
の
分
野
に
お
け
る
基

礎
的
な
知
識
・
技
能
を

習
得
し
て
お
り
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
論
理
的
に

説
明
で
き
る
事

Q-9
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1
-
1

1
-
2

1
-
3

1
-
4

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
定
義
を
お
持
ち
で

す
か

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要
求
さ

れ
て
い
ま
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
定
義
を
お
持

ち
で
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要

求
さ
れ
て
い
ま
す
か

重
要
視
す
る

汎
用
技
能

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

人
間
力

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

資
質

求
め
る
レ
ベ
ル

3
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
人
間
力
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
な
ん
で
す
か
？

4
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
す
資
質
に
つ
い
て
、

御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

1
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
に
つ
い
て

2
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
汎
用
技
能
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

整
理

番
号

事
業
内
容

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
力

・
関
係
者
と
円
滑
に
協
働
す
る

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力

責
任
感

（
ﾌ
ｧ
ｲ
ﾃ
ｨﾝ

ｸ
ﾞｽ
ﾋ
ﾟﾘ
ｯ
ﾄ）

・
困
難
を
乗
り
越
え
、
最
後
ま

で
や
り
抜
く
力

（
忍
）
耐
力

（
タ
フ
ネ
ス
）

・
困
難
を
乗
り
越
え
て
最
後
ま

で
や
り
抜
く
力

主
体
性

（
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ
ｼ
ｯ
ﾌ
ﾟ）

・
国
内
外
の
グ
ル
ー
プ
全
体
を

導
く
力

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
強
い
組
織
を
作
る
た
め
、
お

互
い
を
尊
重
し
、
自
由
闊
達
な

風
土
を
作
る
知
識
・
経
験
・
技

術
・
海
技
力
を
共
有
し
後
継
者

を
育
成
す
る

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
(日

本
語
）

・
当
社
は
旅
客
船
事
業
が
中

心
で
あ
る
為
、
乗
組
員
同
士

の
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
は
当
然
で
あ

る
が
、
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
特
に
重
要
で
あ

る
.お

客
様
へ
の
お
声
が
け
、

言
葉
使
い
に
も
注
意
し
て
い
る

責
任
感

・
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
最
後
ま

で
や
り
と
げ
る
事

情
報
収
集
・
活
用

・
当
社
は
旅
客
船
事
業
を
中

心
と
し
て
い
る
が
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
ク
ル
ー
ズ
も
実
施
し
て

お
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
対
応
し
た

情
報
を
収
集
し
、
業
務
に
活
用

し
て
い
け
る
事

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
少
数
で
船
舶
を
運
航
し
て
い

る
の
で
、
乗
組
員
同
士
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
重
要
で
あ
る

課
題
発
見

・
乗
組
員
が
少
数
で
あ
る
為
、

新
人
で
も
責
任
あ
る
仕
事
が

任
さ
れ
て
い
る
.そ

の
中
で
自

主
的
に
課
題
を
見
つ
け
、
課

題
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を

他
の
乗
組
員
に
聞
き
、
解
決
さ

せ
る
.ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
意
欲

あ
る
乗
組
員
で
あ
る
事

自
己
管
理
力

・
体
調
の
管
理
が
で
き
、
一
年

を
通
し
て
欠
勤
が
な
い
事

課
題
発
見

・
何
事
に
も
興
味
を
持
っ
て
取

り
組
む
意
欲
が
あ
る
こ
と

責
任
感

・
与
え
ら
れ
た
業
務
を
投
げ
出

さ
な
い
で
、
期
限
内
に
や
り
遂

げ
る
こ
と
が
出
来
る

未
来
志
向
性

・
過
去
の
慣
習
に
と
ら
わ
れ
な

い
で
、
変
化
を
先
取
り
出
来
る

考
え
方

英
語
力

・
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
乗
組

員
の
中
に
一
人
で
乗
船
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
.T
O
E
IC
6
0
0

点
以
上
の
英
語
力
が
必
要

主
体
性

自
ら
が
、
問
題
意
識
を
持
っ
て

考
え
よ
う
と
す
る
主
体
性
が
あ

る

日
本
語
力

・
基
礎
学
力
に
記
載
の
通
り
、

相
手
が
判
る
よ
う
に
文
章
を
書

く
こ
と
が
出
来
る
.修

正
力
が
あ

れ
ば
い
い

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
問
題
意
識
を
共
有
し
、
互
い

の
仕
事
の
進
捗
状
況
を
常
に

あ
る
程
度
共
有
す
る
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
持

つ

日
本
語

・
会
社
組
織
内
で
ス
ム
ー
ズ
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
可
能
な
レ

ベ
ル

責
任
感

自
己
管
理
力

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ
ｼ
ｯ
ﾌ
ﾟ力

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
力

2
6

・
海
上
輸
送
事
業

(外
航
）

報
告
書
作
成
に
あ
た
っ

て
、
相
手
方
が
何
を
求

め
て
い
る
の
か
、
ま
た
読

み
手
が
理
解
し
や
す
い

文
章
力
を
基
礎
学
力
と

し
て
も
っ
て
ほ
し
い

先
ず
は
、
到
達
レ
ベ
ル
3

位
ま
で
は
到
着
し
、
入

社
後
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
た
い

入
社
後
、
一
航
海
（
一
ヶ

月
後
位
）
後
に
は
、
三
等

航
海
士
、
機
関
士
と
し
て

乗
船
出
来
る
（
操
船
が

単
独
で
出
来
る
）

乗
船
す
る
船
型
/
積
荷

に
よ
り
各
々
対
応
が
違

う
の
で
、
積
荷
に
関
す
る

知
識
は
入
社
後
で
対
応

可
能
.そ

の
た
め
に
専
門

的
な
基
礎
知
識

（
S
ta
bi
lit
y、

ド
ラ
フ
ト
計

算
等
）
を
身
に
付
け
て
、

応
用
が
で
き
る
程
度

耐
力
（
忍
）

・
誠
意
を
持
っ
て
考
え
、
行
動

す
る
力

・
色
々
な
問
題
に
つ
い
て
信
念

を
持
っ
て
一
歩
踏
み
出
す
行

動
力
を
備
え
て
い
る

未
来
志
向
性

・
今
後
発
展
続
け
る
余
地
の

見
出
し
に
く
い
重
厚
長
大
産
業

故
に
、
新
鮮
な
ア
イ
デ
ア
が
望

ま
れ
る

耐
力

・
入
っ
て
す
ぐ
辞
め
る
事
な
く
、

最
低
1
0
年
は
頑
張
っ
て
み
て

も
ら
い
た
い

課
題
発
見

（
C
h
al
le
n
ge
)

・
大
局
観
を
持
っ
て
未
来
を
創

造
す
る

・
会
社
の
更
な
る
成
長
の
為
に

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す

未
来
志
向
型

（
C
h
al
le
n
ge
)

・
大
局
観
を
持
っ
て
未
来
を
創

造
す
る

・
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る

「
自
立
自
責
型
」
の
人
材

2
5

・
そ
の
他
（
一
般
旅

客
定
期
航
路
事
業
・

旅
客
不
定
期
航
路

事
業
）

特
に
な
し

特
に
な
し

海
技
免
状
を
4
級
以
上

有
す
る
事

海
技
免
状
を
4
級
以
上

有
し
、
尚
か
つ
上
級
免

状
を
受
け
た
い
と
思
う
意

欲
の
あ
る
方

耐
力

・
仕
事
を
す
る
際
に
、
1
か
ら
コ

ツ
コ
ツ
と
仕
事
を
こ
な
し
て
い

き
、
難
問
に
も
し
っ
か
り
調
べ
、

対
応
し
、
最
後
ま
で
や
り
と
げ

る
忍
耐
力
が
重
要
で
あ
る

2
4

・
海
上
輸
送
事
業

（
外
航
）

定
義
し
て
い
な
い

海
技
士
国
家
試
験

二
級
海
技
士
（
筆
記
）

（
入
社
時
）

・
現
場
で
は
危
険
が
つ
き
ま
と

う
故
、
最
低
限
必
要

・
第
二
段
階
と
し
て
望
ま
れ
る

資
質
と
な
る

2
7

・
そ
の
他
（
海
上
コ
ン

テ
ナ
修
理
）

英
検
3
級

電
気
工
学

機
械
工
学

応
用
ま
で
は
行
か
ず
と

も
基
礎
は
必
須

情
報
収
集
・
活
用
・
発

信
力

・
日
々
の
作
業
に
つ
き
、
レ

ポ
ー
ト
の
作
成
が
発
信
で
き
る

レ
ベ
ル

英
語

・
外
地
代
理
店
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
.最

低
英
検
3
級
程

度
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1
-
1

1
-
2

1
-
3

1
-
4

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
定
義
を
お
持
ち
で

す
か

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要
求
さ

れ
て
い
ま
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
定
義
を
お
持

ち
で
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要

求
さ
れ
て
い
ま
す
か

重
要
視
す
る

汎
用
技
能

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

人
間
力

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

資
質

求
め
る
レ
ベ
ル

3
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
人
間
力
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
な
ん
で
す
か
？

4
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
す
資
質
に
つ
い
て
、

御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

1
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
に
つ
い
て

2
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
汎
用
技
能
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

整
理

番
号

事
業
内
容

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
（
日
本
語
）

・
挨
拶
・
目
上
の
人
に
対
す
る

接
し
方
な
ど
社
会
人
と
し
て
の

最
低
限
レ
ベ
ル
.近

年
ス
マ
ホ

の
急
増
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
の
充
実
に
よ
り
会
話
を
す

る
・
人
と
接
す
る
事
が
減
っ
て

い
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
る

責
任
感

・
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
最
後
ま

で
責
任
を
持
っ
て
や
る
レ
ベ
ル

将
来
志
向
性
・
キ
ャ
リ

ア
・
デ
ザ
イ
ン
性

・
話
を
聞
く
と
ま
だ
若
い
の
で

将
来
設
計
・
明
確
な
目
標
も
な

い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
.ま

だ
若
い
の
で
将
来
設
計
な
ど

考
え
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
・
・
・
せ
め
て
大
ま
か
な

目
標
は
持
っ
て
も
ら
い
た
い

（
例
え
ば
将
来
、
家
を
買
い
た

い
.将

来
、
船
長
も
し
く
は
機
関

長
に
な
り
た
い
.程

度
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
）

情
報
収
集
・
活
用
・
発

信
力

・
理
解
し
活
用
で
き
る
程
度

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
乗
組
員
が
一
体
と
な
れ
る
よ

う
に
協
調
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
お
互
い
の
目
標
に
対

す
る
共
通
の
認
識
が
必
要
な

ん
だ
と
理
解
で
き
、
多
少
な
り

と
も
行
動
で
き
る
レ
ベ
ル

離
家
庭
性

・
「
船
乗
り
に
向
い
て
い
な

い
」
、
「
家
か
ら
通
え
る
職
場
が

良
い
」
と
言
っ
た
、
声
が
多
く
、

自
立
で
き
て
い
る
も
し
く
は
船

乗
り
の
生
活
は
こ
う
な
ん
だ
と

認
識
し
て
い
る
レ
ベ
ル

論
理
的
思
考
力

・
理
解
し
活
用
で
き
る
程
度

自
己
管
理
力

・
目
標
に
向
か
う
自
分
の
精
神

や
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

事
が
少
々
で
き
る
程
度
（
・
感

情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
意
欲
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
こ
と
・

目
的
意
識
を
持
つ
こ
と
）

（
忍
）
耐
力

・
怒
ら
れ
る
と
す
ぐ
に
辞
め
る
、

３
ヶ
月
以
上
の
乗
船
は
で
き
な

い
、
人
間
関
係
に
我
慢
で
き
な

い
等
不
満
が
多
く
、
す
ぐ
に
別

の
会
社
に
転
職
を
希
望
さ
れ

る
の
が
近
年
多
い
よ
う
な
気

が
す
る
.自

分
の
思
い
通
り
に

な
ら
な
い
の
が
当
た
り
前
の
世

界
と
認
識
で
き
て
い
る
程
度
.

少
々
注
意
さ
れ
て
も
辛
抱
で
き

る
程
度

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
（
日
本
語
）

・
挨
拶
・
目
上
の
人
に
対
す
る

接
し
方
な
ど
社
会
人
と
し
て
の

最
低
限
レ
ベ
ル
.近

年
ス
マ
ホ

の
急
増
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
の
充
実
に
よ
り
会
話
を
す

る
・
人
と
接
す
る
事
が
減
っ
て

い
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
る

責
任
感

・
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
最
後
ま

で
責
任
を
持
っ
て
や
る
レ
ベ
ル

将
来
志
向
性
・
キ
ャ
リ

ア
・
デ
ザ
イ
ン
性

・
話
を
聞
く
と
ま
だ
若
い
の
で

将
来
設
計
・
明
確
な
目
標
も
な

い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
.ま

だ
若
い
の
で
将
来
設
計
な
ど

考
え
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
・
・
・
せ
め
て
大
ま
か
な

目
標
は
持
っ
て
も
ら
い
た
い

（
例
え
ば
将
来
、
家
を
買
い
た

い
.将

来
、
船
長
も
し
く
は
機
関

長
に
な
り
た
い
.程

度
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
）

情
報
収
集
・
活
用
・
発

信
力

・
理
解
し
活
用
で
き
る
程
度

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
乗
組
員
が
一
体
と
な
れ
る
よ

う
に
協
調
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
お
互
い
の
目
標
に
対

す
る
共
通
の
認
識
が
必
要
な

ん
だ
と
理
解
で
き
、
多
少
な
り

と
も
行
動
で
き
る
レ
ベ
ル

離
家
庭
性

・
「
船
乗
り
に
向
い
て
い
な

い
」
、
「
家
か
ら
通
え
る
職
場
が

良
い
」
と
言
っ
た
、
声
が
多
く
、

自
立
で
き
て
い
る
も
し
く
は
船

乗
り
の
生
活
は
こ
う
な
ん
だ
と

認
識
し
て
い
る
レ
ベ
ル

論
理
的
思
考
力

・
理
解
し
活
用
で
き
る
程
度

自
己
管
理
力

・
目
標
に
向
か
う
自
分
の
精
神

や
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

事
が
少
々
で
き
る
程
度
（
・
感

情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
意
欲
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
こ
と
・

目
的
意
識
を
持
つ
こ
と
）

（
忍
）
耐
力

・
怒
ら
れ
る
と
す
ぐ
に
辞
め
る
、

３
ヶ
月
以
上
の
乗
船
は
で
き
な

い
、
人
間
関
係
に
我
慢
で
き
な

い
等
不
満
が
多
く
、
す
ぐ
に
別

の
会
社
に
転
職
を
希
望
さ
れ

る
の
が
近
年
多
い
よ
う
な
気

が
す
る
.自

分
の
思
い
通
り
に

な
ら
な
い
の
が
当
た
り
前
の
世

界
と
認
識
で
き
て
い
る
程
度
.

少
々
注
意
さ
れ
て
も
辛
抱
で
き

る
程
度

2
8

・
海
上
輸
送
事
業

（
内
航
）

社
会
人
と
し
て
最
低
限

の
基
礎
学
力

応
用
レ
ベ
ル
以
上

2
9

3
級
海
技
士
の
レ
ベ
ル

に
相
当
す
る
基
礎
知
識

が
必
要

応
用
レ
ベ
ル
以
上

・
海
上
輸
送
事
業

（
内
航
）

社
会
人
と
し
て
最
低
限

の
基
礎
学
力

応
用
レ
ベ
ル
以
上

3
級
海
技
士
の
レ
ベ
ル

に
相
当
す
る
基
礎
知
識

が
必
要

応
用
レ
ベ
ル
以
上
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1
-
1

1
-
2

1
-
3

1
-
4

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
定
義
を
お
持
ち
で

す
か

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要
求
さ

れ
て
い
ま
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
定
義
を
お
持

ち
で
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要

求
さ
れ
て
い
ま
す
か

重
要
視
す
る

汎
用
技
能

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

人
間
力

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

資
質

求
め
る
レ
ベ
ル

3
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
人
間
力
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
な
ん
で
す
か
？

4
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
す
資
質
に
つ
い
て
、

御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

1
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
に
つ
い
て

2
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
汎
用
技
能
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

整
理

番
号

事
業
内
容

3
0

・
海
上
輸
送
事
業

（
内
航
）

課
題
発
見

・
自
ら
に
求
め
ら
れ
て
い
る
事

象
を
と
ら
え
て
、
自
ら
判
断
し

行
動
で
き
る
事
（
空
気
を
読
む

的
な
）

責
任
感

・
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
期
限
内

に
行
え
る

・
分
か
ら
な
い
事
を
そ
の
ま
ま

に
し
な
い

自
己
管
理
力

・
追
い
つ
め
ら
れ
て
か
ら
、
仕

事
に
手
を
付
け
る
の
で
は
な

く
、
計
画
的
に
(特

に
書
類
関

係
）
仕
事
を
行
え
る

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
集
団
の
中
で
、
自
ら
の
立

場
、
求
め
ら
れ
て
い
る
事
を
適

切
に
判
断
し
て
実
行
出
来
る

情
報
収
集

・
上
司
の
立
ち
振
る
舞
い
、
発

言
（
報
告
）
を
自
ら
の
行
動
に

取
り
入
れ
ら
れ
る
事

主
体
性

・
目
の
前
に
あ
る
事
象
を
他
人

事
と
し
て
捉
え
な
い
.自

ら
が
意

識
を
持
っ
て
取
り
組
め
る

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
英
語
）

・
本
船
よ
り
の
レ
ポ
ー
ト
を
理

解
で
き
る
事

責
任
感

・
到
達
レ
ベ
ル
4
〜
5

未
来
志
向
型

・
到
達
レ
ベ
ル
4
〜
5

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
日
本
語
）

・
チ
ー
ム
と
し
て
組
織
の
一
員

と
し
て
参
加
、
発
言
す
る
事
が

出
来
る
事

自
己
管
理
力

・
到
達
レ
ベ
ル
4
〜
5

論
理
的
思
考
力

・
管
理
者
と
し
て
船
員
を
納
得

さ
せ
る
為
に
説
明
で
き
る
事

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
到
達
レ
ベ
ル
4
〜
5

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
能
力

・
入
社
す
る
に
あ
た
り
、
長
く
続

け
る
こ
と

忍
耐
力

・
船
長
・
機
関
長
を
目
指
し
て

い
た
だ
き
た
い

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
日
本
語
）

・
上
司
、
同
僚
か
ら
の
意
見
を

素
直
に
聞
く
事
が
で
き
る

・
必
要
に
よ
り
自
分
自
身
の
意

見
を
伝
え
る
事
が
で
き
る

責
任
感

・
与
え
ら
れ
た
業
務
に
対
し

て
、
納
期
や
内
容
に
つ
い
て

誤
り
の
な
い
様
に
行
動
で
き
る

事
（
定
例
作
業
を
時
間
内
に

確
実
に
で
き
る
等
）

（
忍
）
耐
力

・
ど
の
様
な
職
場
環
境
（
人
間

関
係
、
物
理
的
な
環
境
）
に
お

い
て
も
最
低
3
年
は
頑
張
れ
る

事

合
意
形
成

・
意
思
の
疎
通
が
で
き
た
上

で
、
落
し
所
を
見
つ
け
ら
れ
る

事
（
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
）

主
体
性

・
物
事
を
前
向
き
に
考
え
て
行

動
で
き
る
事

・
指
示
に
対
し
て
、
正
確
に
理

解
し
た
上
で
自
ら
行
動
で
き
る

事

情
報
収
集
・
活
用
・
発

信
力

・
様
々
な
ア
イ
テ
ム
を
活
用
、

情
報
を
収
集
し
、
自
分
の
言

葉
と
し
て
表
現
で
き
る
事

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
単
に
仲
が
良
い
の
で
は
な

く
、
各
部
の
情
報
の
共
有
、
作

業
に
お
け
る
連
携
が
で
き
る

事

・
人
の
資
質
を
ど
の
様
に
見
分
け
評
価
す
る
の
か
、
船

に
乗
船
し
、
経
験
し
な
が
ら
本
人
が
学
ん
で
い
く
も
の
も

あ
る
と
思
う
.入

社
時
に
そ
れ
を
見
分
け
て
採
用
の
合

否
を
決
め
よ
う
と
は
思
う
わ
な
い

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
(日

本
語
）

・
挨
拶
が
出
来
る
事

・
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
分
か
ら

な
い
と
質
問
出
来
る
事

（
忍
）
耐
力

慣
海
性

・
多
少
の
理
不
尽
は
仕
事
の

一
部
と
割
り
切
れ
る

・
昭
和
的
教
育
へ
の
対
応
力

・
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
切
り

替
え
が
出
来
、
ス
ト
レ
ス
解
消

が
上
手
く
出
来
る

3
1

・
海
上
輸
送
事
業

（
内
航
）

読
み
、
書
き
、
計
算
が

出
来
れ
ば
問
題
な
い

（
高
度
な
学
力
は
不
要
）

到
達
レ
ベ
ル
2

特
に
多
く
を
求
め
な
い
.

海
技
の
基
本
知
識
が
あ

れ
ば
良
い

到
達
レ
ベ
ル
2

弊
社
の
採
用
試
験
は
面
接
の
み
で
、
本
人
が
ど
の
様
な
基
礎
学
力
、
専
門
基
礎
知
識
を
持
っ
て
い
る
か

は
学
校
か
ら
の
成
績
表
、
推
薦
状
に
て
判
断
す
る
.従

っ
て
具
体
的
な
定
義
と
か
要
求
さ
れ
る
レ
ベ
ル
等

の
基
準
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

・
汎
用
技
術
に
つ
い
て
、
特
に
重
要
視
す
る
も
の
は
な

い
.本

人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
合
意
形
成
、

情
報
収
集
能
力
を
面
接
だ
け
で
判
断
す
る
の
は
難
し

い

・
人
間
力
を
ど
の
よ
う
に
し
て
評
価
し
て
優
劣
を
つ
け
る

の
か
、
評
価
す
る
方
法
が
あ
れ
ば
逆
に
教
え
て
い
た

だ
き
た
い

忍
耐
力

・
到
達
レ
ベ
ル
4
〜
5

3
2

・
そ
の
他
（
船
舶
管

理
業
務
）

3
級
海
技
士
免
状
を
取

得
す
る
為
の
学
力

3
級
海
技
士
免
状

最
終
的
に
は
、
1
級
海
技

士
筆
記
試
験
に
合
格
す

る
学
力

3
4

義
務
教
育
課
程

中
学
生
レ
ベ
ル
以
上

商
船
高
等
専
門
学
校
の

専
攻
科
の
課
程

3
級
海
技
士
以
上

3
3

・
海
上
輸
送
（
内
航
）

一
般
教
養
程
度

一
般
教
養
程
度

船
乗
り
と
し
て
の
一
般

教
養
及
び
免
状

4
級
以
上
の
海
技
免
状

人
間
と
し
て
の

総
合
力

・
共
同
生
活
を
す
る
中
で
1
つ

大
き
な
武
器
が
あ
っ
て
も
い
い

が
、
平
均
的
に
総
合
力
が
身

に
つ
い
て
い
て
ほ
し
い

慣
海
性

・
海
上
生
活
で
の
順
応
性
が

あ
る
事
（
T
V
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
つ
な
が
ら
な
く
て
も
大
丈

夫
）
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1
-
1

1
-
2

1
-
3

1
-
4

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
定
義
を
お
持
ち
で

す
か

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要
求
さ

れ
て
い
ま
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
定
義
を
お
持

ち
で
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要

求
さ
れ
て
い
ま
す
か

重
要
視
す
る

汎
用
技
能

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

人
間
力

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

資
質

求
め
る
レ
ベ
ル

3
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
人
間
力
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
な
ん
で
す
か
？

4
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
す
資
質
に
つ
い
て
、

御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

1
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
に
つ
い
て

2
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
汎
用
技
能
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

整
理

番
号

事
業
内
容

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
英
語
）

・
海
外
客
先
と
現
地
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
業
務
を

進
め
る
事
が
出
来
る

責
任
感

・
出
張
先
で
会
社
の
代
表
と
し

て
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
出

来
る

情
報
収
集
・
活
用
・
発

信
力

・
海
外
現
地
に
お
い
て
一
人
で

業
務
内
容
を
分
析
し
、
本
社

技
術
部
門
と
情
報
連
絡
を
と

る
こ
と
が
出
来
る

自
己
管
理
力

・
国
内
外
出
張
で
業
務
・
私
生

活
共
に
自
己
の
管
理
を
行
う

こ
と
が
出
来
る

論
理
的
思
考
力

・
現
地
出
張
先
で
一
人
で
情

報
を
収
集
し
、
本
社
と
連
絡
を

と
り
な
が
ら
問
題
を
解
決
す
る

こ
と
が
出
来
る

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
複
数
人
で
チ
ー
ム
と
な
り
出

張
先
で
業
務
を
行
う
場
合
、
業

務
遂
行
、
安
全
に
お
い
て

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
遂
行
で
き

る

耐
力

・
年
間
半
数
以
上
を
出
張
先

で
過
ご
す
た
め
、
体
力
・
健

康
・
メ
ン
タ
ル
的
に
異
常
を
き

た
さ
な
い
耐
力
が
あ
る

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
日
本
語
）

・
狭
い
船
内
で
長
期
間
過
ご
す

中
で
自
己
中
心
的
な
行
動
、

発
言
を
慎
む

責
任
感

・
自
分
に
与
え
ら
れ
た
職
務
に

対
し
て
で
き
る
事
、
で
き
な
い

事
を
自
覚
し
発
信
す
る

未
来
志
向
性

・
上
位
の
職
を
目
標
に
何
を
取

得
、
行
動
す
べ
き
か
理
解
す

る

自
己
管
理
力

・
健
康
、
規
則
の
順
守
、
飲

酒
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

・
率
先
し
て
業
務
に
あ
た
り
、

自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
連
携
し
た
行
動
が
と
れ
る

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
日
本
語
）

・
社
内
外
の
人
を
関
係
性
を

作
っ
て
仕
事
を
す
す
め
る
た

め
、
客
先
と
の
調
整
、
提
案
、

社
内
で
の
報
連
相
を
自
分
か

ら
行
う
こ
と
が
で
き
る

責
任
感

・
任
さ
れ
た
業
務
に
つ
い
て
、

時
に
は
人
の
力
も
借
り
て
、
よ

り
早
く
よ
り
良
い
結
果
を
生
み

出
す
努
力
が
で
き
る

合
意
形
成

・
客
の
悩
み
や
要
望
に
対
し

て
、
自
社
の
技
術
で
解
決
す

る
た
め
に
、
問
題
の
深
堀
り
や

「
落
と
し
ど
こ
ろ
」
を
考
え
る
努

力
が
で
き
る

主
体
性

・
関
わ
っ
た
業
務
に
対
し
て
、

常
に
「
自
分
が
主
担
当
だ
っ
た

ら
」
と
い
う
立
場
で
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る

課
題
発
見

論
理
的
思
考
力

忍
耐
力

・
船
内
の
人
間
関
係
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
好
に
保

ち
、
自
己
中
心
的
な
行
動
、
言

動
を
慎
む

・
受
注
生
産
の
場
合
、
各
担
当

が
情
報
を
共
有
し
、
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

Q
C
D
の
最
適
化
を
行
う
こ
と
が

で
き
る

忍
耐
力

・
溶
接
や
加
工
な
ど
の
技
術

は
単
調
に
見
え
る
こ
と
に
、
丹

念
に
根
気
よ
く
取
り
組
み
、
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
複
雑

な
仕
事
は
様
々
な
経
験
、
知

識
を
身
に
つ
け
る
努
力
が
で

き
る

ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ
ﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝ
力

・
や
り
た
い
事
、
求
め
ら
れ
る

事
の
た
め
に
、
今
何
を
す
べ
き

か
、
何
故
、
今
、
会
社
は
求
め

て
い
る
か
を
考
え
、
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る

3
7

・
そ
の
他
（
産
業
用

冷
凍
機
メ
ー
カ
ー
、

プ
ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
、
他
）

将
来
、
冷
凍
サ
イ
ク
ル

や
各
種
計
算
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る

高
校
程
度
の
数
学
、
理

科
に
対
し
て
到
達
レ
ベ

ル
2
に
有
る

機
械
、
電
気
系
各
分
野

の
設
計
、
開
発
、
製
造
、

生
産
技
術
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る

熱
力
学
、
流
体
力
学
、

機
械
力
学
、
材
料
力
学

な
ど
が
、
回
転
機
、
冷
凍

機
、
ロ
ボ
ッ
ト
搬
送
機
の

生
産
、
プ
ラ
ン
ト
の
設

計
、
施
工
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
を
行
う
た
め
に
到

達
レ
ベ
ル
3
に
有
る

・
客
先
や
社
内
の
様
々
な
問

題
に
対
し
て
、
相
手
が
お
か
れ

て
い
る
状
況
や
背
景
、
悩
み

や
要
望
の
本
当
の
と
こ
ろ
や

本
質
を
追
及
す
る
こ
と
が
で
き

る
.ま

た
そ
れ
を
行
う
た
め
に
は

「
な
ぜ
？
」
を
繰
り
返
す
こ
と
が

で
き
る

ﾁ
ｰ
ﾑ
ﾜ
ｰ
ｸ
力

情
報
収
集
・
活
用
・
発

信
力

・
海
上
生
活
は
自
己
完
結
を

求
め
ら
れ
る
事
も
あ
る

・
情
報
を
共
有
し
て
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
必
要
が
あ
る

3
6

・
海
上
輸
送
事
業

（
外
航
）

・
海
上
輸
送
事
業

（
内
航
）

・
そ
の
他
（
船
舶
代

理
店
）

技
術
の
取
得

現
象
を
科
学
的
に
説
明

で
き
る

習
得
し
た
技
術
、
知
識

を
活
用
で
き
る

問
題
の
原
因
を
対
策
が

考
え
ら
れ
る

離
家
庭
性

・
数
日
〜
数
週
間
単
位
で
国

内
外
へ
出
張
し
、
年
間
の
半

分
以
上
を
出
張
先
で
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
（
個
人
・
家
族
）

3
5

・
そ
の
他
（
船
舶
機

械
、
製
造
・
設
置
・
ｱ

ﾌ
ﾀ
ｰ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

一
般
工
学
知
識

短
大
・
高
専
以
上
の
学

力
船
舶
に
関
す
る
知
識
(機

関
、
推
進
機
械
）

入
社
後
、
支
障
な
く
舶
用

関
連
技
術
を
身
に
津
つ

け
る
事
が
で
き
る

Q-13
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1
-
1

1
-
2

1
-
3

1
-
4

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
定
義
を
お
持
ち
で

す
か

基
礎
学
力
と
し
て
ど
の

よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要
求
さ

れ
て
い
ま
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
定
義
を
お
持

ち
で
す
か

専
門
基
礎
知
識
と
し
て

ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
を
要

求
さ
れ
て
い
ま
す
か

重
要
視
す
る

汎
用
技
能

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

人
間
力

求
め
る
レ
ベ
ル

重
要
視
す
る

資
質

求
め
る
レ
ベ
ル

3
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
人
間
力
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
な
ん
で
す
か
？

4
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
す
資
質
に
つ
い
て
、

御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

1
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
に
つ
い
て

2
.　
新
人
採
用
時
に
必
要
と
さ
れ
る
汎
用
技
能
に
つ
い

て
、
御
社
に
と
っ
て
重
要
視
す
る
の
は
何
で
す
か
？

整
理

番
号

事
業
内
容

ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

能
力
（
日
本
語
）

・
同
期
と
い
っ
た
横
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
上
司

ま
た
は
他
部
署
、
他
社
の
関

係
者
と
し
っ
か
り
と
仕
事
の
話

が
で
き
、
円
滑
に
業
務
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る

責
任
感

・
様
々
な
問
題
に
直
面
し
た
時

に
そ
れ
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
、
問
題
か
ら
逃
げ
る
こ
と
な

く
、
前
向
き
に
努
力
し
や
り
と

げ
る

未
来
志
向
性
・
ｷ
ｬ
ﾘ
ｱ

ﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝ
力

・
将
来
、
ど
の
よ
う
な
会
社
に

入
り
、
何
が
や
り
た
い
と
い
っ

た
明
確
な
目
的
意
識
を
持
っ

て
い
る

課
題
発
見

・
何
か
課
題
か
と
い
っ
た
発
見

力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
解
決

す
る
た
め
の
方
法
を
自
ら
考

え
、
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る

ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ
ｼ
ｯ
ﾌ
ﾟ

・
新
卒
採
用
で
は
、
将
来
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
を
し
て

い
た
だ
き
た
い

・
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
が
暗
い
と

組
織
が
暗
く
な
っ
て
し
ま
う
為
、

明
朗
で
あ
っ
て
ほ
し
い

論
理
的
思
考
力

・
勘
や
経
験
だ
け
で
な
く
、
論

理
的
に
物
事
を
考
え
、
問
題

点
を
抽
出
し
、
解
決
策
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る

主
体
性

・
主
体
的
に
物
事
を
進
め
、
こ

れ
ま
で
よ
り
も
も
う
一
段
の
高

み
を
目
指
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
持
ち
、
努
力
を
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る

3
8

・
そ
の
他
（
製
造
業
）

学
校
で
の
共
通
科
目

到
達
レ
ベ
ル
3

学
校
ま
た
は
学
科
の
専

門
科
目

到
達
レ
ベ
ル
4

耐
力

・
学
生
か
ら
社
会
人
に
な
る
こ

と
で
、
様
々
な
環
境
の
変
化
が

あ
る
.そ

の
よ
う
な
環
境
の
中
、

体
調
を
し
っ
か
り
と
維
持
・
管

理
で
き
る
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4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・
前

期
中

間
・
前

期
末

・
後

期
中

間
・
学

年
末

・
学

力
試

験
・
進
路
適
正
確
認

・
前

期
中

間
・
前

期
末

・
後

期
中

間
・
学

年
末

・
短

期
実

習

・
コ
ー
ス
選

択

・
前

期
中

間
・
前

期
末

・
後

期
中

間
・
学

年
末

・
学

年
末

・
長

期
実

習

・
イ
ン
タ
ー
ン

・
就

職
活

動
・
前

期
中

間
・
前

期
末

・
学

年
末

・
卒

研
発

表

1 学 年 2 学 年

行 事 な ど テ ー マ

※
低

学
年

時
に
は

通
年

で
4
テ
ー
マ
程

度
、
高

学
年

時
に
は

必
要

に
応

じ
て
1
～

2
テ
ー
マ
を
実

施
す

る
。

<
メ
イ
ン
テ
ー
マ
：
未
来
の
自
分
に
つ
い
て
考
え
る
（
な
り
た
い
自
分
に
な
る
）
>

5 学 年

行 事 な ど テ ー マ

3 学 年

行 事 な ど テ ー マ

4 学 年

行 事 な ど テ ー マ行 事 な ど テ ー マ

①
高

専
生

活
の

ス
タ
ー
ト ②
自

己
分

析


充

実
し
た
高

専
生

活
を
送

る
た
め
の

目
標


将

来
の

自
分

に
つ
い
て
考

え
る


事

後
に
は

グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
と
発

表
を
行

⑤
高

専
生

活
ス
タ
ー
ト
Ⅱ

③
職

業
 
海

運
の

仕
事

④
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と


海

運
業

界
に
は

多
く
の

職
業

が
あ
る
こ
と
を
知

り
、

将
来

へ
の

選
択

の
幅

を
広

げ
る


コ
ー
ス
希

望
調

査

『
海
事
教
育
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー
ト
』 

モ
デ
ル
プ
ラ
ン


1年

を
振

り
返

り
、
新

た
な
目

標
設

定


乗
船

実
習

に
お
け
る
自

己
の

取

組
み

の
事

前
学

習

⑥
理

想
の

自
分

に
な
る
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン


今

の
自

分
を
見

つ
め
直

し
、
理

想
と
す
る
将

来

像
を
具

体
的

に
す
る

⑧
職

業
 
リ
ア
ル

体
験

（
実

習
）

⑦
企

業
と
そ
の

仕
事

を
知

る


講

演
を
通

じ
て
職

業
観

を
養

う

⑨
学

習
・
実

習
ス
キ
ル


乗

船
実

習
の

事
後

学
習


コ
ー
ス
選

択
後

の
目

標
設

定

⑩
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

ズ

⑪
自

己
PR

ス
キ
ル

ズ


相

手
や

場
面

に
応

じ
た
対

応
の

仕
方

を
学

ぶ


企

業
模

擬
面

接
を
通

じ
で
自

己
PR

に
必

要
な
ス
キ
ル

を

身
に
つ
け
る

⑫
職

業
 
選

び
の

ス
テ
ッ
プ


自

分
に
あ
っ
た
職

業
を
選

ぶ
た
め
の

情

報
収

集
の

仕
方

や
考

え
方

、
資

料
整

理

の
仕

方
を
学

ぶ

⑬
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

ズ


将

来
働

く
立

場
と
な
っ
た
と
き
、
自

分
の

身
を
守

る
方

法

と
し
て
正

し
い
知

識
を
身

に
つ
け
、
ト
ラ
ブ
ル

を
回

避
す

る
方

法
な
ど
に
つ
い
て
理

解
を
深

め
る

⑭
面

接
ト
レ
ー
ニ
ン
グ


社

会
人

に
必

要
と
な
る
マ
ナ
ー
を
身

に
付

け
る


就

職
活

動
に
必

要
な
書

類
作

成
に
つ
い
て
学

ぶ

⑮
「
働

く
」
に
つ
い
て
考

え
る
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学
年

～

評
価

点
評

価
点

期
待

で
き
る
成

果
目

標
達

成
に
向

け
た
ア
ド
バ

イ
ス
（
評

価
者

記
入

）
総

評
（
次

年
度

に
向

け
て
）

評
価

者
氏

名
氏

名
評

価
対

象
期

間
目

標
設

定
日

学 習 目 標成 長 目 標長 期 目 標 短 期 目 標

目
標

設
定

（
何

を
ど
う
す
る
）

目
標

達
成

基
準

（
ど
の

レ
ベ
ル

ま
で
）

目
標

達
成

に
向

け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

達
成

ま
で
の

ス
テ
ッ
プ

自
己

評
価

他
者

評
価

本
人

コ
メ
ン
ト

評
価

者
コ
メ
ン
ト

目
標

設
定

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

CN-2
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西
暦

/
時

期

年
　
齢

時
　
期

出
生

～
幼

稚
園

小
学

校
中

学
校

高
専

1
年

高
専

2
年

高
専

3
年

高
専

4
年

高
専

5
年

自
分

史
を
作

成
し
よ
う
（
過

去
か

ら
現

在
に
お
け
る
歴

史
を
振

り
返

る
）

主
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

転
機 興

味
が

あ
っ
た
こ
と
、

打
ち
込

ん
だ
こ
と

成
功

体
験

失
敗

体
験

「 自 分 ら し さ 」 を 形 成 し て い る 源 自 己 の 「 強 み 」 「 弱 み 」 の 発 見

影
響

を
受

け
た
人

、
本

、
映

画
な
ど

家
族

や
友

人
か

ら
見

た
自

分
の

特
徴

ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ

感
動

し
た
こ
と

CN-3






